


















































やっぱチョロインでしょ！
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ


第一章　ボーイミーツガール

第二章　リュリュ・シェンデルフェール

第三章　野々宮一平

第四章　剣を買いに行こう

第五章　勇者

第六章　天乱八手



エピローグ





























「……は？」

　高校からの帰り道。一月ももう終わりに近づいたある寒い日の事。

　なかに黄色いパーカーを着こんだ学生服姿の少年は、道の真ん中でポカンとした馬ば鹿か面づらを晒さらしていた。

「え？　な、なんだこれ？」

　無理もない。普ふ通つうに住宅街を歩いていたら、目の前に人間大の虹にじ色いろに光るド派手な渦うずがあるのだから。

　二十一世紀の現代日本。静岡の片かた隅すみでなんとなく生きていただけの少年は、なんの脈みやく絡らくもなく、唐とう突とつに未知と遭そう遇ぐうした。

「……………………」

　当然ポカーンだ。

　まあ、いきなりわけの分からんもんが目の前にあったら、大たい抵ていの人間は思考が停止するだろう。

　少年も例に漏もれず、口をハァ？　の形にして全身が固まってしまっていた。

「────ッ!?」

　が、しかし、そこで天てん啓けい。

　脳天を稲いな妻ずまの如ごとき電流が貫つらぬく。

　知っている。これに似た状じよう況きようを、確かに知っているのだ。





　──召しよう喚かん魔ま法ほう──
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　それが、少年の頭脳が叩たたきだした結論。

「う、うそ……だ……ろ……ッ」

　体の震ふるえが止まらない。

「ままままさか……ッ！」

　驚きよう愕がくと共に駆かけめぐる熱い何か。

「き、来たのか!?　遂ついに来ちゃったのかコレ!?」

　どっぱんどっぱん分ぶん泌ぴつされる脳内麻ま薬やくのせいで失禁寸前の少年は、その巨きよ大だいな歓かん喜きに魂たましいまでも吞のみ込まれてしまう。

「うぉ……お……ッ」

　父は重度のオタクだった。そして母はコスプレイヤーだった。

　当然、その二人から英才教育を施ほどこされた少年は生きつ粋すいのサラブレッドだったのだ。

「おおお……ッ」

　世界に数多あまたのオタクを生み出してきたＪＡＰＡＮのサブカルチャー。

　そして、そんな本場日本で幼い頃ころから高度な教育を受けてきた、真性のエリート。

　今時の高校生らしく少しこげ茶な髪かみを持つ少年にとって、異世界などあまりに身近な存在にすぎる。

　召喚、転生、トリップ、逆行、憑ひよう依い。それら、事が起こった時の対処法は既すでにシミュレート済みだ。

　興奮を抑おさえるつもりもなく、次の瞬しゆん間かんには電光石火で行動を開始した。

「うおおおおおおおおおおおおおおお！」

　裂れつ帛ぱくの咆ほう哮こう。

　手に持っていた鞄かばんの中身をその場にぶちまけ、ペンケースからシャープペンを取り出す。

　時間が無い。もうどうしようもないほどに時間が無いのだ。

「急げええええええええええええええ！」

　路上に散らばったノートを素す早ばやく拾い上げて、猛もう烈れつな勢いでペンを走らせる。

　その様は、まさに鬼き気き迫せまるという表現が妥だ当とうだろう。

　まあ、それも仕方あるまい。これが召喚魔法なら、いつ消えるか分かったものじゃないのだから。

　召喚魔法の持続時間は何秒だ？

　鳥や犬が通過して消えでもしたらどうする？

　もしそんな事態になったら、きっと己おのれは便器の中に頭を突つっ込み入じゆ水すい自殺を図はかるに違ちがいない。

　アホみたいに焦あせるのは当然と言えた。

　しかし少年は、目の前の不思議渦へ今すぐ飛び込みたいという強きよう烈れつな衝しよう動どうを凄すさまじい精神力で抑え続ける。

　なぜなら、今書いているのは、両親への最後の手紙なのだから。

　今生の別れになるかもしれない以上、ここまで育ててくれた愛する父と母に、なんとしても別れの言葉を伝えなければならない。

「よし！」

　少年は書き終えたノートを投げ捨て、さらに胸ポケットから学生証を取り出し別れの言葉の上に叩きつけた。その学生証が必ず手紙を両親の元へ届けると信じて。

「いっけええええええええ！」

　そして走り出す。その顔にあるのは希望。

　この渦を潜くぐればきっと素敵な日々が待っている。

　もう二度と帰ってこられないのだとしても、絶対に後こう悔かいなどしない。

　少年の目は真っ直すぐだった。が、それでもやはりわずかな悔くいが心を掠かすめてしまう。

　本当ならもっと準備したかった。

　いつ異世界に行ってもいいようにと考えていたにも拘かかわらず、現実は身一つで旅立つ事となっているのは痛つう恨こん事じ。

　なぜ自分はボディアーマーに身を包んで生活していなかったのだ。日本刀どころかサバイバルナイフ一つ携けい帯たいしていない。

　ヤクザの事務所に忍しのび込んでダイナマイトの二、三本かっぱらっておけばよかった。

　いやそもそも、父がマイホームを買うか戦車を買うか迷っていた時、どうしてもっと強きよう硬こうに戦車を推おさなかったのか？

　あまりに馬鹿な己が情けなくてしょうがない。

　クソッ何もかも政治が悪い！　と内心毒づくも、しかし、やはりその口元からは笑えみが零こぼれてしまう。

　不思議な渦を目もく撃げきしてからここまで、実に十秒。

　学ランの襟えりから出たフードをなびかせながら、少年は何度も脳内訓練してきた〝召喚のされ方〟を実行する。

「とう！」

　両手を広げて大きくジャンプし、まるで身投げのように頭から渦へと突っ込んだ。

　そして叫さけぶ。


「ツンデレよりもチョロインで────────ッ！」



　それは魂の絶ぜつ叫きよう。

　まだキスすら未経験の彼は、既に物語の主人公だった。

　物語にはヒロインが必要不可欠。

　しかし恋れん愛あい経験皆かい無むの少年が望むのは、笑顔一発で落ちてくれる様なちょろいヒロイン。つまり、〝チョロイン〟。

　ただでさえ平へい凡ぼんな容姿なのに、オタクという重い業ごうまで背負ってしまっては、現実の女性の気持ちなど分かるはずもない。

　流行はやりのドラマはもちろん、少女マンガすら読んで研究したのに、告白した回数分キモイと言われ続けてきた人生。

　まあ、それで心が折れるような脆ぜい弱じやくな精神ではなかったが、それでも痛いものは痛いのだ。

　つーかキモイは酷ひどい。自殺でもしたらどうすんの？

　告白の返事がキモイとか、それ確実に殺しにかかってるよね？

　少年はそう思う。

　故ゆえに、チョロインが好きだった。たくさんのアニメ、マンガ、小説の中で、主人公が息をするだけで惚ほれてくれる女の子が大好きだったのだ。

　だから、祈いのる。

　己を喚よびだした美少女（美少女である事は確定的に明らか）は、お願いだからチョロインであってくれと。

　ファーストキスから始まる恋こいのストーリーであるなら尚なおよしと。

　出会った瞬しゆん間かん、抱だいて、とアピールしてくるくらいのちょろさならパーフェクトですよと、そう祈るのだ。

　つまり少年があげた叫びは全身全ぜん霊れいの悲鳴であり、全身全霊の祈り。

　だからこそ、渦に飛び込んだ瞬間襲おそいかかってきた激痛にも歯を食いしばれる。

　信しん仰こうにまで昇しよう華かされた絶大な意志力の全すべてを、少年は祈りへと捧ささげた。

　対象は、当然チョロイン。

　肉体の全て、心の全て、魂の全てをもって一心不乱に想おもう。

　チョロインを。

　チートを。

　そしてできればハーレムを。

　激痛と闘たたかいながら、少年は未来を想った。

　ビロンと伸のびた鼻の下で夢想するのは、世界の危機に召喚魔法を使ったチョロインと、そんな彼女を救うために勇者が如き力を奮う己の姿だ。

　ニヒルな笑みを浮うかべてモブ（ザコキャラ）をしばき倒たおし、何人もの美女美少女達に揉もみくちゃにされるギャルゲーのような未来。

　日本のサブカルチャーにどっぷり浸つかってしまった少年は、もうどうしようもないほど欲望にまみれていた。

　いや、欲望というより度がすぎるほどの妄もう想そうが好きな、どこにでもいる普ふ通つうの男の子なのだ。

　容姿も、学力も、運動能力も、実に平凡な高校一年生。

　あまり頭が良いとは言えない彼には、この現象が本当に召喚なのかという疑問は最初から無かった。

　たとえ正しく召喚だったとしても、そこが剣けんと魔法の世界なのかという疑問も当然ながら無い。

　召喚魔法で体に悪あく影えい響きようが出たらどうしよう？

　召喚者が悪意に満ちていたらどうしよう？

　そんなデメリットなんぞこれっぽっちも考えていないのだ。

　だが、それでいい。それが彼という個なのだから。

　少年は平凡。しかし、妄想だけなら誰だれにも負けない。

　たとえそれが世界相手でもだ。

　好きな子に「キモイ！」と言われて泣いた日も、眠ねむりに就つく前にはその子を守るために闇やみの使徒と戦えた。

　別の子に「死ねキモオタ！」と罵ののしられて泣いた日も、湯船に浸つかりながらテロリストの凶きよう弾だんから庇かばってやれた。

　クラスの女子全員から「キメエから近寄るな！」とハブられて泣いた日も、朝食を食べる頃にはデスゲームをクリアして一人残さず救い出す事ができた。

　その在り方は、『勇者』。

　どれだけ絶望的な現実が立ち塞ふさがろうとも、自身の意志力のみで乗り越こえていけるその精神は、きっとそれこそが勇者の資質。

　少年がたった一つだけ持っていくもの、それは不ふ屈くつの勇気。

　ただそれだけを持って、『野の々の宮みや一いつ平ぺい』は冒ぼう険けんへと旅立つ。

　これは勇気の物語。艱かん難なん辛しん苦くに真正面からぶつかっていく、勇者の物語である。

　ちなみに、一平が両親へ残した別れの言葉は以下の通り。
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　──部屋というにはやたらと巨きよ大だいな空間。

「……………………」

　だだっ広いだけで調度品など一いつ切さいない室内の中心に、小こ柄がらな人ひと影かげが佇たたずんでいた。

　縁ふちに白いラインの入った黒いローブを頭から被かぶり、その手には身の丈たけを超こえる長さの、これまた真っ黒い杖つえ。

　洗練されたそのテンプレートな姿は、まさしくお伽とぎ噺ばなしの魔ま法ほう使つかいだ。

　その人物は、床ゆかから光を発している巨大で複雑な円状の紋もん様よう──まあぶっちゃけ魔ま法ほう陣じんを見み詰つめている。

　額には玉の汗あせ。小柄な魔法使いは膨ぼう大だいな魔ま力りよくを注ぎ込み、陣の制せい御ぎよに細心の注意を払はらい続けていた。

　そして、陣の起動からわずか数秒。


「────来る！」



　間ま違ちがいなく成功した手て応ごたえに、魔法使いはその身を緊きん張ちようさせた。

　もちろん、何が現れても即そく座ざに対処できるようにである。

　召しよう喚かん魔法は遥はるか昔に失われた魔法だ。理由は簡単。何が召喚されるか分からないからだ。強力な魔ま獣じゆうからなんの役にも立たない小動物まで、しかも正せい邪じやの区別すら選べないほどに使い勝手の悪い魔法だった。

　召喚魔法のノウハウが充じゆう実じつしていた当時はある程度の特定・制御が効いたのだが、その技術もとうに失伝してしまっている。

　こんな昔話がある。

　五百年ほど昔、とある戦争中の国が王家の秘ひ儀ぎである勇者召喚を行った。
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　しかも隷れい属ぞくの首輪を嵌はめ、決して逆らえないという形でだ。

　本来ならば奴ど隷れいや重犯罪者に施ほどこすはずの処置を、勇者として召喚した者に行う。救いがないというかなんというか、まあ、胸むな糞くその悪くなる話である。

　しかし、この昔話は市し井せいの民たみからは大変に人気の物語だ。なぜなら、最後は勇者のハッピーエンドで終わる物語だったからだ。

　話が長いので三行にまとめると、





　ヨッシャ！　隷属の呪じゆ縛ばくを解く方法編み出したぜ！

　ウッヒョー！　王族全員ブッ殺コロ！

　ギャ────────ッ！　（王様達の悲鳴）






　こんな感じ。

　しかし、この分かりやすい『オレＴＵＥＥＥＥＥ！』が民衆にうけた。（オレＴＵＥＥＥＥＥ！　とは、俺強つえええええ！　の事。そのまんますぎて説明する意味があったのかは疑問ですが）

　また、卑ひ劣れつな事をすればたとえ王族であっても報むくいを受けるという教訓が、子を持つ親達には教育的に都合が良かったのだろう。

　身分や階級に拘かかわらず、知らない者はいないほどに有名な物語だ。

　まあだからこそ、召喚魔法が廃すたれてしまったわけだが。

　兵器は制御できねば意味がない。

　行使した力が行使した側に跳はね返ってくるなど、アホらしいにもほどがある。

　召喚者自身の思おも惑わくを反映できない魔法とは、欠けつ陥かん魔法以外の何物でもなかったのだ。

「……………………」

　故ゆえに、黒ローブの人物は、魔法陣を固かた唾ずを吞のんで見詰め続けていた。

　中心部の空間が歪ゆがんでいく光景に、杖を持つ手に自然と力が入ってしまう。

　もはや何かが召喚されるのは止められない。いったい何が召喚されるのかは神のみぞ知る以上、緊張するなというほうが無む茶ちやだろう。

「……………………」

　乾かわく唇くちびるをペロリと舐なめ、術式に不備がないかをもう一度脳内で確かく認にんする。

　遺失魔法である『召喚』。その研究を始めて十年。

　自身は天才だ。魔法使いとして天才だからこそ、たった十年で召喚魔法を復活させる事ができたのだ。

　ならば、天才にとっては、ここからが本番。

　魔法使いは内心で自画自賛しつつも、最後まで気を抜ぬく事はなかった。

「……………………」

　魔法陣には意思を疎そ通つうさせる術式の他ほか、万が一のために拘こう束そく・重圧・弱体、火・水・風・土の上位術式まで組み込まれている。最悪の場合は、室内の空間を遮しや断だんして爆ばく破はするつもりだ。

　準備は万ばん端たんのはず。

　たとえそこらの火か竜りゆうが召喚されたとしても、この身に傷一つ付ける事も敵かなうまい。

　考えられるかぎり十全の備えを用意していた天才に、隙すきなどない。

　未知の魔法に対する緊張と興奮から軽く高こう揚ようしてはいたが、油断や慢まん心しんが死に直結する事など百も承知している。

　驕おごらない天才こそが常に勝利を約束される存在なのだと理解する魔法使いは、終局へ向けてさらに思考を引き締しめた。

「……………………」

　しかし、なぜか肌はだが粟あわ立だつ。

　過去にこの感覚を味わった時は、たいてい碌ろくな事がなかった。

　嫌いやな予感に緊張は増大し、下手に龍なんぞ喚よびだした日には一目散に逃にげるしかないなと、今さらながらに冷や汗が出てくる。

「────ッ！」

　その時、不意に天てん啓けいを受けた。





　──たとえてんさいでも、シヌときはシヌんじゃね？──






　さすが天才だった。

　この状じよう況きようで天才は、また一つ真理を得たのだ。

「あわ、あわわわわ……」

　当たり前といえば当たり前の事に気がついた瞬しゆん間かん、魔法使いの緊張は一気にレッドゾーンへと跳ね上がる。

　結果、心ここ地ちよかったはずの緊張感は一瞬にして恐きよう怖ふへと変へん換かんした。

「な、なんで召喚魔法なんぞ研究しようと思ったんじゃ……ッ」

　アホッ、アホッ、私のアホウッと、黒ローブはいきなり後こう悔かいを吐はく始末。

　だが、それも仕方なかったのだ。

　なんかすんごいモノが出てくる気配。

　別になんらかの魔力を感じたわけではない。しかし、何か巨大な物体が落ちてくるような圧あつ迫ぱく感かんがある。

「あわ、あわ、あわ……ッ」

　当然テンパった。自身の第六感が激しく警けい鐘しようを鳴らし、その心はヤバイ一色。

　今すぐ逃げなければ。そう思った直後、魔法陣の中心の空間がバリンと裂さけた。

　そして何かがこちらに向かってまっすぐ飛び出してくる。

「チョロインで────────ッ！」

「あわ───────────ッ！」

　空間の裂け目から吐きだされた何かの咆ほう哮こうに、魔法使いは悲鳴をあげるしかない。

　しかし間かん髪はつをいれず発動する拘束魔法。

　竜すら無力化する重圧と弱体の付加された五条の縄なわが、叫さけびながら飛び出してきた物体へと襲おそいかかる。が、対象を封ふうじるはずの魔法は空を切った。

　天才渾こん身しんの拘束魔法は、召喚された何かを捉とらえる事はできなかったのだ。

　原因は三つ。

　ビビった術者が広域に分散させた魔力の網あみでは破られると思い、範はん囲い指定した魔力の縄を使った事。

　さらに、想定よりも対象がはるかに小さく、混乱した術者が目測を誤った事。

「ぐふぇっ!?」

「ひいぃっ!?」

　そして最後の要因は、中空に飛び出した対象が顔面から床に落ちて、勝手に動きを止めたからである。

　その落下した何かは、床に叩たたきつけられるとピクリとも動かなくなった。

　当然、動かないものを動かなくするなどナンセンスにもほどがある。術者の思考が停止している限り、対象を自動で拘束する事などできないのだ。

「……………………」

「……………………」

　無音。

　静まり返った空間の中、黒ずくめの魔法使いもまたピクリともできない。

　あまりの緊張と恐怖、そして想像だにしなかった展開がその身を固まらせたのだ。

　しかし、心臓はヤバいくらいに全力疾しつ走そうしている。

　初しよ撃げきを外した事で思考が停止してしまったのだが、それ以上に目の前で起きたマヌケな状況に呆ぼう然ぜんとなってしまっていた。

　だが、まあ、いつまでも呆然としているわけにもいかないだろう。

　とりあえず、対象固定で拘束魔ま法ほうを発動させようとする。

　しかし──

「は、はじめまして！　俺の名前は野の々の宮みや一いつ平ぺい！　一平って呼んでください！　十六歳です！」

　ガバリと勢いよく顔を上げた少年の声に遮さえぎられる。

「…………は？」

　フードの陰かげの奥で、魔法使いは目を白黒させた。

　おそらくは落下の衝しよう撃げきで痛むのだろう。召喚された物体は、体をプルプルとさせながらも満面の笑えみを向けてくる。

　こげ茶の髪かみに全身黒装しよう束ぞく。

　しかし、上着の前を留めていないせいで丸見えの黄色い衣装が、妙みように軽けい薄はくさを強調させていた。

　やたらと友好的な笑顔を見せてくるのだが、とても十六歳には見えない。もっと幼く見える。

　顔立ちは……よくわからなかった。ダラダラと溢あふれ出ている鼻血が全すべてを台無しにしている。

　だが、黒ローブの魔法使いにとっては、そんな事どうでもよかった。

　なぜ、人が、召しよう喚かんされているのだ？

　人を召喚する事はできないはずだ。術式自体がそういう風にはできていない。

　そう、召喚魔法とは、あくまで人間とは異なる力を召喚する魔法だった。

　人という同種の力が欲しいのなら頼たのむなり雇やとうなりしたほうが手っ取り早いし、そもそも種族を限定できるほど融ゆう通ずうの利きく魔法でもない。

　つまり術式に、『術者と異なる生命体』と刻むからこそ、どんな生き物が召喚されるか分からないという欠点があった。『術者と同じ生命体』だと、本人が召喚されるという訳の分からない事態になってしまうのだ。

　魔法使いの鈍にぶくなっていた頭が徐じよ々じよに働き始めた。それにともない、狭せまくなっていた視野も元通りに開けていく。

「召喚してくれてありがとう！」

　そして理解した。

　どうやらなんらかのミスで、どこぞの子供を召喚してしまったんだと。

　これはまずい。普ふ通つうに誘ゆう拐かいだ。下手をしなくても人攫さらいは犯罪である。

　召喚魔法を行ったらいつのまにか事件が発生していた。

　しかもその犯人は自分自身だった。

　黒ローブの人物はクラリと傾かたむく意識を必死で繫つなぎとめ、再度少年を観察する。

　なにやら身なりがいい。見慣れない衣装だが、使われている生き地じがかなり上質に見える。

　考えたくもないが、もしも他国の貴族とかだったりしたらヤバイなんてもんじゃない。最悪、戦争だ。

　なんでだ。己おのれの人生は激しく何かが間ま違ちがっている気がする。

　どうして生きるだけの事がこんなに難しいのだろう。

「流派は黒こく聖せい魔ま光こう剣けん！　必殺技わざの『魔ま断だんの黒こく閃せん』には自信があります！」

　そんな、ダラダラと滝たきのような冷や汗あせを流していた魔法使いは、聞き流せない単語を聞いた。

　語感がやたらと物ぶつ騒そうだ。必ず殺す技とか、そんなもんそこらの一いつ般ぱん人が身につけているはずがない。

「こ、こくせいまこう剣、じゃと……？　お、お主、どこぞの騎き士しか？」

　ヤベエ、対応を誤ったら破は滅めつする、と黒ローブは最悪な予想に身を震ふるわせた。

　なんとかこの場を穏おん便びんに収め、相そう互ご理解に努めなければ。

「うはっ、ババア語ですか。いやいや、王女や皇女だって使う高貴な語ご尾びですよね。キャラ付けとしては悪くない」

　しかし、返ってきた言葉が理解できない。

「は、はあ……？」

　混乱が加速する召喚者を置き去りに、どこともしれぬ場所に連れ去られる形となったはずの被ひ召喚者は、なぜか終始笑顔だ。

「キミが召喚したでオッケー？」

「あ……う、うむ。大変申し訳な──」

「うっは！　ヒロイン確定したわ！」

「……………………」

　もはや何が現実なのか。

　目の前の少年はあまりに意味不明だった。

　さっきから立ち上がる事もできずに震えているのは、顔面痛打によるものではなく、召喚の副作用なのだろうか。

　本当に申し訳ない事をした。しかし、なぜ文句の一つもないのだろう。

「アナタが私のマスターか？」のほうがキマったかな、とブツブツ呟つぶやいているのは宗教的ななにかだろうか？

　いやそれよりも、なぜこの少年はこの状じよう況きように動じていないのだ。

　こちらは混乱しまくりなのに、誘拐されたも同然の側がなぜ不安の一つも見せない。

　魔法使いは混乱のピーク。

　とはいえ、天才と自任するその頭脳は、一つの答えを導き出す事に成功する。

　同じ生命体であるならば、ただの人間を召喚する事はできない。

　なら、まさか、目の前にいるのは──

「──勇者」

　ポロッと口から零こぼれた単語。

　明確な論理からではなく、直感から解が零れでた。

　だが、勇者召喚は大昔に滅ほろびた亡国の秘ひ儀ぎだ。

　いかに自身が天才だろうと、継つぎはぎだらけでほぼオリジナルなこの術式が国家のそれと並ぶはずがない。

　魔法とはそういった偶ぐう然ぜんとは対極に位置するシロモノなのだから。

　五百年前に単たん騎きで国を落とした化物が如ごとき存在を思い描えがき、反射的に少年の顔を凝ぎよう視しする。

　少年もまた、黒ローブを見み詰つめていた。

　目の前の魔法使いの呟きを拾ったのだろう。少年は鼻血まみれの顔を満面の笑みに変えて言う。

「そうだよ。俺は、君の勇者だ」

「ッ!?」

　ドクリと、魔法使いの心臓が弾はずむ。

　魔法の天才。そう言われ続け、自身もまた魔法を極きわめんと一心に努力してきた。

　技量を高め、理解を深め、新たな理論を構築する事は魔法使いとしての使命だ。

　故ゆえにそこらの町まち娘むすめと同じような生き方などできるはずもなく、恋こいや娯ご楽らくに興じる暇ひまがあるなら魔道の追究に時間をあてた。

「わ、私の、勇者……じゃと？」

「うん、それは確定してる」

「……そ、そうか」

　当然、恋れん愛あい経験など皆かい無む。

　しかし、諦あきらめていた何かに火が点つく感覚がある。

　有名な奴ど隷れい勇者の物語。最後はどういった結末だっただろうか。

　たしか、反逆された王族の中で唯ゆい一いつ奴隷落ちしなかった者がいた。

　下級騎士を母に持つ、宮きゆう廷てい内でなんの力も持たないみそっかすの第五王女。そして、奴隷勇者を召喚した娘。

　あの昔話は、二人の恋が実る物語でもあった。

「君の名前が知りたい。フードを外してくれないかな？」

　自身が乙おと女めなのは、目の前の勇者に出会うためだったのだろうか？

　魔法使いは、少年の目に魅み入いられたようにフードに手をかけた。

　そして、現れたのは、美しい銀。

　長く青みがかった銀ぎん髪ぱつを、女魔法使いは両手ですくい上げるように背中へと流す。

　少年よりも頭一つ分低い小こ柄がらな体の上には、とても愛あい嬌きようのある顔が乗っていた。

　しかし、その目は少々潤うるんでいる。

　薄うっすら染まった肌はだは、やはり乙女的に気き恥はずかしかったのだろう。美しく老成した樹木を連想させる両手で、同じく長い年月を刻みつけた皺しわだらけの頰ほおを押さえて、言った。

















「リュリュ・シェンデルフェール……」



















「……六十五歳じゃ」
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「ババアじゃねえかああああああああああああああああああああ！」



　少年、野々宮一平は気絶した。

　互たがいに不幸だったのは、老魔ま法ほう使つかいのフードが認にん識しき阻そ害がいを付ふ与よされた高級ローブだった事。

　片方が顔を確認できない以上、ボーイミーツガールを綺き麗れいに終息させるのは難しい。

























「……ん？」

　肌はだ寒ざむい冷気を感じ、少年の微睡まどろみは終わりを告げる。

「どこだここ……」

　一つ欠伸あくびをし、むにむにと目を擦こすった後でそんなテンプレートを口にした。

　明らかに高級だと分かるフカフカのベッドから身を起こした一いつ平ぺいは、未いまだ覚かく醒せいしてこない頭で周囲を見回す。広さは十二畳じようほどだろうか、そこそこ広い部屋に鏡台と小さなテーブル、そして自身を乗せる大きなベッドがあった。

「……寒い」

　一つしかない窓は開けられ、そこから日の光とともに早朝の澄すんだ冷気が入り込む。

　その空気は、コンクリートで作られた箱庭では決して味わえない静せい謐ひつというものに違ちがいない。

　そんな澄んだ空気を感じるものの、覚醒するにはベッドの寝ね心ごこ地ちがあまりに好よすぎる。

　再び惰だ眠みんを貪むさぼるために、肌寒い冷気から逃のがれようと深く布ふ団とんへ潜もぐり込むのだが、不意に香こうばしい匂においが。

　鼻が焼きたてのパンの匂いを感じ取り、腹がぐぅ～と鳴った瞬しゆん間かん、意識は完全に覚醒した。

「そうだ！　召しよう喚かんされたんだった！」

　ガバリと布団を撥はね飛ばし、全力で飛び起きる。

「って、超ちよう寒いっ!?」

　しかし、あまりの寒さにその場で縮こまってしまった。

　そりゃそうだ。なぜなら、パンツ一枚しか身につけていないのだから。

　なんで裸はだか？　と思うも、周囲に視線を飛ばして服を捜さがす。

　呆あつ気けなく小さなテーブルの上に畳たたまれた自身の学生服やパーカーを見つけ、寒さから身を守るために素す早ばやく身に纏まとった。

「そういや、お婆ばあさんに召喚されたんだよな……」

　一段落つくと、そう呟つぶやいて顔を伏ふせた。そこにあったのは落らく胆たんだ。

　ヒロインに召喚されるパターンじゃなかったのかと落ち込んだのだが、しかしそんな落胆は一いつ瞬しゆん。

「まさか召喚者が師し匠しようのパターンとはね」

　そうきたかと頭を搔かきながら、その目は既すでに未来へと向いていた。さらに未来予想は止まらない。

「となると、あのお婆さん死亡フラグ立ってんぞ」

　命の少ない師匠が弟子でしを鍛きたえ上げ、奥おう義ぎを託たくして死んでいく。古今東西、バトル系サブカルチャーではもはや様式美とすら言えよう。

　そんなありがちな事を考えつつ、匂いにつられて部屋を出る。

「すぐ死んじゃうかもしれないし、やさしく接してあげないとな」

　少年の目には憐れん憫びんが浮うかんでいた。

　縁えん起ぎでもないうえに無む茶ちや苦く茶ちや失礼な事を言っているのだが、その自覚はない。というか逆に、「この甘さはいつか俺自身を殺すかもな……」と自分に酔よう始末。

　基本的に良い子ではあるのだが、無神経なところが彼の欠点だった。

　部屋からソロリと顔を出すと、どうやら二階にいたらしい。

　そのまま匂いを頼たよりに歩を進め、階段を下りた先にはリビングが広がっていた。

　火の入った暖だん炉ろ、壁かべ一面の本ほん棚だな、テーブルや椅い子すにソファーまであり、そしてその全すべてが妙みようにアンティークだ。

「うはっ、ナイスファンタジー」

　分かりやすい光景に感動である。

「む？　お、起きたのか」

　その時、奥のほうから老ろう婆ばが顔を出した。その手にはいくつもの丸パンが入ったバスケットが。

　一平はマジマジと老婆の顔を凝ぎよう視しする。

　が、一晩経たったところでやはり老婆の顔は美少女にはほど遠く、深い歴史が刻み込まれていた。確実にヒロイン枠わくではないだろう。

　そう再認識するも、過去に囚とらわれない少年はもちろん落胆などしない。

　なぜなら、師匠だから。

　己おのれを超ウルトラスーパー超絶無敵ハイパー魔法使いに育ててくれた後に死んでいく、尊敬すべき先生なのだから。

「あ、師匠、おはようございます！」

　最大の敬意をこめて挨あい拶さつ。

「は？　し、師匠……？」

　もちろん、お婆ちゃんは困こん惑わくだ。

「な、なんぞよく分からんがそこに座っておれ。詳くわしい話は朝食の後じゃ」

　シチューが冷めてしまう、とテーブルにバスケットを置いたリュリュ・シェンデルフェールは椅子を指さした。

「あ、ども。ゴチです」

　一平は素す直なおに従い、テーブルに備え付けられた四つある椅子の一つに座る。腹が減っては戦いくさはできんのは事実だ。

　どもども、と言いながら手伝うそぶりのない少年は、間ま違ちがいなくゆとり教育の犠ぎ牲せい者しやであろう。

　キョロキョロと部屋を見回している間に、たいした時間もかからず食しよく卓たくは完成した。

「へ～、異世界の朝飯って豪ごう華かなんだな」

　一平が目を丸くする通り、テーブルの上にはかなり豪ごう勢せいな料理が載のせられていた。

　丸パン、シチュー、サラダ、魚と野菜のソテー、さらに肉のワイン煮に。それが二人分。一品ずつの量はそれほどでもなく、テーブルには所ところ狭せましと皿が置かれている。

　朝から少々重たすぎる気もするが、昨晩夕食をとりそこなった育ち盛りの肉体には好都合だった。

「異世界……？　ま、まあ今日は特別じゃ。は、はじめての食事じゃから……」

　一平の呟きを捉とらえて困惑するリュリュだったが、二人が出会って初めての食事。詳しい話は後でもよかろうとスルー。

　そして、最後のメニューである果物の盛り合わせをテーブルに置くと、リュリュもまた席に着いた。

　一平の隣に。

「……………………」

　てっきり対面に座ると疑っていなかった一平は、意味がわからず無言で真横のお婆ちゃんを見る。

「……………………」

　リュリュもまた、少年の視線に気づき無言で見み詰つめ返す。

　そして老婆の頰ほおが真っ赤に染まった。

「なんで赤くなんだよおおおおおおおおお！」

　叫さけんだ一平は全力で椅子から脱だつ出しゆつだ。

「な、なんの事じゃ？　わ、私はこれっぽっちも赤くなってなどおらんが？」

「噓うそつけ！　だいたいどうして隣に座った!?　明らかにおかしいでしょおおお！」

「ぐ、偶ぐう然ぜんじゃ！　何もかも偶然なんじゃ！」

「そんな偶然があってたまるか！　このエロババ……ハッ!?」

　支し離り滅めつ裂れつな言い訳をしようとする老婆に罵ば詈り雑ぞう言ごんをぶつけようとした瞬間、一平の全身に戦せん慄りつが走る。

「ぁ……ぁ……ッ」

　気づいた。気づいてしまった。

　なぜ、自分は、パンツ一枚で、寝ねていたのだ？

「うわあああああああああああああああああ！」

　一平は悲痛な叫びをあげ、ズボンのホックを全速力で外し、パンツの中に手を突つっ込む。

　そしていたる所をまさぐりながら、己が清い体なのかを確かめた。

「い、いきなりどこに手を突っ込んどる！　この変態小こ僧ぞう！」

「やかましい！　俺の体にナニしたんだエロババア！」

　半泣きだった。

　もしこれで股こ間かんがガビガビだったなら、目の前のババアもろとも己を火ダルマにするしかない。

　必死に確実な消毒方法を考えながら、しかし、自信はないが行こう為いの痕こん跡せきは感じられなかった。

「だ、誰だれがエロババアじゃ！　こ、こ、小僧に欲情するはずないじゃろ！」

「じゃあなんで俺パンツしか穿はいてなかったんだよ！　アンタが脱ぬがしたんだろうが！」

　まだ見ぬヒロインのために、十六年間大切に守ってきた己の貞てい操そう。

　断じて、五十も年上の変態ババアに捧ささげるためではない。

　一平が半泣きでキレるのも仕方なかろう。

「は、鼻血じゃ！　お主の服が血だらけだったんじゃ！」

　バタバタ慌あわてるリュリュは必死で弁明。痴ち漢かんの濡ぬれ衣ぎぬなんぞ着せられてはたまらない。

「血だあ？」

「う、うむ。そのままではベッドに寝かせられん。服も洗っておいた」

「……あ」

　そういえばと思い出す。

　召喚された時、顔面から落ちて流血した記き憶おくが確かにあった。

「あのベッドはお気に入りなんじゃ。布団も最高級品じゃし、血で汚よごされてはかなわん」

　その言葉を聞いて、一平はようやく安あん堵どした。

「あー……その、ごめんなさい」

　安堵しただけでなく、罪悪感が湧わいてきて素直に謝る。

　裸にされたとはいえ、それは医い療りよう行こう為いのようなもの。それを勘かん違ちがいして年寄りを怒ど鳴なりつけたのだ。人としてさすがにそれはない。

　食事や洗せん濯たくまで世話になり、しかもお婆ちゃんのベッドすら奪うばってしまった。ならば当然、ここは誠心誠意謝罪するのが人の道だ。

「ベッドまで譲ゆずってくれたのに、ババアとか言っちゃって……」

「き、気にするな。広いベッドじゃからな、イ、イ、イッペー一人増えても、じゅ、十分一いつ緒しよに寝られる」

　素直な謝罪がくすぐったかったのか、リュリュは顔を真っ赤にした。さりげなく名前を呼べた事も無関係ではないだろう。

「……………………」

「ほ、ほれ、料理が冷めてしまうぞ」

　そしてニッコリと、ハニカミながら食事を促うながす。

　子供の暴言を即そく座ざに許した老婆の笑えみは、きっと周囲を安心させるとても魅み力りよく的な笑みに違ちがいない。

「……すみません、もう一度言ってくれます？」

　しかし、一平の声には一いつ切さいの感情がなくなってしまったかのよう。

「む？　な、なにがじゃ？」

「一緒に寝たとか聞こえましたけど？」

「……………………」

　出会ったその日にベッドインなどはしたないにもほどがある。そんな慎つつしみのない女性なんかいるわけないと、心を強く持って聞き返した。

　が、目の前の老婆は、なぜか恥はずかしそうにうつむくではないか。

「……う、うむ」

「ホンマモンじゃねえかああああああああああああああ！」

　遂ついに泣きだした。

　ああ、なんという事か。既すでに同どう衾きん済みだった。

「な、なんじゃ!?」

「なんだじゃねえよ！　この犯罪ババア！」

「誰が犯罪ババアじゃ！」

「意識のない相手を脱がして同衾すんのは犯罪だボケエエエエエエエ！」

「ぐ、偶然じゃ！　ベッドが一つしかなかったんじゃ！　何もかも偶然だったんじゃ！」

「俺の綺き麗れいな体かえせえええええええええええええええ！」

　収しゆう拾しゆうはつきそうにない。




　　　　※




「……本当に何もしてないんだろうな、ババア？」

　目を真っ赤に腫はらしながら、モソモソとパンを頰ほお張ばる。

　ガチで泣きだした一平は、何度も無罪を主張し続けるリュリュをとりあえずは信じる事にした。

　いくら意識が無かったとはいえ、さすがにレイプされたら違い和わ感かんぐらい覚えるだろう。

　実際、腹がぐ～ぐ～鳴って仕方ない。今はまず飢うえを満たす事が最優先事じ項こうで間違いないはずだ。

　このババアは師し匠しよう枠わくなのだと心の中で唱え続け、無理やり己を納なつ得とくさせた。

「ババアはやめんか。リュ、リュリュと呼べ」

　背筋を伸のばし、綺麗な姿勢で食器を操あやつるリュリュ。

　上流階級の出なのか、マナーは完かん璧ぺきなようだ。

「そんなのどうでもいいから答えろよ！　ちゃんと答えてくださいよ！」

　まあ、一平がどれほど思い込んだところで、自身を騙だまし切るのは難しいのだが。

「人の名前をどうでもいいとはなんじゃ！　言わねば答えん！」

「わかったから何度でも否定してください！　リュリュさん！」

　一平は安心が欲しかった。

　夢の異世界ライフの初っ端ぱなからトラウマなんぞ欲しくない。己おのれのはじめては美少女でなければならないのだ。

　いや、もう少女であってくれればそれだけで美び醜しゆうとかどうでもよかった。そうでなければ精神が崩ほう壊かいしてしまう。


「リュ、リュリュと呼び捨てでかまわんぞ……」



「そんなんだから安心できねえんだろうがあああああああああああ！」

　しかし、言動がいちいち怪あやしい老ろう婆ばがまるで信用できない。

「なんでチョイチョイ恥ずかしがるんだよ!?　頼たのむから普ふ通つうにしててくれよ！」

「は、恥ずかしがってなどおらん！　そ、その、少し緊きん張ちようしておるだけじゃ」

「どうして緊張すんの!?　アンタからしてみたら俺なんて子供でしょうが！」

「お、乙おと女めならば異性と話すときは緊張するもんなんじゃ！　そんな事も分からんのか！」

「どこが乙女だ！　本気でアウトだよこのバアさん！」

　泣きたい。とんでもないのに召しよう喚かんされてしまった、と己の運命を呪のろう。

　だが、運命を呪っていたのは少年だけではなかった。

「乙女じゃ……」

　うつむいた老婆の口から絞しぼり出る呟つぶやき。

「あ？」

「私は！　乙女じゃ！」

　リュリュはクワッと目を見開き顔を上げた。しかも、その瞳ひとみからは涙なみだが零こぼれそうになっている。

「は、はあ？　なに言ってんの？」

「じゃから！　私は、乙女なんじゃ！」

「……………………」

　鬼き気き迫せまる勢いでいきなり乙女を連呼しだしたリュリュと、そんな老婆の様子に困こん惑わくするしかない一平。

「……あ、ああ、女はいくつになっても乙女って事？　馬ば鹿か言うなよ。ババアはどこまでいってもババアなんだぞ？」

　クソ失礼ではあったが、明らかな犯罪者思考になっている老婆のために、少年は心を鬼おににして言う。

　このまま放ほうっておいたらこの婆ばあさんは間ま違ちがいなくブタ箱行きだ。

　召喚してくれた恩もあるし、なんだかんだで世話してくれている。

　おそらくは魔ま法ほうの先生になる人物。犯罪者になる前に真人間にしなくては。

　そう、一足早いが、この苦言は弟子でしから師し匠しようへの恩返しなのだ。

「歳としを考えようぜ、リュリュさん……リュリュ」

「……………………」

　別に、どうしても呼び捨てて欲しいなら構わないと、嫌いや々いやながらも寛かん大だいな心で老婆の名を呼び捨てた。

　そんな諭さとすような声こわ音ねに鎮ちん火かしたのか、リュリュはうつむきながらも食事を再開する。

「……………………」

「……………………」

　さっきまでの熱はどこに行ったのか、奇き妙みような沈ちん黙もくが食しよく卓たくを支配した。

「……………………」

「……………………」

　しばらく互たがいに黙もく々もくと食事をとっていたのだが、なぜかまたも話を蒸むし返す者が。

「乙女じゃもん……」

　リュリュだった。

　リュリュ・シェンデルフェール、六十五歳。天才とは自身の論理を簡単に引っ込めたりはしない人種なのだ。

「〝もん〟ってアンタ……、鳥とり肌はだが立つから止やめてくれよ」

　一平は戦せん慄りつする。

　いったい何がこの老婆を支えているというのか。キモイキモイと言われ続けてきた己だが、この目の前の老婆も十分キモイ。

　こんなのを師匠にして大だい丈じよう夫ぶなんだろうか、今すぐ逃にげるべきでは？　そんな考えが頭をよぎる。

「……乙女なんじゃ」

「も、もういいよ、わかったから。リュリュさん……リュリュは間違いなくおと──ッ!?」

　もういい加減うんざりしていた一平は、リュリュの言葉を肯こう定ていしようとした。それで話は終わりのはずだった。

　しかし、気づいた。気づいてしまったのだ。

「あ、あの、リュ、リュリュ？　失礼ですが、そ、その、ご結けつ婚こんはされて……」

「……そんなのした事なぞない」

「……………………」

「……………………」

　落ちる沈黙。

　聞けない。もう聞く事はできない。

　一平は理解した。この目の前の老婆が、本物の乙女であるかもしれない事を。

　自身の予想が正しければ、正しよう真しん正しよう銘めい、物理的に乙女なのだ。

　昨日意識が無くなる直前に、たしか六十五歳だと言っていた。日本では三十年清い体を守り抜ぬけば魔ま法ほう使つかいと認にん定ていされる。

　しかし、目の前の婆さんはレベル六十五。大魔道士どころか超ちよう魔道士クラス。

　まさしく天才。この老魔法使いは、己おのが才能を極限の信念と不断の努力で全開にしてきた者だったのだ。

「……………………」

「……………………」

　やったあ、超魔道士の弟子になれるなんてラッキー。などとポジティブに思おうとしたのだが、無理だった。

　そんなにたくさんは自分を誤ご魔ま化かせないよう、と内心涙しながら、一平にはこの重苦しい空気を打破する術すべがない。

　美味おいしいのだが味の感じられない肉をモゴモゴと咀そ嚼しやくし、息を殺して時がすぎるのを待つしかなかった。

「……むかし、天才と呼ばれた女魔法使いがいたんじゃ」

「は、はひ？」

　そんな、やたらと気まずい空間で、唐とう突とつにリュリュが口を開く。

　なにやら昔語りが始まった。

「天才なだけでなく、その女はとても美しくてな」

「え？　あ、ああ。う、美しかったんスか？」

「うむ。美しいなんて言葉が霞かすむほどに美しかった。美しくて美しくて、その心すら美しかったんじゃ」

　やたらと美しいを連呼しているが、どうやら自身の過去を語っているのだろう。

「どれくらい美しいかというと、それはもう滅め茶ちや苦く茶ちや美しくて──」

「あ、その部分飛ばしていいっス。先に進んでください」

　一平はちょっとイラッとした。

　語ご彙いが少なすぎる事から、天才だというのも話半分に聞いておいたほうがよさそうだ。

「そこは大事なとこなんじゃが……」

「ならもう聞くつもりないんだけど？」

「十六で冒ぼう険けん者になり、そしてわずか二年で大陸に名を馳はせた女は宮きゆう廷ていに招かれ、そのまま宮廷魔法師になったんじゃ」

　それが運命を狂くるわす事になるとも知らずに。

　一平の声音に本気の響ひびきを感じたリュリュは素す早ばやく話を再開し、過去に味わった絶望と後こう悔かいを口にする。

　それを黙だまって聞いていた少年は、「うはっ冒険者とかｗｋｔｋワクテカが止まらん」、と内心希望に満ち溢あふれていた。

　ちなみにｗｋｔｋとはワクワクテカテカの意。期待で胸がワクワク、肌はだはテカテカする事をあらわした擬ぎ態たい語であり、良い子の皆みんなは知らなくても全く問題の無いネット用語である。

「その女は天才じゃった。宮廷魔法師になって七年、その短い時間で宮廷位階第五位にまで上り詰つめるほどにの」

　フッと自じ虐ぎやくの笑みを浮うかべたリュリュの顔を、一平はじっと見詰め続ける。

『天才なのに一位じゃねえのかよ、上にまだ最低四人いるんだから上り詰めてないじゃん』等とはツッコまなかった。

「欲の無い美しい女は権力等には興味がなくてな、あったのは知ち識しき欲よくのみ」

　いい加減ちょいちょい入る自画自賛がウザイ。

　一平は話に飽あき始めていたのだが、ジジババの話が長いのはどこでも一いつ緒しよだと我が慢まんする。

「そして嵌はめられた。二十八歳の時じゃ。私の才能に嫉しつ妬とした者達に濡ぬれ衣ぎぬを着せられてな、あっというまに罪人よ」

　はたして、それが本当に冤罪だったのかは一平には分からない。

　もしかしたら児童を裸はだかに剝むいてベッドに連れ込んだのではないのか？

　痴ち漢かんや未成年者略取は犯罪だと、きちんと理解しているのか？

　目の前の老婆はギリギリ犯罪者だと確信している一平だったが、彼女の目に浮かぶ諦てい観かんはどうしても同情を呼んでしまう。

「……それで、捕つかまったと？」

「ふん。そこまでマヌケではない。馬鹿どもが気づいたときには既すでに国境を越こえておったわ」

　今までの後悔の表情は消え、勝ち気な笑えみを見せるリュリュ。

　意外に魅み力りよく的なその笑みを目もく撃げきした一平は、『つまりこのババア指名手配中って事か？』と真実を看破した。

「ああ、だから顔の見えないフード被かぶってたんだな。外出した時ボロを出さないために習慣化させてるってところ？」

「む。け、結構賢かしこいの。そ、そういうのはポイント高いぞ」

「なんのポイントだよ!?　そういうのホントいいから！　はやく続き話せよ！」

　意外な洞どう察さつ力を見せてリュリュの頰ほおを染めさせたが、一平の背筋に悪お寒かんが走った。あまりの気持ち悪さに危あやうくグーで殴なぐるところだ。

「それ以来他人が、というより男が信じられなくなったんじゃ……」

　諦あきらめの溜ため息いきとともに、老ろう婆ばの話は終わりを告げた。

「は？　え、なにそれ？　いきなり話飛んでない？」

　もちろん一平には理解不能だ。

「飛んどらん。それが女の人生のすべてじゃよ」

　いや、飛んでる。間がごっそり端折はしよられている。

　リュリュの才能に嫉妬した者に嵌められたと言っていたが、嵌めた者が男だったという事だろうか？

　疑問を抱いだき、つい素す直なおに聞いてしまった。

「どうやって嵌められたわけ？　そんなに酷ひどい事されたの？」

「……………………」

　聞いてから後悔する。

　男に不信感を持ち、老婆になるまで独り身を貫つらぬいたのだ。それはもう聞いたのを後悔するような下げ衆すな行こう為いだったに違ちがいない。

　現に、リュリュは顔を歪ゆがめて口くち籠ごもってしまったのだから。

「あ、ス、スンマセン……、言いたくないなら別に……」

「いや、大丈夫じゃ。もう遠い過去の事じゃしな……」

　しかし、リュリュは遠くに視線を飛ばし、過去の記き憶おくをポツリポツリと語りだす。

「恥はずかしい話じゃがな、若いときの私は増長しておった。己おのれの才能に自信がありすぎたのよ」

　それは老人の黒歴史に違いない。が、それを責めるのは酷こくというものだろう。

　誰だれにでもそうした時期はある。しかも他者よりも多くの才能を持っていたのならば、天てん狗ぐになるなというのは無理な話だ。

「誰かを見下していたつもりはなかったんじゃが、それでも伴はん侶りよになる者には相応のものを求めておった」

　それ自体が他者を見下していたのかもなと、自らの過あやまちを悔くいる老婆。

　しかし、一平はそうは思わない。

　女子からキモイキモイ言われ続けてきた少年からしてみたら、女とは優良物件を探す生き物なのだと知っていた。

　より良い男を欲ほつするのは、もはや女の生物的本能なのだろう。

　男としては非常に腹立たしいが、さすがに後悔している老人に鞭むち打うつほど一平は鬼き畜ちくではないのだ。

「身持ちの固い鋼鉄女と揶や揄ゆされておるのは知っとったんじゃが……二十八の時、陛下から見合いを勧すすめられての」

　遂ついに核心に迫せまるかと、一平は不ふ謹きん慎しんにもドキドキしてしまう。いったいどんな裏切りがあったのか。

「三つ年下の伯はく爵しやく家次期当主でな。近この衛え騎き士しでもあったんじゃが、正直美形じゃった」

　イラッときた。

　誰がババアのノロケを聞きたいと言ったのか。気分悪い。モテ男がどれだけ屑くずだったのかを早く話せ。

　一平の中にドス黒い何かが生まれる。

「なんで伯爵家と冒険者あがりの婚こん姻いんなんかが成り立つんだよ？」

「宮廷魔法師はその時点で男だん爵しやく位なんじゃ。もっとも、単に私の魔法使いとしての血が欲しかっただけじゃろう」

「そ、そうなんですか。なんか、ホントスミマセン……」

　しかし恋れん愛あいではなく政略だと気がついて、一平の黒い何かは一いつ瞬しゆんで小さくなった。

　過去に裏切られた女性が諦めを乗せて話しているのに、自身の野や次じ馬うま根こん性じようはとても醜みにくい。もう黙って聞いていよう。

　一平は、己を召しよう喚かんした者の悲劇を心に刻もうと姿勢を正す。

「城の中庭ではじめて会ったとき、そ奴やつにこう言われた。『子を孕はらんだらすぐ教育に専念してくれ』とな」

「Ｏｈ……」

　それは酷い。確かに愛よりも能力を必要とした言い方だ。

　だがこの世界だけでなく、現代日本でもまさしくテンプレートな発言でもある。

　働く女性にとっては決して許せない言葉なのかもしれない。

「こうも言った。『貴女あなたの歳としでは一人産むのが精いっぱいだろうが、側室は二、三人用意するゆえ心労はかけない』と」

「ん、ん～……」

　これも難しい。

　しかし、どうやら貴族社会であるらしいこのファンタジー世界では、きっと当たり前の話なのだろう。確かに女性を馬ば鹿かにした話ではあるが、数多あまたのサブカルチャーに触ふれてきた一平には理解できてしまう。

　まあだからといって、涙なみだ声ごえで語る老婆に現実を突つきつける真似まねなどできはしないのだが。


「頭に血が上った私は、その場で半殺しにしてしまったんじゃ」



「……ん？」

　が、なにやら聞き逃のがせない言葉が聞こえた。


「しかも、怒いかりにまかせて放った火の上位魔ま法ほうが玉座の間を吹ふき飛ばしてしまい……」



　過去がつらいリュリュは、もう涙でボロボロだ。

「いつのまにか逆ぎやく賊ぞくの汚お名めいをおおおおお！」

「自じ業ごう自得だろババアアアアアアアアアアア！」

　オイオイと泣く姿は、完全無欠に自分のせいだった。

「どこが冤罪だよ！　混じりっけなしの犯罪者じゃねえか！」

「冤罪じゃろ!?　貴族の爵しやく位いを笠かさにきて、年とし増ま扱あつかいした女を食い物にしようとしたんじゃぞ！」

「城吹っ飛ばしといてなに言ってんだ！」

「偶ぐう然ぜんじゃ！　偶然だったんじゃ！　何もかも偶然が悪いんじゃ！」

「そればっかじゃねえかあああああああああああ！」

　駄だ目めだこのババア。

　一平がリュリュを見限った瞬しゆん間かんである。

　もう魔法の師し匠しようとかどうでもいい、勝手に覚えればいいだけの話だ。

　ヒッグヒッグと嗚お咽えつを漏もらす老婆に蔑さげすんだ視線を向け、落ち着くために大きく深呼吸する。

　今日一日だけ話し相手になってやれば、この耄もう碌ろくババアへの恩返しには十分だろう。

　どう考えてもこのババアの頭は要介かい護ごレベル。深く関かかわっていいもんじゃない。

　出ていく決意を固めた少年は、相当酷い事を考えていた。

「死人は出なかったんじゃ……ちょうど玉座の間は使われていなかったし……クソを一匹ぴき半殺しにしただけ……」

　ブツブツと呟つぶやく老婆は果てしなく見苦しい。

　立派なテロ行為だボケ、という罵ば声せいを吞のみこむ。反省しない犯罪者にはなにを言っても無意味なのだから。

　三十年以上前の事件とはいえ、王家に対するテロリズム。国家反逆罪は間ま違ちがいない。

　時効なんてものがあるかどうかも疑わしいのに、いつまでもここにいたら自身にも災わざわいが降りかかる可能性がある。

　明日にはここから出ていこうと思いながらも、一平は会話を続けた。情報収集は戦略の基本で間違いあるまい。

「それで男が信じられなくなって、その歳まで乙おと女めを貫いたってわけか……」

　なんだかなぁ、という感想が正直なところだった。

　天才を自じ称しようするなら、魔法で姿を変えるなりして人生をやり直せばよかったのに。

　頑がん張ばって他国へ逃とう亡ぼうしたのにアホな婆ばあさんだなと、微び妙みような顔になる。

「そうぢゃないわいっ！」

「うおっ!?」

　突とつ然ぜんあがったリュリュの全力否定に仰のけ反る一平。

　既に涙と鼻水で老顔はベチャベチャなのに、その眼光と気き迫はくはたいしたものだった。

「たしかに男に不信感は持ったが、恋愛も結けつ婚こんもしてみたいに決まっとるじゃろ！」

　六十五歳でまだ諦めてねえのかよと少し感心したが、間違いなく自分が狙ねらわれているのだと確信してドン引く。

「じゃあなんで結婚しなかったんだよ？　昔は美しかったんだろ？」

　しかし今日一日だけだと自身に言い聞かせ、一平は嫌いや々いやながらも会話のキャッチボールを続けた。それを優やさしさにカテゴライズしていいかは甚はなはだ疑問だが。

「い、今でもまだ美しい……」

「じゃあなんで結婚しなかったんだよ？　昔は美しかったんだろ？」

「……………………」

「じゃあなんで結婚しなかったんだよ？　昔は美しかったんだろ？」

「やかましい！　話すから黙だまれ！」

　しつこい一平に、「今でも十分美しいわ」と吐はき捨てつつ再び俯うつむいてしまう老婆。

　だが、その姿は悲しみというよりも、ばつが悪くて言いだし難にくいといった感じだ。

　己の過去を話し少し打ち解けてきたのだろう、リュリュはだいぶ遠えん慮りよがなくなってきていた。一平はそんなもの疾とうにないのだが。

「……実は、もう三十五年くらいこの家に住んでおる」

「……………………」

　また長い話が始まるのかと、その顔は歪んだ。

「……………………」

「……………………」

　が、始まらない。

「だからなんなんだよ？」

「じゃから、ずっとここにおったんじゃ」

「……はあ？　なに言ってんの？」

　え？　話、終わり？　と一平は混乱したのだが、リュリュは三度同じ言葉を口にする。

「じゃから！　ここでなんとなく生きてたら三十五年経たっとったんじゃ！」


「ヒキコモリじゃねえか！」



　駄目だった。

　本当に駄目な魔法使いだった。

　この自称天才魔法使いは、物語のヒーロー・ヒロインからは対極に位置した存在だった。

　一平は、こんなに駄目な魔法使いがなぜ自分を召喚したのか疑問に思う。

「アンタいったいなんで俺を召喚したんだよ！」

「寂さびしかったんじゃ！　癒いやし系のペットが欲しかったんじゃぁぁぁ！」

「店に買いに行けええええええええ！」

　町が恐こわいんじゃ、人ごみが恐いんじゃ、でも寂しいんじゃ、とワンワン泣く老ろう婆ば。そして頭を抱かかえる一平。

　もうこのババア死んだほうがいいんじゃね？　と、面めん倒どう臭くさくてしょうがない。

「まだ若いイッペーには私の気持ちなどわからん……ッ！」

「うぜえ……」

「そろそろ結婚しようかな、と思った矢先に裏切られた女の気持ちなど……ッ！」

「聞いたかぎりじゃ悪い人って感じじゃなかったぞ」

「三十五年以上も逃にげ続け……ッ！」

「自業自得じゃねえか」

「結婚とかしてみたい……っ！」

「高望みすんな」

「恋愛すらした事ないのに……ッ！」

「心が痛いてえよ、もう休め」

「接せつ吻ぷんどころか手すら握にぎった事がない……ッ！」

「……………………」

「一いつ緒しよに買い物に行った事もない……ッ！」

「……………………」

「騎き士し団一不細工と評判だったモリスで我が慢まんしとくんじゃった……ッ！」

　痛え……。なんて痛々しい婆さんなんだ。

　ぶえっぶえっとえずきながら泣く婆さんが、痛々しくて仕方ない。

　しかも、キモイキモイ言われて女子から相手にされなかった一平には、その気持ちがとてもよくわかってしまう。

「……………………」

　もしかしたら、目の前で泣く老婆は、召喚されなかった場合の己おのれの姿ではないのか？

　あのまま日本で無む駄だに歳を重ねても、自分はババアの様にはならなかったとどうして言える？

　ならば、ファンタジー世界に召喚してくれた恩は、それこそ自身の人生に匹ひつ敵てきする程ほどの物ではないのか？

　己はこれから、とりあえずハーレムを目指す。

　そして魔法なんていうロマンパワー溢あふれるこの世界で、無数に見てきた作品のヒーロー達のようにハーレム主人公となるのだ。

　たとえハーレムに到とう達たつできなかったとしても、ちょろくて可愛かわいい嫁よめを死んでも手に入れてみせる。

　これは決定事じ項こうであり、他ほかの誰だれでもない、己自身が既すでに定めた確定未来。

　もし……もしもだ、そんな幸せな野の々の宮みや一平が、もし少しだけ我慢する事で目の前の老婆を救えるというのなら……。

「リュリュ……」

　一平は、泣き崩くずれているリュリュの肩かたに、できるだけ優しく手を置いた。

　ハッとしたリュリュは、涙に濡ぬれた瞳ひとみをまっすぐ一平に向ける。

「リュリュ」

　一平はもう一度名を呼んだ。

「ぁ……イ、イッペー……」

　決意のこめられた視線と声。

　それらに囚とらわれたリュリュは、昨日胸に感じたのと同じ火を自覚する。

「俺さ……」

　目の前の少年の目にも声にも、己への労いたわりが込められているのがわかった。

　ドクリと鼓こ動どうする心臓が、なぜかとても恥はずかしい。


「俺、今度茶飲み友達になってくれそうな爺じいさん探してきてやるよ」



　一平の満面の笑えみは、慈じ愛あいの微笑ほほえみだ。

「なんじゃそりゃああああああああああああああああ！」

　しかし、リュリュの叫さけびは裏切られた者の悲鳴だった。

「落ち着けよ。俺頑張って世界回って、必ず独身の爺さん見つけてくるからさ」

　すぐにでもチョロインを探しに行きたいが、この婆さんのために少しくらい寄り道してもかまうまい。

　泣いている者がいれば、その涙なみだを拭ぬぐってやる事こそが、勇者の真のお仕事なのだ。

「ジジイとお茶飲んでなにが楽しいんじゃ！　お主アホじゃろ!?」

「リュリュもババアなんだからしょうがねえじゃん」

　勇者とは勇気ある者。

　思った事を包み隠かくさず言うという事は、存外難しいものだ。ためらいや葛かつ藤とうはたやすく怯おびえへと変わるだろう。

　しかし、一平ほどの勇気の持ち主になると、息をするように己の心情をさらけ出せてしまう。

「嫌いやじゃ！　ジジイは嫌じゃ！　若いのがいい！」

「若いのだと、リュリュとは会話すらしてくれないぞ？」

（リュリュが）傷つくのを恐おそれず、どこまでも正直になれる一平は、まさしく勇者だった。

「ひどっ！　な、なら、イ、イ、イッペーが私の──」


「俺を狙うなら本気で殺す」



「……………………」

「これは脅おどしじゃないぞ。ババアに襲おそわれるくらいなら相あい討うち覚かく悟ごで喉のど笛ぶえを喰くいちぎってやる」

「恐い事を言うな！」

「俺のほうが恐いんだよ！」

「き、昨日私だけの勇者だと言ったじゃろ！」

「捏ねつ造ぞうすんな！　リュリュだけのなんて言ってねえ！」

「どういう事じゃ!?　最初から浮うわ気きするつもりじゃったんか!?」

「リュリュにはまったく関係ないけど、もともとハーレム志望です」

「なんじゃそれぇぇぇ！　最低じゃよ！　とんでもないクソじゃよ！」

「アンタに言われたくねえよ！」

　やっぱり収しゆう拾しゆうはつきそうになかった。

























「イッペーの体からは一いつ切さいの魔ま力りよくが感じられん」

「はああああああああああああああああああ!?」

　醜みにくい罵ののしり合いでグダグダになった朝食の後、一いつ平ぺいはさっそく家を出ようとした。

　いつまでもこんな犯罪ババアに付き合っていたくない。第一、このままここにいたらいつ犯おかされるかわかったものじゃない。

　光速で脱だつ出しゆつしようとしたのは、まあ当然といえば当然だろう。

　だが、腹の膨ふくれた一平が出ていくと宣言した時の、リュリュの慟どう哭こく。それはもう酷ひどいもので、ごぶえええと、カバが如ごとき泣き声をあげて縋すがりつき、出ていくなら一思いに殺していけと泣き叫ぶ老ろう婆ばは想像以上に鬱うつ陶とうしく、そしてなにより恐こわかった。

　やけを起こされて魔ま法ほうで監かん禁きん、なんて事にでもなったら目も当てられない。

　なので、妥だ協きよう案として魔法を教えてくれる事を条件に、しばらく滞たい在ざいする事にしたのだ。もちろん、決して自身を恋れん愛あい対象にしない事を誓ちかわせたうえで。

　まあ、なんだかんだで魔法という不思議パワーには大いに興味がある。故ゆえに三食とベッドを差し出させ、なおかつ魔法の教授まで約束させたというわけだ。

　恐ろしいほどの外げ道どう。

　ゆとり教育の被ひ害がい者しやである一平自身はまるで気づいていなかったが、結果として、人ひと恋こいしくて仕方が無い老婆の弱みにつけ込んだという事。これを外道と言わずになんと言えばいいのか。

　だがまあ、リュリュはリュリュで大いに歓かん喜きして了りよう承しようしたのだから問題はないのだろう。

　お気づきだと思うが、男に食い物にされて喜ぶリュリュにはチョロインの資格があった。せめてあと四十若ければ……。

「どういう事おおおおおおおおお!?　チーレムじゃねえのおおおおおおおおお!?」

　チートでハーレム。略してチーレム。

　なんの努力もなしにチート（ずるい）能力を手に入れ、息をするように美少女達を虜とりこにしていく。昨今のアニメ、マンガ、ゲーム業界ではまだまだ主流ではないが、ネット界では最強系とも呼ばれ、古くから親しまれたジャンルである。

　そんな、人生を舐なめきった冒ぼう険けんが待っていたはずなのに、チートの代名詞たる魔力がない。

　そりゃ当然発はつ狂きようもしてしまうだろう。

　魔法講義の初っ端ぱなからいきなり絶望を宣告された少年の絶ぜつ叫きようは、つらい現実を直視できない厨ちゆう二に病の慟哭だった。

「ち、ちーれむ……？　なんじゃそれ？」

「あああぁぁぁ……魔法使えねえのかよおぉぉぉぉぉ……」

　あまりのショックに崩くずれ落ちた。だが、次にリュリュから発せられた言葉に希望を見る。

「それはまだわからん。生きておる以上、魔力自体はあるはずじゃからな」

「マジで!?　ある!?　俺ちゃんと魔力ある!?　そこんとこもっと詳くわしく！」

　先ほどの絶望はどこへやら、一平の目はキラキラと輝かがやいていた。小こ柄がらな魔法使いの肩かたを摑つかみ、食い付き方が半はん端ぱじゃない。

「う、うむ。せ、生物であるのならば必ず魔力はある。き、基本的に魔力のないものなぞ、む、無機物だけじゃ」

「生物なら必ずある……」

　子供の笑顔が間近にあるだけでドキドキしちゃうリュリュを無視し、一平はこの世界の魔法を考察する。

「なるほど、生命力的なものなのね。魔力＝命の力って感じ？」

　そして即そく座ざに理解した。

　無数の魔法アニメ、バトルマンガを網もう羅らするエリートにとって、この程度の設定を推測するなど造作もない。少なくとも、触さわられた肩をさすりながらニヤけている老婆を理解するよりははるかに簡単だった。

「寿じゆ命みように直結するわけではないがな。生物は魔力が枯こ渇かつすれば死に至る。逆に、死んでいないのじゃから魔力はあるはずじゃ」

　おー、と。リュリュの説明を聞き、手をパチパチと合わせて喜んだ。

　しかし──

「じゃが、なぜかイッペーからは魔力を感じん」

　リュリュの言葉は今後のハーレム人生に暗雲をもたらす。

「……それって、感じられないほど魔力が低いって事か？」

　不安そうに聞く一平だったが、実は最弱かもしれないという不安ではなく、むしろ逆にそうであってくれとのわずかな期待からである。

　魔力ゼロは困る。ホントに困る。百と一では差は百倍だが、一とゼロでは無限倍だ。

　最弱ならばそのまま修しゆ業ぎよう編に突とつ入にゆうすればいい。これまでに無数の魔法バトル系サブカルチャーを踏とう破はしてきたのだから、一週間も修業すればきっと超ちよう絶ぜつ魔法使いになれるに決まっている。

　不安と緊きん張ちようの面おも持もちの裏で、一平はとことん人生を舐めきっていた。

「違ちがう。体からまったく流れ出ていないんじゃ。魔法を使えぬ一いつ般ぱん人でもそんな事はありえないんじゃが……」

「つまりどういう事？」

「このままなら絶対に魔法は使えん」

「結局使えねえのかよ！　ぬか喜びさせんなババア！」

　やっぱ無理っぽい。

　チーレムへの最速キップは断たたれた。

「しょうがないじゃろ！　魔力を放出しなければどんな魔法も発動しないんじゃから！」

「諦あきらめんなよ！　なんでそこで諦めるの!?　だからリュリュはババアなんだよ！」

「ババアが関係あるかああああああ！」

　しばらく罵りあっていたが、埒らちがあかないと話を元に戻もどす。

「もしかして、俺って死んでるのかな？」

　生きていればわずかなりとも垂れ流れているはずの魔力。それが全くないという事は、つまり生きていないという事になってしまう。

　一平の結論は至し極ごく当然の帰結だった。

「……………………」

　実は、その結論はリュリュも考えていた。いくつか予想した中の一つである。

　しかし、それでは説明できない事もあるので、わざわざ最悪の予想を言って少年の心を乱す事もないと黙だまっていたのだ。

　だが、一平は自らその可能性に気がついてしまった。かなり本格的な教育を受けていると気づいてはいたが、今はその教養が仇あだとなっている。

　己おのれが亡アン者デツドであるかもしれないと知ってしまった今、いくらなんでも平静ではいられまい。なんとかフォローしなければ。

「あー、いや、まだそうだと決まったわけでは──」

「もしそうならスゲーな！　異世界物でゾンビ物とか、もうバトル物確定じゃん！」

「喜ぶなああああああああああ！」

　が、残念。

　一平はさらなる設定追加に興奮していたのだ。

「お主の頭どうなっとんの!?　なに言ってるかサッパリなんじゃけど!?」

　うれしそうにはしゃぐ一般高校生と、何もかもが理解できない天才魔法使い。

　魔法がどうこうではなく、一平とリュリュはまず最初に自己紹しよう介かいからやり直すべきであった。

「そもそも異世界からしてわからん。イッペーはどこから召しよう喚かんされたんじゃ？」

　住所氏名年ねん齢れい職業。お住まいを尋たずねるのは基本中の基本である。

「あー、たぶん言ってもわかんないだろうけど……、地球ってとこ」

「チキュウ？　たしかに聞いた事のない国じゃの」

　そりゃそうだ。水と緑溢るる奇き跡せきの星といえど、いくらなんでも異世界にまで轟とどろくほど有名ではあるまい。

「国名じゃなくて星の名前だよ」

「星？　夜空に瞬またたいている星の事か？」

「そう。地球っていう星の、日本って国から召喚されたんだ」

「馬ば鹿かを言うな。あんな小さいものに人がいるはずないじゃろ」

「は？　何わけわかんねえ事言ってんだ？」

「…………？」

「…………？」

　口を半開きにしながらポカンと馬ば鹿か面づらを晒さらす二人だったが、互たがいに互いの言っている事が分からない。

　まあ、リュリュの主観では星とは夜空に浮うかぶ小さな光点であるし、一平からしてみたらすごく巨きよ大だいな天体の事だ。両者の認にん識しきが激しく食い違っているのだから、話が嚙かみ合わなくても仕方のない事だろう。

　だが、このままでは話が進まない。

　とりあえずリュリュは、空間魔法の一種なんだろうと納なつ得とくして話を進める事にする。

「ま、まあ、かまわん。とにかくイッペーは空の向こう側から召喚されたんじゃな？」

　違う。魔法なんていう物理法則を無視したものがある世界な以上、全く異なる宇宙である可能性のほうがはるかに高い。

「そんな感じ」

　しかし、説明が面めん倒どうくさい一平はそれで良しとした。

「たぶんリュリュの感覚だと、天界から俺を召喚したと思えばいいよ」

　しかもさらに話を盛る。

「て、天界じゃと!?　神々が住まう場所の事か!?」

　仰ぎよう天てん。リュリュは激しく仰天した。

　ならば、そこに住んでいた一平もまた神の一柱という事になる。己は神を召喚したとでもいうのか。

「そうそれ」

　そうそれ、じゃねえ。そんな事あるわけがない。妄もう想そう過多な少年である一平が、ことさら大おおげさに吹ふいただけだ。

「ま、まさか、イッペーは……いやイッペー様は神であらせられるのか!?」

　ワナワナと身を震ふるわし、リュリュは慄おののいた。

　実際に神を見た事はないが実在する事は知っている。なぜなら、神官達が使う神聖魔ま法ほうとは魔力を必要としないからだ。いや、魔力は使うが、普ふ通つうの魔法とではコストパフォーマンスが桁けた違ちがいなのだ。それこそ奇跡以外で説明がつかないほどに。

　一のコストで一の結果を導くのが魔法。しかし、神聖魔法は一のコストで百の結果を導く。

　一時期神聖魔法を研究した事のあるリュリュにとって、神を否定するのはナンセンスだった。

「いやいや、そんな大層なモンじゃねえよ。ホントにただの人間なんだから普通に喋しやべれって」

「そ、そうなのか？」

「正しよう真しん正しよう銘めいただの人間だぞ？　まあ普通の人間ってよりも、どっちかっていうと堕だ天てん側だけどな……」

　そう言って、一平は視線を下に落とした。

　憂うれいを帯びた瞳ひとみで思わせぶりな事を呟つぶやく。そういう行こう為いをしたくて堪たまらなかった一平は、きっと自分が大好きなのだろう。

「むう、あまり深くは聞かんが……」

「そうしてくれると助かる」

　そんな言い方をされては、ズケズケと聞く事などできるはずがない。

　もう少し詳しく聞きたいリュリュだったが、どうやら普通の人間ではない事がわかっただけでも前進だと思う事にした。

　まあそれはただの勘かん違ちがいで、実際はどこにでもいるただの一高校生なわけだが。

「そういえば昨日言っておった……黒こく聖せい魔ま光こう剣けん？　じゃったか？　天界の剣術か何かじゃろうか？」

「まあな、それで合ってるぜ」

　フフンと胸を張る一平だったが、現実で使った事など一度もない剣術なのは皆みなさんお察しの通りである。

「天界の剣術か……。や、やっぱり凄すごいんじゃろうの？」

　リュリュはドキドキしていた。

　魔法使い特有の知的好こう奇き心しんというのもあったが、やはり乙おと女め的には物語に出てくるような強い剣士に憧あこがれを抱いだいてしまう。

　勇者（イッペー）と姫（リュリュ）、ピッタリなんじゃね？　と夢想する老ろう婆ばの年齢は、繰くり返して言うが六十五歳だ。

「自分ではどれだけスゴイのかわかんねえけど……」

　スゴくないよ？　オレ全然スゴくないよ？　という雰ふん囲い気きを醸かもし出し、少年は親指を立てる。

「むかし十万の邪じや神しん軍団を一人で殲せん滅めつしたくらい、かなっ！」

「スゲエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ！」

　バチコーンとウインクしてキメた一平に、キャラが崩ほう壊かいするほど驚きよう愕がくするリュリュ。

「闇やみと光の相反する力を扱あつかうから制せい御ぎよは難しいけど、極きわめりゃ神々とだって闘たたかえるんだぜ？」

　という設定である。

「す、凄いのう。イッペー、凄いんじゃのう」

「いやいや、俺なんてまだまださ」

　十万もの敵を、しかも邪神を倒たおしてまだまだとは。

　一平が理想とする己は果てしなく高い。

　そしてリュリュは、一言で言えばメロメロだった。

　愛を知らず、恋こいも知らず、後こう悔かいばかりで人の温ぬくもりに飢うえまくっていた老婆になんという仕打ちをするのか。

　惚ほれたら殺すと宣言している相手を惚れさせるなど、まさに鬼おにの所業。

　一平は悪い意味で鈍どん感かん主人公なのだ。

「私の魔法もかなり強いと思っておったんじゃが、さすがに十万には勝てん」

　はふぅ、と溜ため息いきを吐つきつつ、リュリュは胸の高鳴りが止まらない。

　いくらなんでもちょろすぎるのは確かなのだが、これにはリュリュがちょろい以外にも理由があった。

　実はこの世界、宗教というものがかなりの力を持っていた。国政に口を出せるという訳ではないのだが、どこの国家も決して蔑ないがしろにはできない理由があるのだ。

　それが、神聖魔法。

　前述した通り、とても低コストな神聖魔法は神への信しん仰こうが力の源となっている。しかしこの信仰が曲くせ者もので、キチンと正しく神の意思を理解していなければ魔法が発動しない。

　つまり、アホみたいに神を盲もう信しんしていればいいというものではなかったのだ。

　遥はるか過去、宗派拡大のために、己が信じる神の名で戦争を起こそうとした神官がいた。しかも何人もの神官達がそれに同調。

　結果、戦争を起こそうとした神官達全員が神聖魔法を使えなくなってしまった。

　さらに、それに便乗した国の重じゆう鎮ちん達までもが、死ぬまで神の加護（治ち癒ゆ魔法等）を得られなくなるというオマケ付き。おそらく、誰だれもそんなの頼たのんでねえよ、と怒いかった神の天てん罰ばつだったのだろう。

　歴史上そういった事例が複数あり、きっと教訓を忘れた頃ころに阿あ呆ほうが起こしたと思われる。

　神聖魔法が登場して二千年。狂きよう信しんや陰いん謀ぼう、無む駄だな殺せつ生しようなどは一発で破門とされていた。というか、神聖魔法が使えなくなるので、いてもいなくてもどうでもいい存在になってしまい、大たい抵ていはあまりの恥はずかしさに自ら出て行ってしまう。

　つまり、神官達は皆人格者でなければならないわけであり、神罰が実際にある世界では、生なま臭ぐさ坊ぼう主ずなどという存在は自然と淘とう汰たされてしまうのだ。

　多神教の上にかなり緩ゆるい戒かい律りつにも拘かかわらず、一いつ般ぱん庶しよ民みんから好意的な地位を獲かく得とくする要因ともなっている。

　だからこそ、神を関連付けて噓うそをつくなど王でもしない。

　故ゆえにリュリュは、一平の言う事を鵜う吞のみにしてしまったのである。


『神の国から来ますた、昔邪神ブッ殺したお』



　リュリュの常識では、一平の妄想は大だい胆たんすぎた。

「しかも邪神の軍団とは……。いかな天界とはいえ、やはり争いはあるんじゃなぁ」

　もうリュリュはうっとりだ。

　邪神を倒した勇者にうっとり。神々が住む天上を夢想してうっとり。そのできあがった顔はメスの顔といえる。

「そりゃあるよ。戦争の無い世界なんて幻げん想そうだろ？」

　そんなとろけまくった表情の老婆をキメエと思いつつ、一平は持論を述べた。

「神や魔がいる世界だっておんなじさ。二つ以上の価値観があれば、必ず対立は生まれるわけだし」

「たしかに。真理じゃな」

　高校一年生にしては妙みように賢かしこい事を言っているのだが、神とか魔という単語が入っただけでなぜこんなにも頭が悪く聞こえてしまうのか。

　まあ、天才魔法使いであるリュリュが納得しているので問題はないと思いたい。

「きの●たけの●戦争だっていつ終わるかわかんねえもん」

「●ノコ●ケノコ戦争じゃと!?　なんじゃそれ!?」

　しかし問題はあった。いや、一平自身がたいへんな問題を引き起こしている。

「俺達の世界の、終わりのみえない戦争さ。俺も参戦した事があるけど、いったい何年争えば気が済むんだってくらい決着がつかないんだよ」

　ネットのとある場所で、『【戦争も】き●この山とたけの●の里はどっちがうまい？【辞さない】』、に参加した事のある一平は、戦争に対する嫌けん悪おを隠かくしもせず眉まゆをひそめた。

「●ノコってあのキノ●の事言ってんの!?　タ●ノコぉ!?」

　リュリュの口調が明らかにおかしい。

　しかし、それぐらい仰天するのも仕方が無いだろう。さすがに●ノコとタケ●コで戦争しているなど、地球人の中でさえ知っている者は少ないはずだ。

「ここにパ●の実が参戦すると一気に激化しちゃうしさ」

「なに言ってるか全然わからん！　パイって料理のパイ!?　天界ではパイが木に生えたりするの!?」

「さらにポッ●ーとト●ポまで出てきちまったら、もういたる所で殺し合いだぜ」

「……………………」

　遠い目をしながら戦争の無情さに溜息を吐く一平。

　しかしそれはただのお菓か子し戦争であって、実際に人が死んだりなんかしない。戦場はおもにネット上だ。そんな戦争に心を砕くだくより、今は頭が壊こわれかけている天才に心を砕くべきだろう。

「救えないのは戦争が一つじゃねえって事だな。他ほかでもアッチコッチで戦争してるって事だ」

「そ、そうじゃな！　人はなんで争うんじゃろうな！」

　一平の言っている事が理解できなかったリュリュは、ようやく理解できる話題に喜んだ。

「あ、リュリュもそう思う？」

「うむうむ。思うとも！」

「だよな！」

　天才にとって、コミュ力不足で会話に置いていかれるのは我が慢まんできる。しかし、己おのれの理解力の無さで会話についていけないなど許せる事ではない。自分が自分である為ために、リュリュがここで食いつくのは当然だった。

「憑ひよう依い系キメエ、逆行系キメエ、転生系キメエ、召しよう喚かん系キメエ、最強系キメエ。いつになったら戦争は終わるんだよ！」

「……………………」

　しかし、理解出来ない。

「そりゃ俺だってＢＬ系は無理だよ!?　ＴＳ系も微び妙みようさ！」

「……………………」

　どうしても、理解できない。

「でもいーじゃん！　価値観は人それぞれなんだから！　尊重してあげようよ！」

「……………………」

　ヒートアップする少年の言っている事が、欠片かけらも分からない。

「リュリュもそう思うよな！」

「……………………………………………………………………………………」

　リュリュは地蔵と化した。

　まあそれも仕方ないだろう。一平の言っている事は異世界人には難しすぎる。実際、地球人だったとしてもいったい何割の方が理解できるのか心配になるレベルだ。

　本来ならばもっと前に起きていなければならなかったカルチャーショック。これは当然の事なので、リュリュにはこれにめげずに頑がん張ばってほしい。

「聞いてんの？　おーいリュリュ、ちゃんと息してる？」

　さっきまでテンションの高かった老婆が急に動かなくなり、少し不安になる一平。

　まさか会話の最中に死んだのか、とリュリュの目の前で手を振ふった。

　さすがに『喋しやべってたらいきなり死んでました』なんていうカルチャーショックはごめんだろう。

「……ん？　あ、ああ、イッペーは凄すごいんじゃなあ……。ずっと戦い続けの人生なんて、すごく大変な人生じゃと思う……」

　やたらとヘコんでいるお婆ばあちゃんが生きてた事に安あん堵どするも、その絶大な賛辞に慌あわてて謙けん遜そんだ。

「いやいやいやいや、スゴくねーって！　野の々の宮みや家の男子として当たり前の生き方をしてただけですから！」

　野々宮家の業ごうの深さを暴ばく露ろする一平だったが、そういえば自身の戦せん闘とう能力を説明しただけで、老婆の能力を聞いていない事に気づいた。

　もともと魔ま法ほう講義の最中だったわけだし、魔法というロマンパワーを使える存在が目の前にいるのだ。疑問に思ったのならすぐに聞く。聞かぬは一生の恥はじだろう。

「そういやリュリュは何ができるの？」

　一平は素す直なおに聞いた。

「む？　何、とは？」

　こんな軽い言葉のキャッチボールが老ろう婆ばを元気づけるとは夢にも思うまい。

　この世界の人間ならば簡単に理解できる次の言葉は、得意分野故にリュリュに自信を取り戻もどさせた。

「魔法だよ魔法。天才魔法使いって言ってたじゃん」

「──フフ、魔法か」

　天才という言葉に反応したリュリュは、根が単純なためすぐに復活する。

　しかし、こんな聞き方をしているが、一平は目の前の犯罪ババアが天才だとは欠片も信じていなかった。

　天才と言ってるわりに言動も生き方もアホすぎる。もう少し真っ当に生きたらどうだ。

　完全に自分を棚たなに上げる一平だったが、他人の粗あら探さがしなどゆとり世代にとっては嗜たしなみの一つでしかない。

　質問された天才は自信を取り戻し、よくぞ聞いてくれたとばかりに胸を張る。

「まあイッペーほどではないが、これでも美び貌ぼうの天才と呼ばれた美少女魔法使いと評判で──」

「あ、やっぱもういいや。魔法の種類教えてくれる？」

「最後まで聞けえええええええええ！」

　なんてウザイ婆さんなんだ。

　しかも美貌と美少女が重複してんだろ、馬ば鹿かババア。

　一平の忍にん耐たいは乾かん燥そうした輪ゴムよりも切れやすい。

　はたして、元気が無いほうが害にならないとは、業の深い老婆である。

「次に自分を美しいとか言ったら、その瞬しゆん間かん出ていくから」

「なん……じゃと……？」

　あまりの理り不ふ尽じんさに驚きよう愕がくしたのだろう。リュリュの目は大きく開かれ、口元に運ばれた手が戦慄わなないていた。

「なんで驚おどろいてんだよ！　ババアが美しかったとか明らかに言葉がおかしいだろうが！」

「なんじゃその偏へん見けん!?　年寄りが昔から醜みにくいとでも言うつもりか！」

「過去に縋すがるのはやめろ！　現在にはなんの価値もない！」

「あるわボケエエエエエエエエエエエエエエ！」

　これは酷ひどい。

　リュリュの目には失望が浮うかんでいた。

　美とは時間と共に移ろいゆくものではあるが、その本質が変わる事など決してない。美しい物とはどれだけの時がすぎても美しいままなのだ。

　あまりに酷い言い草に、百年の恋こいも冷めてしまう。


「じゃあ昔はカッコ良かったハゲジジイ見つけてくるから、そいつとキスなり寝ねるなりやってみろ」



「本当にスマンかった。全面的に私に非がある」

　しかし、現実とは綺き麗れい事で太刀たち打ちできるような甘いものではない。

　老婆は少年の意見を全面的に認め、素直に謝罪した。

「魔法使いとは、原則的に一系統しか使えん」

　そして急いで話を戻す。

「一系統？　火とか水とか風とか、そういう系統の事？」

「そうじゃ。たまに複数の系統を操あやつる者も出てくるが、それこそ百年に一人というやつじゃな」

「へえ、特化型なんだ……。でもなんか応用力に欠けてそうだな」

　微妙。これが一平の正直な感想だった。

「その通り。なんでもできると市し井せいの民たみ達は勘かん違ちがいしがちなんじゃが、魔法使いもただの専門職の一つにすぎん」

　魔法が万ばん能のうだったとしても、魔法使いはそうではない。

　火系統の魔法使いは火魔法しか使えないし、水、風、土等も同様だ。

「人にかぎらず、基本的に魔力とはなんらかの属性を帯びておる。魔法使いとは一いつ般ぱん人よりはるかに魔力が多い者の事なのじゃよ」

「なるほど。職人と同じで、優ゆう遇ぐうはされても優ゆう劣れつはないって事なのか。となると、結局ものをいうのは才能と努力なわけね」

「お、おおう……、やはりイッペーは賢かしこいのぅ」

　どの系統にも優劣はなく、優遇される為には個人の技能を磨みがくしかない。競争社会では当たり前の事。

　おそらくは情報量が桁けた違ちがいのせいでリュリュは感かん嘆たんしたのだが、高校受験を経験した一平にはわかりやすい社会だった。

「んで？　リュリュは何系統なの？　そういや火の上位魔法使ったって言ってたから、やっぱ火系統？」

　目上の人間に対する礼れい儀ぎなど欠片もない。少しは先達への言い方というものを考えられないものか。

　しかし、一平はこの時点でリュリュへの敬意が全すべて消し飛んでいた。魔法が個人の資質と性質に左右されるのならば、奇き跡せき的に同じ属性持ちでない限り師し匠しようにはなりえないと理解したからだ。

　この犯罪ババアは百害あって一利無し。人生に迷ってボンビラス星に辿たどり着いた事にさえ気づいちゃいない。

　まずは出口を目指せよ、馬鹿ババア。

　一平は明日あすにでも出ていく決意を固めていた。

「聞いて驚け、空間じゃ」

　リュリュは、ニヤリと口を歪ゆがませた。

　空間魔法。一種のレア系統であり、空間拡張や範はん囲い固定、転移や運うん搬ぱん連れん絡らく等に特化した魔法である。

　直接的な戦闘力とは無む縁えんな系統だったが、利便性という面では他の追つい随ずいを許さぬ系統だ。

「ああ、なんでも入る道具袋ぶくろの魔法か」

「む。間ま違ちがってはおらんがそれは初歩じゃぞ？」

　有名なＲＰＧを思い出した一平はふ～んと相あい槌づちを打ち、リュリュは自身の魔法の凄さを理解されなくて不ふ機き嫌げんになる。

「わかってるよ。転移とか遠話とか、そういう便利な魔法が使えるんだろ？」

「そ、そうじゃ。ま、まあ、もっともっと凄い事もできるんじゃけどな！」

　しかし正直、ありきたりすぎて驚けない。

　それに、天才と自じ称しようし、曲がりなりにも国で第五位にランクインされたのならば、間違いなく何らかの隠かくし球があるのだろう。先ほどの昔語りで火魔法を使ったと言っていた以上確定である。

　テンプレすぎて新しん鮮せん味みがないとはこの事だ。

「あれだろ？　限定された空間内を支配できるんだろ？」

「なっ!?」

　つまり、生きつ粋すいのオタクである少年の頭脳は、既すでに魔法の本質を看破し終えていたのだ。

「限定空間内では理解した全属性が使える。制約は、限定空間を自分の世界にするために馬鹿みたいな魔力を使うってところか？」

「ば、馬鹿な！　なぜそこまで分かる!?」

　リュリュは驚愕した。

　数多あまたの研けん鑽さんの末に辿り着いた魔道の深しん奥おう。それはもはやリュリュ・シェンデルフェールの人生そのものといってもいい。

　それが、わずかな会話で丸まる裸はだかにされてしまった。

　魔法とは熟練度により強弱こそあるが、原則として優劣はないのだ。つまり、自身の能力をより活用した者が勝つ。

　魔法使いにとって、力の底を看破されるなどあってはならない。

「はあ？　なに？　もしかしてリュリュって俺のこと舐なめてたの？」

　少年は自然体だ。

　いきなり椅い子すから立ち上がり、わざわざ両手をポケットにしまい、不自然に右足を一歩前に出して、ワザとらしく斜ななめ三十度に構える。

　そしてなぜか顎あごを少し上げ、無理やり目に力を込めてリュリュを見下ろした。

　たくさんのアニメを参考にし、鏡の前で何度も何度も確かく認にんした自然体。


　それは──



「ぁ……ぁ……」


　──王者の風格。



　リュリュは、一平の体から吹ふき荒あれる風を感じた。

　むろん実際には風など吹いてはいない。しかし、リュリュは確かに感じたのだ。

　英えい雄ゆうのみが身に纏まとう、天を覇はする烈れつ風ぷうを。

　マンガだろうとアニメであろうと、物語において演出とは重大な位置にある。
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　いかに魅せ、いかに引き込み、いかに子供達のハートをキャッチするか。

　その事を一平は、中学卒業前には既に理解していた。日曜の朝に変身するヒーロー達が、その身をもって教えてくれたのだ。

　その後もたゆまぬ努力を続けてきた一平。

　雨の日も風の日も、歯を食いしばってヒーロー達の背中を見続けてきた少年は、いつの間にかカッコイイポーズを練習する男子へと成長していた。

　人生の無む駄だ遣づかいという点において、一平は間違いなく天才だった。

「でもそれなら、やっぱ人生やり直せるんじゃない？」

「……ぇ？」

　そう言ってポケットから手を出す。

　一平はテンパったリュリュの様子に、おっと力を出しすぎたなとばかりに、他者を圧あつ倒とうするプレッシャーを解除したのだ。

　恐きよう怖ふで縛しばる覇王など時代のトレンドから外れまくっている。

　女子に嫌けん悪おされ続けてきた少年は、無想転生が使えてもおかしくないほどに、とっくに哀あいを知る男なのだ。

「自分の肉体を若返らせるとかできないの？」

　おそらく、超ちよう魔ま道どう士し（レベル六十五）たるリュリュは限定的になんでもできる。特化型の能力者が汎はん用よう性を持つなど、昨今のサブカルチャーでは珍めずらしくもない設定だ。

「む、むろん、できる。じゃが……」

　問題は魔力の消費量なのだろう。

「私の魔力量では三日若返るだけで命いのち懸がけじゃ。それに、消費した魔力が回復するまで同じく三日はかかる……」

　想像した通りだった。

　理論的には可能でも、実質的に若返る事はできない。

　三日に一度命を賭かけ、さらに一生他の魔法を行使できないというリスクを背負い、それでようやく若さの維い持じに手が届く。

　肉体年ねん齢れいのコントロールなど夢のまた夢だった。

　リュリュの悲しげな表情を見るかぎり、既に挑いどむだけ挑んだに違ちがいない。だが勇者とは、袋ふくろ小こう路じに出口を作りだす者の事。

「魔力が足りないなら余所よそから持ってくればいいじゃん」

　オカルトファンタジー的にはもはや定番のセリフ。確実にパクリである。

「む？」

「魔力の塊かたまりとか、魔力を増ぞう幅ふくするものとか無いの？」

　疑問形ではあったが、魔法が社会に食い込んでいる以上、無いはずがないと確信していた。

　エネルギー効率を高める研究は、国家の……というより文明の最優先事業だ。

「むろんある。魔ま石せきじゃ」

　案の定あった。

　魔石。

　魔石とはモンスターを倒たおした時に獲かく得とくできる魔ま力りよく塊かいの事。魔力の増幅や、魔力を使う機関の原動力としても使われている。

　使用と共に劣れつ化かしていく素材ではあるが、強力な個体になるほど魔力の増幅率、伝導率が跳はねあがるという特性を持っている。

　まあ、ファンタジー世界のエネルギー資源としてはテンプレ中のテンプレだ。

「キタね、魔石。上級召しよう喚かん獣じゆうの魔石なら、なにができても不思議じゃありませんよ……」

　有名ＲＰＧである最後の幻げん想そうを思い出し、ニヤリと口を吊つり上げる一平。

　実験台は犯罪ババア。五十歳も年下の子供に欲情した以上、ババアは罪を償つぐなわなくてはならない。

　もしも若返る事ができたのなら、自分も若さを保ち続ける事ができるはずだ。

　一平は不死にはあまり興味が無かったが、目的のためには不老は必要不可欠だと考えていた。

　目的とは、当然ハーレム。たくさんのチョロイン達とキャッキャウフフなラブコメ生活を送る事。

　現実にハーレムを築くのならば、十代の強力な精力こそが鍵かぎとなる。

　ハーレム物をいくつも網もう羅らしてきた少年は、その事を痛いほど考察していたのだ。

　女によ体たいを想おもえば漲みなぎりまくる無敵のパゥワー。

　そして、彼女達を誰だれにも渡わたさないという強きよう烈れつなメンタル。

　ハーレム主人公にもっとも必要な能力とは、どれほど吐はき出しても尽つきない無限の情熱である事は間違いないだろう。

　一平の笑えみは、新世界の神もかくやというほどに歪んでいた。

「じゃが、問題がでかすぎる……」

　天才を自称する以上、当然そこらも検討済み。

　故ゆえに、リュリュの落らく胆たんが晴れる事はない。

「たとえば四十年若返るためには、単純計算で私の四千八百倍の魔力が必要になる」

　とんでもない数値だ。

　ババアがギャルになるのは絶望的だなと思いつつ、現げん役えき高校生の一平は素す早ばやく計算。

　４８００÷４０（年）×３（日）＝３６０（一年の日数）

　この世界の一年はほとんど地球と変わらないのだと、テンプレの偉い大だいさを実感していた。

「そんな魔石は竜りゆうを倒しても手に入らんじゃろ……」

「竜ぅぅぅッ!?」

　一平は驚きよう愕がくの声をあげた。

　諦あきらめの声で語られた説明に、とてもスルーできない単語が交じる。

　ババアが若返るとかもうどうでもいい。そんな些さ事じを気にする事になんの意味があるというのか。

　ファンタジーならばドラゴンもまた物語の代名詞だ。

　サブカルチャーの進化と共に、中ボス裏ボス魔ま剣けん化女体化、なんでもござれの便利キャラ。というか、ドラゴンが出てこないファンタジーなどファンタジーといえるのか？

　ファンタジー世界に召喚された以上、竜殺しの称しよう号ごうを手に入れるのは当然の事であり、あまりに当然すぎて疑問に思う余地すらない。

　それこそ、『隣となりの席でなんとなく話すようになった女子をすぐ好きになっちゃう男子中学生』くらい当たり前の事。

「なにそのあからさまな踏ふみ台生物!?　俺と出会うために生まれてきたとしか思えないんですけど!?」

　キャ──────ッ！　と、頰ほおに両手を当てて叫さけぶ一平。

　ポカンとするリュリュを置き去りに、少年のテンションは天てん井じよう知らずに上じよう昇しようする。

「行くぞババア！　ドラゴン狩がりじゃあああああああああああ！」

　日本の有名ゲーム、『魔物狩人』にハマった一平は、大型モンスターを狩る事に無上の喜びを感じる少年だった。

「誰がババアじゃ！　そこらの野の良ら竜程度じゃ駄だ目めじゃと言っとるじゃろ!?」

　しかし、そんなテンションに付き合える人間など地球にしかおるまい。

　いきなり頭がおかしくなった少年を前に、リュリュは悲鳴をあげるしかなかった。

　竜を狩るなど馬ば鹿かげている。

　熟練の戦士や魔法使い達が束になってようやく戦える怪かい物ぶつであるのに、倒したところで若返るだけの魔石は手に入らないのだ。

　命を賭けても意味が無いとは、まさに狂きよう気きの沙さ汰たと言えるだろう。

　第一、リュリュは人生大半の作戦コマンドを『いのちだいじに』で生きてきたのだ。それをいきなり『ガンガンいこうぜ』に変えるなどできるはずもない。

「バッカ！　おまっ、バカ……馬鹿ぁぁぁぁぁ！」

　が、呂ろ律れつが回らなくなるほどにやる気になっていた一平は、諦めを知らぬ不ふ屈くつの魂たましいを持っていた。

「ドラゴン馬鹿にすんなよ！　大だい丈じよう夫ぶだって！」

「馬鹿になんぞしとらんわ！　しとらんから大丈夫じゃないんじゃろ！」

「あいつらならやってくれる！　ああそうさ！　あいつらならきっとやってくれるよ！」

「なに言っとんのこの子!?　本気で分からないんじゃけど!?」

「太刀たちでも片手剣でもなんでも持ってこい！　でもハンマーはカンベンな！　あれ強いけど尻しつ尾ぽ斬きれないし！」

　やっぱり意味が分からない。

　いったい何がこの少年を駆かり立てているのか。竜に対するこの絶大な信しん頼らいはなんなのか。

　尻尾斬ってどうすんの？

　逆に怒いかり狂くるいそうなんですけど？

　リュリュには、何もかもが分からなかった。

「せっかくだから大物狙ねらおうぜ！　リュリュ！」

　笑顔が眩まぶしい。

　もはや竜狩りに行く事は決定くさい。しかし、このままでは間ま違ちがいなく死あるのみだ。

「……い、いや、いやいやいや！　イッペーは強いかもしれんが、準備なしとか私確実に死ぬんじゃけど!?」

「じゃあすぐ準備して！　俺の武器は……そうだな、とりあえず片手剣で頼たのむ！」

「無いわそんなもん！」

「え？　無いの？　じゃあ大剣でもいいよ？」

「剣なんぞ一本も持っとらん！」

「え～～～、ならもうブーメランでいいわ」

「ブーメラン持ってどうすんじゃあああああああ！」

　ブーメランで竜は倒せない。

　リュリュの世界では常識だった。

「じゃあどんな武器ならあるの？　最悪ハンマーでもいいんだけど？」

「杖つえなら予備がいくつかある」

「魔法使えない俺が杖持ってどうすんだよ！」

「魔法使いの私が剣なんぞ持ってるわけないじゃろが！」

「はあ!?　魔ま法ほう剣けん士しの概がい念ねんすらないわけ!?」

「大剣ブン回す六十五歳の女魔法使い。言葉がおかしいと気づけえええええええ！」

　醜みにくい。

　二人の言い争いはとても醜かった。

　老ろう婆ばにムチャ振ぶりしてキレる一平に、子供と同レベルで言い争うリュリュ。

　互たがいに引く事のない二人の意見が嚙かみ合う事はない。

「あれあれあれ～？　魔剣の一本も持ってないとか、アナタ本当に天才魔法使いなんですか～？」

「なっ!?」

「自じ称しよう天才魔法使いなら、魔法のかかった武器の一つや二つ研究してると思ったんだけどな～」

　そして炸さく裂れつする子供の嫌いや味み。紙一ひと重えで一平のほうが最低と言わざるをえなかった。

「～～～～～～ッ！」

「まあ結局は自称だしね。自称じゃ仕方ないね」

　リュリュの中の何かがブチリと切れる。

　それが頭の血管でなかった事は、お婆ばあちゃんにとっては幸運だったといえるだろう。脳のう溢いつ血けつ的に。

「ちょっと待っとれ！」

　そう言って部屋を出ていく。しかしすぐに戻もどってきた。

　その手には、他者の命を簡単に奪うばう事のできる武器が。

「待たせたな。ほれ、お望みの魔剣じゃ」

　そう言って一平に手て渡わたす。

　包丁を。

「って、包丁じゃん！」

「三年間刃は毀こぼれ一つせんかった一品、その銘めいは『不変』」

　リュリュの目は完全に据すわっていた。戦場で冷れい徹てつに相手を殺す、まさしくキリングマシーンの目だ。

「いやいや騙だまされねえよ!?　これただの包丁だよ！」

　包丁。それは調理という作業に特化した刃は物もの。

　しかしその使い易やすさから、殺傷という誤った使い方をする馬鹿者がいる事もまた事実。

　悲しい事ではあるが、現代日本において日本刀とは比べ物にならないほどの犯罪使用率を誇ほこる凶きよう器きでもあった。

　良い子の皆みんなは決して間違った使い方をしないと約束して欲しい。

「固定化と尖せん鋭えい化の魔法がかかっとる」

「今じゃん！　コレ絶対いま魔法かけてきたやつだよ！」

「今まで斬きれん物はあんまり無かった名剣じゃ。お主に使ってもらえればこの名剣も本ほん望もうじゃろう」

「名剣!?　名剣って言った!?　ただの出で刃ばを名剣だと言い張るって頭イカレてんのか!?」

　ああ、憎にくしみとはここまで人の正気を奪ってしまうものなのか。

　怒りと憎しみに囚とらわれたリュリュには、もう正常な判断ができない。

　そこそこ切れる包丁が名剣ならば、現代日本の板前さん達が使う和わ包ぼう丁ちようは伝説の聖剣になってしまうだろうに。

「私がまだ十代だった時に火竜を討とう伐ばつした場所がある。そこならまた棲すみついているかもしれん」

「え？　本気？　本気で包丁持ってドラゴンと戦うの？」

　一平は戦せん慄りつした。

　料理などできない一平は、包丁を扱あつかった事などほとんどない。

　というか包丁は武器じゃない。倫りん理り的にも武器にカテゴライズしてはいけないものだ。

　子供が真似まねしたらどうするつもりなのか。

「安心せい。その剣にこめられた固定化はかなりのものじゃ。こめた魔法使いは天才じゃな、竜の鱗うろこと同等以上の強度じゃよ」

「アンタがこめたんだろ……」

　またも戦慄する。

　このババア遂ついにボケやがった。

　既すでに包丁と剣の区別がつかなくなっている老婆の姿は、少年の背筋を粟あわ立だたせた。

「尖鋭化による切れ味は、竜の首すらたやすく落とすじゃろう。まさしく天才の作品じゃ」

「……………………」

　一平の戦慄はとどまる事を知らない。

　この何度も天才を強調する憐あわれな老婆は、きっと自身は天才であるという逃とう避ひで心の均きん衡こうを保ってきたのだろう。

　だからこそ、壊こわれた。壊れてしまった。

　一平が無ぶ遠えん慮りよに逆げき鱗りんに触ふれたせいでクルクルパーになってしまったのだ。

　でなければ、包丁を渡わたしてドラゴン狩りに行くなどあるわけがない。包丁で竜が倒たおせるのなら、この世界の主婦は皆ドラゴンキラーだ。

「これでイッペーの準備は万ばん全ぜん。あとは私の準備じゃな」

「……………………」

　壁かべに立て掛かけられた黒い杖。自身の身の丈たけを超こえる長大な杖を手に取るリュリュを、一平は呆ぼう然ぜんと見み詰つめていた。

　その背中は、もう絶対に引かんという怒りに満ちている。

「これで十分じゃ。いくぞ、イッペひぃぃぃぃぃぃぃ！」

　しかし、振ふり向いた老婆はいきなり悲鳴をあげた。

　心臓が止まりかけたリュリュの視線の先には、抜ぬき身の包丁を持って佇たたずむ一平の姿が。

「恐こわい！　なんか凄すごく恐いんじゃけど!?」

「…………？」

　無言で刃物を持つ男と二人っきり。そりゃ当然恐い。

　原始的な恐きよう怖ふに支配されたとしても、そこにはなんの疑問もないだろう。

　リュリュは瞬しゆん時じに我に返った。

「お、置け、イッペー。と、とりあえず、その刃物から手を離はなすんじゃ」

　武装解除を要求するのは、交ネゴ渉シエー人ターとして最低限の義務である。
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「は……？　あ、ああ、無意識に力が漏もれちまってたか……」

「い、いや、そうではなく、夜中に出会ったら間違いなく漏らすというか……」

「悪かったよ、リュリュ。これからは気をつける」

　一平は素す直なおに謝り、包丁をテーブルに置いた。

　自身の力を制せい御ぎよできないなど未熟にも程ほどがある。本気でそう考えていた少年は、日本人らしく謙けん虚きよに頭を下げたのだ。

「こ、こっちこそスマン。少々血が上りすぎてしまったようじゃ」

　包丁を手放してくれて安あん堵どしたリュリュも、殊しゆ勝しような一平の態度に慌あわてて謝罪した。凄すさまじい恐怖が怒いかりを洗い流してくれたのだろう。

　お互いの認にん識しきはかなりズレてこそいたが、兎とにも角にも仲直り。仲良き事は美しい。

「包丁は止やめとこうぜ」

「そうじゃな。包丁はなんか恐い」

「もう俺、素手でいいよ」

「まだ竜りゆう狩がりに行くつもりなのか！　しかも素手じゃと!?」

　リュリュは驚きよう愕がくするが、一平はどうしてもドラゴンが見たいのだ。

　しかしそれは仕方が無い。地球の男の子ならば、きっと一平の気持ちが痛いほどに分かるはず。

　そう、ロマンというやつだ。

「まあ、剣が無いから黒聖魔光剣は使えないけど、『天てん乱らん八はつ手しゆ』があるしな」

「てんらんはっしゅ？」

　またも出てきたニューワード。

「黒聖魔光剣を使うには、下地に天乱八手っていう武術を身につけなきゃいけないんだよ」

「ほう」

「まあ技術体系を確立したのは父ちゃんだから、歴史自体はたいした事ない新興流派なんだけどさ」

　野々宮太たい平へい（四十四歳）。

　沖縄通信空手の達人にして、天乱八手の生みの親。

　五百円で購こう入にゆうした黒帯を眺ながめつつ、『さいきょーのぶじゅつ』とは何かを夢想し続けた人物である。

　とても穏おだやかな人ひと柄がらであり、ネトゲとギャルゲー、そして萌もえバトルアニメをこよなく愛する人物でもあった。

「む？　イッペーの父君が創始者なのか？」

「まあな。俺は五歳のときから叩たたき込まれてるんだけど、天乱八手だけだとまだまだ父ちゃんには勝てねえ」

　そんな達人たる太平は、中学二年の時に己おのが武の限界にぶち当たってしまう。

　具体的に言うと、カツアゲだ。

　当時通信空手歴三ヶ月だった太平にとって、高校生のヤンキー三人は荷が重すぎたのだ。まあ、当然だろう。たとえ一人でもヤンキーは超ちよう恐い。

　幸い、すぐさま渡した三百円により戦せん闘とうを回かい避ひする事には成功したが、超バイオレンス時代であるＪＡＰＡＮの八〇年代を生きるには、さらなる力を求める必要があった。

　そして生み出されたものこそが、脳内さいきょーぶじゅつ『天乱八手』。

　完成形を想定せず、時代と使い手によって進化し続ける、武神野々宮太平が渾こん身しんの妄もう想そうを織り込んだ極限にして極きよく致ち。まさしく無敵の武である。

　父・太平もまた、子の一平と同じく、かなりアレな男だった。

「なるほど。イッペーは武門の家に生まれたんじゃな」

　おそらくは騎き士しの家系と同じようなものだと納なつ得とくしたリュリュ。

　土台、三十五年以上もの間孤こ独どくだった老ろう婆ばに、対人交渉能力を期待するほうが間ま違ちがっているのだろう。

　残念な事に、一平の妄想はリュリュにとって真実となってしまうのだ。

　しかも遅おくれてきたチョロインは、一平の出自がわかってちょっと嬉うれしくなっていた。

　全くの勘かん違ちがいであるとも知らずに。

「いや一いつ般ぱん家庭だぞ？　普ふ通つうじゃなかったってだけで」

「普通じゃない？　どういう事じゃ？」

「まあいいじゃねえか、そんな事。それより天乱八手だ」

「む、むぅ……」

　怪け訝げんな顔をするリュリュを、一平ははぐらかした。

　良い男に秘密はつきもの。なんでもべらべら喋しやべる男に魅み力りよくなどない。

　ニヒルな笑えみを浮うかべているつもりでニヒヒと笑ったのだが、どこからどう見てもただの不ふ審しん者である。

　しかし、怪訝な顔をしながらもリュリュは何も言わなかった。言える時が来たら教えてくれるだろうと、リュリュは意外とできた女なのだ。

「父ちゃんのもともとの流派は通信空手」

「つ、つーしんからて？」

「常に最強を目指してた父ちゃんは、現状の流派に満足できなかったんだと」

「ほう、父君は武人の鑑かがみじゃな」

「そして編み出したのが、撃げき・閃せん・覇は・響きよう・舞ぶ・掌しよう・観かん・乱らんの八つの技わざで構成された天乱八手」

「な、なんか凄そうじゃな」

「実際スゲエよ。天を乱す八の手段で、天乱八手だ」

「天を乱す!?」

「父ちゃんが編み出してから三十年、いまだ不敗の武術さ」

「三十年不敗じゃと!?」

「ただ一度の敗走もないぜ？」

　という設定である。

　親子二代にわたり一度も使われた事のない脳内武術は、文字通りの不敗だった。

「ス、ス、スゲエエエエエエエエエエエ！　イッペースゲエエエエエエエエエエエ！」

　感動した。

　リュリュは激しく感動した。

　目の前にいるのは間違いなく勇者。

　己が召しよう喚かんした少年は、武神に鍛きたえあげられた金こん剛ごう石せきだったのだ。

「スゲエのは父ちゃんだって。黒聖魔光剣使わないと勝てないし」

　いやいやいやいやいやいやいやいや、と必要以上に激しく手を振る一平。

　別に強くないから、俺なんてまだまだだから、普通だよ普通。

　なぜか凄まじい謙けん遜そんを見せる少年は、頭に多大な欠けつ陥かんがあるとしか思えない。

　多感な年とし頃ごろである一平にとって、自身の強大な力を自覚できない鈍どん感かん主人公とは、何度も何度も自己投とう影えいした理想像だった。

「というわけで心配いらねえよ」

「ま、まあ、たしかに……」

「負けるなんて思わねえけど、万が一の場合でも逃にげるくらいは余よ裕ゆうだって」

　全然余裕じゃない。

　にも拘かかわらず、なぜ余裕だと言えるのか。いくら頭がよくないとはいえ危機感が無さすぎるだろう。

　しかし、一平は信じていたのだ。

　心の底から、誰だれよりも、本気で、信じ抜いていたのだ。

　異世界召喚なんていう、夢のような不思議現象に出合う事ができた。

　それは奇き跡せきであり、必然であり、天てん啓けいであり、きっと運命。

　ならば、この身にチートが内蔵されているのは確定している。絶対に。間違いなく。

　ここはモンスターが徘はい徊かいする、剣と魔ま法ほうのファンタジー世界。そして自身は平和な日本で生きてきた、ただの高校一年生だ。

　もしなんの力も与あたえられていないのならば、この危険な世界ではどれほど気をつけたとしても生きていく事はできないだろう。

　という事は、どう行動しても結果は同じ。

　死ぬまで怯おびえて生きるのか、それとも死ぬまで楽しんで生きるのか。

　どうせ死ぬなら後者を選んだほうが断然お得だ。

　死の確率が日本とは比べ物にならないと想像できたけれど、それでもたくさんのファンタジーに憧あこがれた。

　なら信じる。自分は主人公なのだと、野々宮一平はこの世界で生きていく力があるのだと、自分自身が誰よりも信じてあげるのだ。

「だから行こうぜ、リュリュ。俺のこの世界での最初の冒ぼう険けんは、ドラゴンをこの目で見る事だ」

　不安など欠片かけらもない少年の顔は、きっと世界の誰よりも輝かがやいていた。

























「とは言えじゃ。さすがに丸腰まるごしというわけにもいかんじゃろう」

　今すぐ行く気満々の一いつ平ぺいを窘たしなめたのはもちろんリュリュ。

「ん？　どういう事？」

「剣けん士しが剣を持っていないのでは格好がつくまい？」

　一平が素す手ででも戦える事は十分に分かった。しかし、布の服しか装備していないというのはやはり不安だ。

　剣士である以上、剣を持った方が強いのは当たり前。ならばたとえ間に合わせ品だったとしても用意するべきだろう。

「でも包丁しか無いんでしょ？　これを装備するのはちょっと……」

　そんな老婆の気き遣づかいに気づかず、一平は胡う乱ろんな目で包丁を手に取る。

「違ちがうわアホウ！　恐こわいからもうそれに触さわるな！」

　先ほどの恐きよう怖ふが甦よみがえり、リュリュは慌あわてて制止した。

　まあ、サスペンス的な恐怖は現実感があり過ぎる。トラウマになっていても不思議ではない。

「じゃあどうすんの？　……あっ、そうか！　天才なんだから物質創造くらい──」

「できるわけないじゃろ!?」

　一平は『贋がん作さくの剣を投影すれば問題は解決する』と気づいてハッとするが、即そく座ざに否定が返ってきた。どうやらそううまくはいかないようだ。

「なんだ、天才なのにできないんだ」

「天才じゃからって何でもできるわけじゃないわい！」

「そうだね」

　しかし落らく胆たんはない。

　この自じ称しよう天才がダメ魔ま法ほう使つかいな事は既すでに知っている。

　一平は、どうするつもりなのか知らないけど興味無い、とばかりに前まえ髪がみを弄いじりだした。

　少々酷ひどい気もするが、剣の代わりに包丁を渡わたしたババアにも責任はあるだろう。

「ええい！　買ってやると言っとるんじゃ！」

「へ？」

　そんな態度にイラッときたリュリュは怒ど鳴なる。

　だが、口から出た言葉は一平をキョトンとさせた。

「町で調達してそのまま行けばいいだけじゃろ？　どうせ転移を使えば一いつ瞬しゆんなんじゃし」

　そりゃそうだ。

　剣と魔法の世界なのだから、当然武器を扱あつかう店などいくらでもあるに決まっている。普通に買えばいい。

　当たり前と言えば当たり前の結論で、別に何もおかしくはない。

　まあ欲を言えば、包丁を強化する前に気づいて欲しかったが。

「え、マジで？　剣買ってくれんの？」

「まあの。竜りゆうを狩かるとなれば命いのち懸がけじゃ。やはり武器はあった方がいいじゃろうよ」

　リュリュは不ふ貞て腐くされながらもそう返す。

　天才を全く敬おうとしない一平に不満たらたらなのだが、別に嫌きらいという訳ではない。というか好きだ。

　ならば竜などという怪かい物ぶつに挑いどむ以上、装備を整える金くらいは融ゆう通ずうする。

　どうやら六十五歳にして貢みつぐという事を覚えたらしい。

「う、うわあ！　サ、サンキューリュリュ！」

　しかし、この行こう為いは少年の歓かん喜きを呼んだ。

　リュリュの手を取りブンブン振ふり回す。

「へ？」

「俺大事に使うから！　ホントありがとう！」

「え……あ……う、うむ」

　手を握にぎられて老ろう婆ばの顔は真っ赤に染まるが、そんな事に気づかず一平は大はしゃぎだ。

　まあ、剣は男の子のロマンなので仕方あるまい。

　しかも包丁か素手という頭の悪い選せん択たく肢ししか無かったのに、ここにきて本物の剣が手に入るのだ。はしゃぐなというのは無理だろう。

「じゃ、じゃが、安物しか買えんからな？　き、期待はせんでくれ」

「全然オッケーだって！　剣くれるってだけでスゲーうれしいよ！」

「そ、そうか。イ、イッペーは根っからの剣士なんじゃなぁ」

　そんな満面の笑えみを至近距きよ離りで食くらい、リュリュはしどろもどろになってしまう。

　なにやら妙みような勘かん違ちがいをしていたが、これだけ喜ばれれば当然うれしいに違いない。

　先ほどまでの不ふ機き嫌げんなど一いつ瞬しゆんで消し飛んでしまった。

「でも本当にいいの？　お金とか大だい丈じよう夫ぶ？」

　だからリュリュもまた、満面の笑みを返す。

「し、心配はいらん。一年分の生活費を持っていけば足りるじゃろ」

「…………え？」

　相手への迷めい惑わくを考えて遠えん慮りよする良い子へ、まかせろと言わんばかりに胸を叩たたくのだ。

　その姿は孫に贈おくり物をするお婆ばあちゃんそのもの。

「なに、少しばかり貯たくわえを切り崩くずすだけじゃ。問題はない」

「……………………」

　しかし重かった。

「イ、イッペーの為ためじゃしな！」

「……………………」

　リュリュの想おもいは重すぎた。

　その重量たるや幸せいっぱいの子供から笑みを奪うばうほど。

「……いや、やっぱ悪いからいいよ」

「は？　な、なぜじゃ!?　遠慮はいらんぞ!?」

「いや、ホントいいから……。いくらなんでも、一人で暮らしてるお年寄りの貯金奪うとか無理だから……」

　酷い話である。

　子供に罪悪感を抱いだかせたリュリュが酷いのか？

　それとも六十五歳の老婆に貢がせようとした一平が酷いのか？

　それすら分からない所が特に酷い。

　一平はリュリュの手を放し、無表情で俯うつむいてしまった。

「い、いやいやいや！　ホントに大丈夫じゃって！」

　慌てたのはリュリュだ。

　あんなに喜んでくれたのに、いきなり態度が一変したのはどういう事だ。

　しかも、初めて男に手を握られるというドキドキタイムが、なぜか一瞬で終わってしまった。

　そりゃ相手を揺ゆさぶるほど大慌てにもなるだろう。

「金ならある！　金ならちゃんとあるんじゃ！」

「やめろよ……。俺が悪人みたいな言い方すんなよ……」

「何を言っとるんじゃ!?　誰だれもそんな事言っとらん！　金ならあると言っただけじゃろ!?」

　長いボッチ生活のせいで心の機き微びという単語を忘れた老婆は、なんかもういろいろと残念としか言いようがない。

「だからやめろって……。お金なんかいらないよ……」

「どういう事じゃ!?　金がなければ町に行っても剣は買えないんじゃぞ!?」

「行かないからいい。俺別に剣なんて欲しくなかったもん……」

「さっきと言ってる事が真逆じゃろがああああああああああ！」

　気遣いと思いやりを美徳とする日本人と、ファンタジーな異世界人。

　やはり感性に差があった。

「と、とりあえず命が賭かかっとるんじゃから、王都へ剣を買いに行くぞ！　今すぐ金を用意してくる！」

「いえ、ホントお構いなく。ドラゴンくらいグーでいけますんで……」

「いいから待っとれ！」

　リュリュは少年の命のために、一平はお婆ちゃんの貯金のために譲ゆずり合う。

　互たがいの親切心が逆効果になってはいたが、相手を思いやるという点では美しいと言えるだろう。

　しかし、実は違う。

　一平は良い子なので普ふ通つうに遠慮しているだけだが、リュリュは打算から行動していた。

　二人で町へ買い物に行くとはどういう事なのか？

　そう、デートである。

　六十五歳にして漸ようやく巡めぐってきたデートをする機会。

「金を持ってきたぞ！　今すぐ出発じゃ！」

「いや、マジでいいって。どっちみちナマクラじゃあドラゴンの鱗うろこに弾はじかれるだろうし」

「安心せい！　私の魔法で名剣にしてやろう！」

　そりゃもうお婆ちゃんは必死だ。ここでおじゃんにされては堪たまらない。

「また『不変』作るわけ？　なんか名剣のありがたみが薄うすれるんだけど……」

　テーブルに置かれた包丁をチラリと見て溜ため息いきを吐つく一平。

　しかし、リュリュは既に黒こく杖じようを構えて術式を展開していた。

　向かい合った二人を覆おおうように、光の輪が出現する。

「うおっ！　なんか輪っか出た！」

「あ、ついでに少し寄り道してもいいじゃろうか？　行きつけの喫茶店きやつふえでお茶を飲みたいんじゃが」

「え？　あ、うん。別にいいぜ？」

　魔法のエフェクトに興奮する少年へ、老婆は捲まくし立てるように言った。

　だが、もちろん口からでまかせだ。

　町が恐いと泣いていたコミュ障が一人で喫茶店になど入れるわけはない。

　いつもの一平なら即座に気が付いただろうが、初めて見る魔法、そしてお年寄りへの罪悪感でうまく頭が働いていなかったのだろう。

「うむ。では、出発じゃ！」

　きっと必死に頑がん張ばった天才が引き寄せた幸運に違いない。

　リュリュの満面の笑みと共に、二人は王都へ転移した。




　　　　※




「着いたぞ、イッペー」

　時間は一瞬。

　術式を展開し、出発と言い終わった瞬しゆん間かん、既に転移は完かん了りようしていた。

「うおぉぉ……、これが転移かぁ……」

　一平はとてつもなく感動だ。

　室内から一瞬で変わったその景色は、ここが本当に魔法のある世界なのだと強く実感させる。

「リュリュ、スゲエ……」

　初めての魔ま法ほう体験。ファンタジー世界に来て初めて体験した魔法は転移魔法だった。

　まあ、実際には召しよう喚かん魔法が最初の体験であり、違ちがう場所に跳とんだという点では同じではある。

　しかし、テレポートなんていう超ちよう常じよう現象を行使できる存在と共に、跳ぼうと思って実際に跳んだのだ。その感動たるや言葉で言い表せるものではない。

「な、なんじゃいきなり。転移魔法の使い手なんぞ町に数人はおるぞ」

　そんな心からの感かん嘆たんを受け取り、リュリュは照れる。

　これから人生初のデートという事もあって、余計に恥はずかしさが込み上げてきてしまった。

「まあそうなんだろうけどさ。転移なんて俺初めてだし」

　そう言って辺りをキョロキョロと見み渡わたす。

　が、何も無い。無造作に生えた雑草以外には、遠くにポツリポツリと民家が見えるのみだ。

　たとえるなら大きすぎる広場か、もしくは小さい原っぱと言ったところだろう。

「む？　イッペーは遠出する時に転移を利用した事がないのか？」

　自身が転移魔法を使える空間魔法使いであり、元冒ぼう険けん者でもあるリュリュ。

　あまりにも身近な魔法すぎて、一平の発言は奇き異いに聞こえた。

「ん～、なんて言えばいいかな？　俺達の世界って、馬や鳥より何倍も速い乗り物がたくさんあるんだよ。しかも一度に何十人も運べたりするし」

「ほう、それは便利じゃな。たしかに熟練の空間魔法使いでも一度に十人は運べん。術者もそう多くはない」

「あ、やっぱり？　五百人くらい乗せて空を飛ぶ乗り物とかあるんだけど、こっちにもそういうのある？」

「五百人じゃと!?　噓うそじゃろ!?」

　しかしもっと奇異な発言にたまげてしまう。

「しかも馬の……え～と、時速五十キロだとして……うん、たぶん馬の二十倍くらいの速度で飛んでくれるんだぜ？」

「二十倍ぃぃ!?　マジでぇぇ!?」

「マジマジ」

　遂ついには口調が壊こわれるほど驚きよう愕がくした。

　だが、これは仕方が無い。剣けんと魔法のファンタジー世界でジャンボジェットを語っては駄だ目めだろう。

　特にドラゴンなんて危険なモンスターもいるのだから、大型の乗り物が発達するとは思えない。

　当然──

「スゲエエエエエエ！　さすが天界じゃぁぁぁぁ！」

　こんな風に勘違いが加速してしまう。

「まあな。だから俺達の世界では基本的に転移で移動したりしないんだよ」

　基本的にも応用的にも、転移魔法で移動した地球人など皆かい無むだろう。

「は～、なるほどじゃなぁ」

　何がなるほどなのか？

　別に飛行機があったところで転移魔法を使わない理由にはなっていない。

　しかし、ファンタジーな魔法使いには、地球の科学力とはスケールがでかすぎなのだ。完全に脳が停止している。

　まあ、一平から見た魔法使いリユリユはファンタジーの塊かたまりで間ま違ちがいないだろうが、リュリュから見た高校生イツペーもきっとファンタジーという事なのだろう。

「もう転移魔法の事はいいからさ、心苦しいけどさっさと剣買いにいこうぜ？」

　転移する直前まで乗り気ではなかったが、初の瞬間移動体験と、なおかつ魔法使いを驚おどろかせる事でテンションは完全に復活した。

　一平は早くドラゴンが見たいのだ。

　正直、ＭＹソードも手に入れたい。

　受けた恩はいつか返せばいいと、老ろう婆ばの好意をありがたく受け取る事にする。

「そうじゃな。喫茶店きやつふえにも行かねばならん。商業区まで少し歩くが、はぐれて迷まい子ごになるなよイッペー」

「どんだけ子供だよ！　ちゃんと付いてくっつーの！」

　リュリュはフードを目ま深ぶかに被かぶり歩き出した。一平はその隣となりを歩く。

　フードで顔が見えなくなった魔法使いを見て、そういえばこの婆ばあさん指名手配中なんだっけ？　と考えながら少年は一言物申す。

「そういや、リュリュ？」

「ん？　なんじゃ？」

「〝きゃっふぇ〟って何なの？」

「なんじゃ知らんのか？　フフ、まあ流行はやり出したのはここ十年ほどじゃしな。知らんでも仕方あるまい」

　やたらと上から目線にイラッとする。

「いいから教えろよ」

　調子に乗り出した老婆に不快感が増大していくが、とりあえず先を促うながした。

「喫茶店きやつふえとは女性達に大人気の、優ゆう雅がにお茶を飲む店じゃよ」

「……ん？」

「ほれ、酒場があるじゃろ？　あれと似たような感じじゃな。しかし酒は出さん。ようは酒を出さない酒場と考えればいい」

「…………へ、へえ？　じ、じゃあ何を出すの？」

　しかし、この時点で一平の不快感は一気に消し飛び、代わりに腹の底から笑いが込み上げてくる。堪こらえるのが大変だ。

「うむ。乙おと女めやマダムがよく集つどうのでな。お菓か子しと数種類のお茶が楽しめるのじゃ」

「ぶふぇあ！」

　堪らず噴ふき出した。

　そりゃカフェだろうが！

　笑い殺す気かよ、知ったかババア！

　と叫さけびたいがグッと耐たえる。

　好意で剣まで買ってくれる恩人なのだ。そんな失礼な事ができるはずもない。

「ど、どうした？　いきなり変な声出しおって」

「ひ、ひぃえ？　にゃ、なんでも、ないっスヨ……？　ちょっとくしゃみが……」

「そ、そうか？　イッペーはおかしなくしゃみをするんじゃな」

　おかしいのはアンタの頭だと思いつつ、さらに探さぐりを入れてみる。

「で、でも少しメニューが少ないですね。その〝きゃっふぇ〟って」

「フフフ。いやいや、ここ一年ほど前に新しいメニューができてな。これが子供には少し早い飲み物なんじゃよ」

　ワタシ大人なのでよく飲むんです、という雰ふん囲い気きを醸かもし出す老婆は絶好調だった。

「ふ、ふーん。なんて飲み物？」

「うむ。コーシーじゃ」

「ぶふぇあ！　ぶふぇああ！　ぶふぇあああああ！」

「ど、どうしたイッペ────ッ！」

　顔を背そむけて、いきなり自身の腹をボコボコと殴なぐりだす一平。

　驚いたリュリュが慌あわてて駆かけ寄る。

「だ、ぶふぇあ！　大だい丈じよう、ぶふぇあ！　夫ぶですっ、ぶふぇあ！　ちょ、ちょっと、ぶふぇあ！　む、むせちゃって、ぶふぇあああああ！」

「本当に大丈夫なのか!?」

　それは俺のセリフだ、と言いたくて仕方が無い。

　しかし一平にできたのは、老婆を傷付けないよう己おのれの腹を殴る事のみ。

　それコーヒーですから！

　もしくはカッフィーかコッフィーでしょ！

　このババア絶対飲んだ事ねーよ！

　つか、行った事すらねーよ！

　大声で叫びたい衝しよう動どうを堪える事。それがきっと人の優やさしさだ。

「ホ、ホント、むせただけ、だからさ。い、行こうぜ？　ぶふぇぁっ」

「む、むう。体調が悪いのならすぐ言うんじゃぞ？　少し心配じゃ」

「だ、だいじょぶだいじょぶ、ぶふぇっ。全然大丈ー夫。ほら、とっとと行くぞ」

「こ、これ、先に行くな！　道知らんじゃろうが！」

　相手を思いやれる心は素す晴ばらしい。

　心優しい二人は笑え顔がおで武器屋へ歩を進めた。




　　　　※




「…………………………………………」

「…………………………………………」

　学生服を着た少年と、黒いローブに身を包む魔法使い。

　日がよく入り込み、そこかしこに花が飾かざられているファンシーな店内で、二人は一言も喋しやべらず席に着いていた。

　共に無言。

　重苦しい空気を背負う一平とリュリュは、じっと目の前のテーブルに視線を落としている。

「…………すまんかった」

　まずは魔法使いが謝った。

「…………いや、気にしてないよ」

　そして少年が許す。

　なんというか、二人のテーブルだけ葬そう式しきの様だ。

　朝と言うには少しばかり遅おそい時間だが、それでもさわやかな朝。なのに陰いん気きを撒まき散らすとは何事だろう。

　道すがらリュリュが自じ慢まんした通り、まだ朝なのにそこそこの客がいる。喫きつ茶さ店てん側からはどう考えても営業妨ぼう害がいである。

「…………いや、まさか剣があんなに高いとは知らなかったんじゃよ」

「…………だから、いいって。最初から別に欲しくなかったし」

　そう、二人は剣を購こう入にゆうする事ができなかったのだ。

　リュリュが用意したのは銀貨四十枚。

　しかし、もっとも安い小スモール剣ソードでも銀貨四十五枚という値段だった。

　この世界の剣とは一本一本丹たん精せい込めて鍛冶かじ師が打つらしく、どうやらかなりお高い商品らしい。

　だが、この世界の案内人たる老魔ま法ほう使つかいはそれを知らなかった。

　六十五年も生きているのに剣の相場をまるで把は握あくしていなかったなど、いくら一平でも予測は不可能。

「…………その、な、イッペー」

「…………ん？」


「い、今からもう一年分の生活費取ってくるから──」



「やめてよ！　俺そんなの望んでないよ！」

　お婆ちゃんのさらなる資金提供に、少年の心は悲鳴をあげた。

　周りのテーブルでわいわいお喋りしていた女性達の視線も集めてしまう。

「じゃ、じゃが、武器屋であんなにはしゃいでおったではないか」

　その通り。地球生まれの勇者は子供の様にはしゃぎまくったのだ。

　初めて見る本物の剣に我を忘れ、アレにしようかコレにしようかと、一いつ所しよ懸けん命めい目を輝かがやかせた。ここまではいい。

　しかし──

「武器屋のオヤジにいっぱいウンチクたれちゃったもん！」

　あまりに興奮した一平は、剣けんを扱あつかう専門家になぜか剣の説明をしてしまった。

「『手に馴な染じむいい剣だ』とか、『オヤジさん、これ少し重心が悪いぜ？』とか、『こいつはいいな、コレをくれ』とか言っちゃったもん！　なのに買う段階でお金足りないとかっ！」

　これは痛い。

「『お前は今日から〝漆しつ黒こく〟だ。よろしくな、相棒』とか、もう死にたい！」

　アイタタタ。これは確かに余よ裕ゆうで死ねるレベルだ。

　テンションが上がりすぎると碌ろくな事が無いといういい教訓だろう。

「お、落ち着け、イッペー。あまり騒さわぐと店の迷めい惑わくじゃ」

「アンタのせいだろぉぉぉ……」

　一平は泣き崩くずれた。

「そ、その、スマン……」

　顔面をテーブルにくっつけ、巨きよ大だいな羞しゆう恥ち心しんから心を守るので精いっぱいだ。

　まあ、お婆ばあちゃんだけじゃなく、興奮しすぎて言動がおかしくなった方も悪いと言えば悪い。

　しかし、世間の波に揉もまれてこなかった魔法使いがこれほど無知だったとは、引きこもりとは業ごうの深い生き物である。

「ほ、ほれ、イッペー。これから竜りゆうを狩かりに行くんじゃろ？」

「う～～～。う～～～」

　うーうー唸うなっているだけだが、周りからの「痴ち情じようのもつれかしら？」という結構大きなヒソヒソ話すら耳に入らないほどなので、ダメージはかなり深刻くさい。

　復活するには他者の慰なぐさめが必要だ。

「剣は今度買いに行けばええ。じゃろ？」

「う～～～、もうあの武器屋行けない……」

「いやいや、なにもあそこだけが武器屋ではない。違ちがう店に行けばいいんじゃよ」

「……………………」

「お茶でも飲んで元気を出すんじゃ。ここのお菓子は美味うまいぞ？」

「……………………」

　そう宥なだめつつ、ウェイトレスを呼ぶ。

　甘いものを与あたえれば子供は喜ぶと考えているあたり、やはり対人関係に難がある。

　しかし老ろう婆ばは一所懸命だ。

　その優しさはきっと届くに違いない。

「おお、そうじゃ。イッペーもコーシーを飲んでみるか？　大人の味じゃぞ」

「ぶふぇあ！」

「ど、どうしたんじゃ？　大丈夫か？」

「……………………」

　と、ここでウェイトレスが注文を取りにきた。

「ご注文はお決まりですか？」

「あ、う、うむ。私はコーシーをもらおう」

「は？」

　リュリュ・シェンデルフェール渾こん身しんのギャグ。

「ぶふぇあ！」

「「ッ!?」」

　テーブルに顔面を付けたまま噴き出す一平に、リュリュとウェイトレスが揃そろってビクリとする。

「も、申し訳ありません。もう一度ご注文をよろしいですか？」

「え？　あ、あー、コーシーじゃ、コーシー」

「へ？」

「ぶふぇあ！　ぶふぇあ！　ぶふぇあ！」

「「ッ!?」」

　なんでこのババアはこんなに頭がおかしいのだろう。

　ヘコんでる自分が馬ば鹿かみたいではないか。

　腹を押さえて肩かたを震ふるわせる少年は、どうやら心が回復したらしい。

「さっきからなんじゃイッペー！　大丈夫なのか!?」

「……だ、大丈夫デス」

　ゆっくりと上げる顔に、涙なみだはもう無かった。

　これからドラゴン狩りに行くのだから、とっとと注文を済ませてしまおう。

　いつか注文するぞと考えていたメニューを頭に思い浮うかべて、一平は微び妙みような笑顔のウェイトレスへと笑みを向ける。

「え、えーと、ではこちらのお客様からどうぞ」

「俺は、シングルベンティキャラメルアーモンドヘーゼルナッツモカホワイトモカツーパーセントチョコチップエクストラホイップキャラメルソースチョコソースジェリーストロベリーディライトフラペチーノください」

　長い。

「「……は？」」

「あ、やっぱり、シングルベンティシンプルヘーゼルナッツキャラメルアーモンドホワイトモカモカチャイツーパーセントエクストラパウダーエクストラホイップライトシロップエクストラアイスアドジェリーアドチョコチップアドコーヒーキャラメルソースチョコレートソースチャンキークッキーフラペチーノでお願いします」

「「なにその呪じゆ文もん!?」」

　言い直したら余計長くなった上に、残念ながらここはスター●ックスではない。

「冗じよう談だんです。ホット二つください。砂糖とミルクもお願いします」

　ニッと笑った一平は、対面に座る頭のおかしい魔法使いの分も注文してあげた。

「か、かしこまりました。ホット二つですね」

　元気にしてもらった恩ならこれくらいで十分だろう。

「む？　イッペー、私はコーシーじゃぞ？」

「ああ、俺が頼たのんだのホットコーシーなんだよ」

「ホット？」

「そ。あったかいコーシーって意味。知らなかった？」

「……そ、そういえば、そそそうじゃったな。い、いかん、ド忘れしとった」

　一気にキョドり始めるが、不ふ審しんな動きをしていない時の方が少ないので同じ事。

「ドラゴン狩りに行くのはちゃんと覚えてんだろうな？」

「失礼な！　ちゃんと覚えておるわ！」

「コーシー飲んだらすぐ行くぜ」

「剣はいいのか？」

「どうせ聖剣クラスじゃなきゃ一ひと振ふりで折れちまうっつーの」

「マジでえええええええええ!?」

「二年分の生活費が一いつ瞬しゆんでパーになるけど、それでもいいなら買って？」

「嫌いやにきまっとるじゃろがあああああああああああああ！」

「騒ぐなよ。周りに迷惑かけちゃダメ。追い出されちゃうぞ」

「ぬぐうううううううううううッ！」

〝きゃっふぇ〟で英気を養い、いざドラゴン狩りへ。

























「うっはあ……、すげえ景色なんですけど……」

　日本では滅めつ多たにお目にかかれないゴツゴツとした岩場が目の前に広がっており、その風景に圧あつ倒とうされる。

「そうじゃろか？　そこらじゅうに岩があるだけで何もないんじゃけど」

　見み渡わたす限りの荒こう野や。さらに大小様々な岩の群れ。

　あちらこちらにそびえ立つ巨きよ大だいな岩山など、日本人には映像の中の世界だ。

「召しよう喚かん早々こんなの見ちゃうと、やっぱファンタジー最高って思っちゃうな」

　感かん嘆たんの声をあげる一いつ平ぺいと、何が珍めずらしいのか理解できないリュリュ。

　二人はコーヒーブレイクを満まん喫きつした後、ドラゴンを狩るためさっそく転移した。

　一瞬で荒野のど真ん中へ移動し、しかも仲なか睦むつまじ気に互たがいの手が繫つながっている。

　惜おしむらくは、少年と老婆が寄り添そったところで絵え面づらがキマらない事だろうか。

　しかし、転移魔ま法ほうは術者の体に接せつ触しよくしたものしか一いつ緒しよに移動できない、というわけではない。

　直接触ふれていたほうが魔力の節約になるのは確かなのだが、そんな負担は元宮きゆう廷てい魔法師の実力ならば無視しても構わない事である。

　だがまあ、戦せん闘とうの前に無む駄だな魔力を消費するなど、馬鹿げているといえば馬鹿げてもいた。

　故ゆえに、リュリュは断固として譲ゆずらなかったのだ。

　危険な生き物である竜を見に行くというのは、ただ単に一平のわがまま。しかも、竜がいそうな場所の心当たりがあるのも、そこに一瞬で連れて行けるのもリュリュだけ。

　だからリュリュはごねた。

　魔力消費を盾たてに、ごねてごねてごねまくった。

　最初は抱だき合っていなければならないと言いだし、あわや喉のど笛ぶえを嚙かみちぎられそうになるほどにごねた。

　結果、折せつ衷ちゆう案として合法的に少年と手を繫ぐ権利を得たのである。

　敵の弱点を攻せめる事は戦術的には正しいのだろう。しかし、ヤクザが如ごとく弱みにつけ込んだリュリュは、外げ道どうという点において一平の上をいっていた。

「で？　いつまで握にぎってんだよ、早く放せ」

「……………………」

　一平はジト目でリュリュを見たのだが、逆に手に力をこめる老ろう婆ばに怖おぞ気けを震う。

「放せよおおおおおおお！」

「あ、あとちょっと！　あと十数えるまでじゃから！　はい、い～ち。に～～～い。さ～～～～ん……」

「もう誰だれか捕つかまえてよお！　早く捕まえなきゃ駄だ目めだよこの人お！」

　助けを求める一平と粘ねばるリュリュ。

　なんにせよ一平はパノラマの絶景に満足し、リュリュは存分に異性の手を握れて幸せだった。




　　　　※




　日本。静岡県某ぼう所しよ。市街地からだいぶ外れた郊こう外がいにある、二階建ての一いつ軒けん家や。

　朝というには少しばかり遅おそい時刻のそのリビングでは、一人の男が沈ちん痛つうな面おも持もちでうな垂れていた。

「……………………」

　目の前のテーブルに広げられた一冊のノート。

　そこに書かれていた文字をじっと見み詰つめつつ、ソファーに腰こしかけたトレーナー姿の男性は、ポツリと口を開く。

「一平は、本当に異世界に行ってしまったんだろうか……」

　名前を野の々の宮みや太たい平へい。一平の父である。

　そんな、悲ひ愴そう感を隠かくしもしない太平は現在、昨日から行ゆく方え不明となってしまった息むす子この身を案じていた。

　本日は平日。しかし、我が子が行方不明なのに笑え顔がおで働けるほど、太平の愛は軽くはない。よって会社には休みをもらい、じっと警察の捜そう査さを待っているという状じよう況きようだった。
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　まあ実際に一平は地球上のどこにもいないので、愛する息子の手て掛がかりはやはりノートに書かれた別れの言葉だけなのだが。

「一平……」

　激しく意い気き消しよう沈ちんする太平の姿から分かるように、野々宮家の家族関係は非常に良好だった。だからこそ、一平が異世界へと旅立ってまだ二十時間ほどであるのに、迅じん速そくな初動捜査が開始できたともいえる。オタク一家であり、広義的に同じ趣しゆ味みを持つ親子は、それはもう大変仲良しなのだ。

　父・太平は、なぜこんな事になってしまったのかと運命を呪のろわずにはいられない。

　本来ならば、昨夜は二人で一緒に冬アニメについて議論し、原作との相そう違い点と今後の展開を予想し合うつもりだった。なのに、仕事から帰ってきたら愛する息子の姿がない。

　妻の、道草でも食っているのだろう、という言葉も聞かずにかけた携けい帯たい電でん話わは不通で、息子とアニメ談義がしたく、いても立ってもいられなくなった太平は、コンビニに行きがてら通学路周辺をうろついた。

　そして見つけた我が子の遺留品。

　決定的だったのは、開かれたノートの上にあった学生証を手にした事。路上に散乱する息子の荷物は事件性を強く連想させ、太平はパニックになりながらも警察へ通報した。

　警官が駆かけつける間しばし呆ぼう然ぜんとする中、開かれたままのノートに気づく。街灯によりはっきりと読めた、息子の別れの言葉にだ。


『しょうかんキタコレ！　たぶんはーれむ！　じゃあね[image: かおもじ]』



　なんたる奇き跡せきか。学生証を頼たよりに手紙が野々宮家へ届けられたのではなく、父親自身の手で直接発見されるなど、いったいどれほど低い確率なのだろう。

　父の果てなき愛が生んだ奇跡としか言いようがない。

「ううぅ……一平……」

　しかし、その膨ぼう大だいな愛故に、太平の悲しみは深かった。

　だが──

「ほんとに異世界があるなんてぇ、三次元も捨てた物じゃないのねぇ」

　そんな悲劇に見み舞まわれた男に向けられた、やたらと甘ったるい声。

「ちょっとだけぇ、一平がうらやましいわぁ」

　クソ鬱うつ陶とうしい口調の女が、悲愴感あふれる太平とは真逆の言葉を口にした。

　異世界なんてものをあっさり信じるとは、とんだ不思議ちゃんである。

「なにを言っているんだ伊い織おりさん！　私達の一平がいなくなってしまったんだぞ!?」

　怒ど鳴なりつける太平。

　そりゃそうだ。ここはキレていい。

　ただでさえイラッとする喋しやべり方なのに、我が子を心配するどころかうらやましいとは何事か。これは引っ叩ぱたかれても仕方あるまい。

　しかし、普ふ段だん穏おだやかな性格の太平は、女性に手をあげるような男ではなかった。それが自身の妻であるならなおさらだ。

　そう、この男に媚こびを売るような口調の女性は野々宮伊織（三十九歳）。正しよう真しん正しよう銘めい、一平の実母である。

「大だい丈じよう夫ぶよぅ。きっと元気にやってますわぁ」

　なんという楽観主義。口調もおかしければ頭までおかしいとは、救いがないにもほどがある。しかし、彼女のおかしさはそんなものではなかった。

「なぜそんな事が分かる!?　異世界だぞ！　危険な場所に決まっているじゃないか！」

　伊織の頭には犬耳が生えていた。尻しりには同色の尻しつ尾ぽも。

「アナタこそ何を言ってるんですぅ？　小さい頃ころからぁ、一平を鍛きたえてきたのはアナタじゃないですかぁ」

「鍛えた？　もしかして『天てん乱らん八はつ手しゆ』の事を言っているのか!?」

　さらに紺こんのスクール水着の上に白いセーラー服を纏まとい、その手には九九式二号一三ミリ機き銃じゆうというごついモデルガンまで装備されているのだ。

「そうそう。そのテンランハッシュですよぅ」

「あれはただの設定だよ！　私の妄もう想そうだ！」

　ストライカーユニットさえあれば今すぐにでも飛べそうだが、残念ながら機械化航空歩兵ではない伊織には魔力自体が無いので、大空を駆ける事はできない。

「そんな事ありませんわぁ。あんなにいっぱい練習したんですものぉ、きっと一平の力になってますよぅ」

「そんな馬ば鹿かな事あるわけないだろう！　一平は優やさしい普ふ通つうの子なんだぞ！」

　馬鹿なのはお前の嫁よめの格好だ。

　しかし、この場にいたのは重度のオタクである太平と、重度のコスプレイヤーである伊織だけ。ここにツッコミを入れる者などいなかった。

「戦闘なんてできるわけがない！　というか戦争してる世界だったらどうするんだ！」

「あらあら、声が少し大きいわぁ。興奮しすぎよぉ」

　一流のコスプレイヤーである伊織は、自身が一流である事を自覚しており、また一流でありたいと渇かつ望ぼうしてもいるため常在戦場を心がけている。

　故に、妻、あるいは母が三十九歳という年ねん齢れいにも拘かかわらず、きわどい姿に変身していたとしても、それは普通の日常にすぎない。

「もしスペースオペラの世界だったら個人の腕わん力りよくになんの意味がある！」

「落ち着いてぇ」

　たとえおかしくても日常的におかしいのであれば、それは常識となってしまうのだ。それは息子が行方不明になろうとも変わらない。伊織のコスプレは、野々宮家の常識の中ではただの部屋着なのだ。

　まあ、オタク一家である野々宮家だけの常識なのは言うまでもないが。

「デスゲームに巻き込まれてるんじゃないのか!?　奴ど隷れいスタートかもしれない！」

「……………………」

「環かん境きようが地球と違ちがってたらどうする!?　酸素はあるのか!?　食べ物は!?」

「……………………」

「重力が惑わく星せいベジータ並みだったらペチャンコになってしまう！」

「……………………せえな」

「ああああああああああああ！　一平えええええええええええええ！」


「ウルセエッ！」
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「ヒィッ!?」

　そして妻がキレた。確かにやかましい。

「さっきからウルセエんだよ！　騒さわぐんじゃあねえ！」

　ドスの利きいた声を張り上げる伊織は、先ほどまでの男に媚び媚びな雰ふん囲い気きが消し飛んでいた。

　伊織は長い黒くろ髪かみを右手でかきあげ、太平の至近距きよ離りで下からえぐりこむように鋭するどい眼光を飛ばす。

「ご近所のご迷めい惑わくになるだろうが！　このタコ！」

「そ、そんな急に怒鳴るなんて……ヒドイ……恐こわいヨ……」

　その堂に入ったメンチビームは夫を正気に戻もどす事に成功した。……正直、オバハンの痛々しいコスプレよりも何倍もよく似合っている。

「あ？　いいからちと黙だまれや」

「……………………」

　野々宮伊織。旧きゆう姓せい、渡わた辺なべ伊織。

　主婦として完かん璧ぺきな家事をこなす傍かたわら、年二回のコミックマーケットのために日々全力で生きる生きつ粋すいのオタクであり、精神的露ろ出しゆつ狂きようの彼女は常にコスプレ研究を欠かさない。

　さらにノーマルアニメだけでなく、男同士の恋れん愛あいに並々ならぬ関心を持つ貴き腐ふ人じんでもあった。

　まあ、豹ひよう変へんした口調でも分かる通り元ヤンキーという過去まで持っているのだが、詳くわしく記述すると長くなるので割愛する。

　ただ、『中学時代に魔ま法ほう少女の精神で生きたらボッチになった』とだけ言っておこう。

「ガタガタ喚わめきやがって、自分のガキが信じられねーのか？　一家の大黒柱ならビッとしてろ！」

「で、でもね、伊織さん。私は、一平が心配で……心配で……」

「……………………」

　妻のマジ怒いかりを食くらい、ひっくひっく泣きだす太平。

　少々みっともなかったが、大の男が本気で泣く姿にはさすがの伊織も心を動かさざるをえない。第一、泣いているのは愛する夫なのだ。

「チッ……、今夜は関かん羽うのカッコして慰なぐさめてやっから、泣くんじゃねえよ」

　萌もえバトルアニメを愛する太平は、その中でも半乳ミニスカセーラーキャラが一番のお気に入り。

「ほらこい。抱だきしめてやる」

　妻は手に持っていた九九式二号一三ミリ機銃をソファーに立て掛かけると、泣き崩くずれた夫の頭を胸に抱だく。

　実は、出会った時からベタ惚ぼれなのは伊織のほうで、オタクではあるが意外とイケメンの太平にメロメロだったというオチ。

　しかし、ボロボロ泣く四十男を、スク水セーラーを着たアラフォー女が抱く様は、絵え面づら的に恐ろしく背徳的である。感動的な場面とはとても言えないだろう。

「うえぇぇぇ……一平ぇぇぇ……」

「もおぅ、しょうがない人ねぇ」

　良りよう妻さい賢けん母ぼを地でいくいい女、野々宮伊織。

　ヨシヨシと胸の中の夫をあやす伊織は、元ヤンキーという黒歴史を持つ己おのれを受け入れてくれた太平を心から愛し、彼の前では媚びキャラを貫つらぬく事を誓ちかった女じよ傑けつである。

「心配いりませんよぅ。私とアナタの子供なんですからぁ」

　そして、自じ慢まんの息むす子こを一点の曇くもりもなく信じる、最強の母でもあった。

「そ、そうかなあ……」

「きっと楽しんでますわぁ」




　　　　※




「むう、おらんな」

　リュリュが痴ち漢かんという犯罪に手を染め、一平がその被ひ害がい者しやになってしまった後、二人は周囲の岩場を探たん索さくした。

　しかし、竜りゆうどころか生き物の影かげがまるでない。

「え～？　頑がん張ばって手まで触さわらせたのにいないのかよぉ……」

　やたらと残念な声をだし、一平は落らく胆たんを隠かくしもしなかった。

「頑張らんと手を握にぎる事もできんのか！　失礼すぎるじゃろ！」

　当然憤ふん慨がいするリュリュ。いくら老いたとはいえ、乙おと女めを汚お物ぶつ扱あつかいするなど失礼にも程ほどがある。

　一平は紳しん士しという単語を覚えなおす必要があった。

「あたりまえだろ？　リュリュが男と手を繫つなぐなんて、ホントは大金が必要なんだから」

「そんなわけあるかボケエエエエエエエエエ！」

　酷ひどい。

　あまりに酷い言い草に、リュリュの怒りは怒ど髪はつ天を衝つく。

「だから今まで手を繫ぐ事すらできなかったんじゃねえか」

「ッ!?」

　が、一平の言葉には説得力があった。

「もう二度とないかもしれないから、さっきの痴漢行こう為いには目を瞑つぶってやったんだぞ」

「ッ!?　ッ!?　ッ!?」

　説得力があり過ぎて、その言葉は老ろう婆ばの心を容よう赦しやなく抉えぐる。

「だいたい、痴漢なんていう卑ひ劣れつな犯罪者は死ぬべきだろ。リュリュはそう思わないの？」

「……………………」

　しかも、己の行為は確かに褒ほめられたものではないかもしれないと、無む駄だに罪悪感にかられる始末。

「痴漢は苦しんで死ねばいいよ。むしろ惨むごたらしく死ね」

　恐ろしく酷い言い草だが、良い子である一平は女性を苦しめる犯罪が大っ嫌きらいなのだ。

「……………………」

　リュリュの目にはみるみるうちに涙なみだが溜たまり、先ほどまでの幸福感は絶望へと塗ぬり替かえられていった。

　結局、一平が酷い事に変わりはなかった。

「ほら、許してやったんだから探索魔ま法ほうみたいなの使ってドラゴン探してよ」

「ぶえっ……、ぶえぇぇっ……」

　死者に鞭むち打うつとはこの事か。リュリュは遂ついに泣きだしてしまう。

「ズミマ……ゼン……ホント……ずみ……ばぜん……ぶえぇっ……」

　足に力が入らず、腰こしが砕くだけてガクガクになりながら杖つえにしがみついている様は、いくらなんでも憐あわれすぎだ。

「誰だれが死にかけたカバのモノマネしろっつったよ！　真面目まじめにやれ！　痴漢で訴うつたえるぞ！」

「ぶえぇぇぇぇぇぇ……」

　ふざける老婆へ本気で激げき怒どする一平だが、残念ながらリュリュは大真面目だった。砕けた心を必死に修復しようと、そりゃもう死に物狂ぐるいである。

　いったいどちらが悪いのか。

　痴漢を働いたリュリュか？

　それとも正直すぎる一平なのか？

　とにかく、一平はお年寄りを怒ど鳴なりつけるほどに真しん剣けんだった。

　異世界最初の冒ぼう険けんを絶対に成功させたい一平。その頭の中はドラゴンの事でいっぱいで、さりげなく老婆の心を折った事にすら気づいていない。

「ほら早く！　天才なんでしょ！　腕うでの見せどころじゃん！」

　ドラゴンを見るためなら多少のおべんちゃらは必要経費。一平はこの瞬しゆん間かんだけリュリュを天才と認める。

　そんな熱意に負けたのか、それとも天才という言葉にしがみついただけなのかは分からないが、リュリュはぶえっぶえっと嗚お咽えつを漏もらしつつも、幾いく万まんと発動させてきた術を瞬時に発動させた。

「……も、もうずごじ、行っだ所に、大ぎな魔力体がある、ようじゃ」

「なんでいきなり泣きだしてんだよ……」

　気き丈じようにも、リュリュの精神は崖がけっぷちで止まっていた。

　原因は目の前の少年の存在だ。

　たとえ世界の残ざん酷こくさに気がついたとしても、希望があれば人はそう簡単に壊こわれたりはしない。

　己が喚よびだしたのは、希望の塊かたまりである勇者。共にいればいつかきっと……。

　歯を食いしばるお婆ばあちゃんは必死に未来を想おもい、幸せを手た繰ぐり寄せるために一いつ所しよ懸けん命めい涙を拭ぬぐった。

　こうして依い存そんは酷くなり、リュリュのチョロイン化は加速していくのだ。

「そんなにドラゴンに会いたくないわけ？　なんなら俺一人で行くけど？」

　いかに犯罪者とはいえ、さすがに泣いているお年寄りを無視できるほど一平は腐くさっていない。

「だ、大だい丈じよう夫ぶじゃ……私もいっじょに行ぐ……」

「そ、そう？　歳なんだからあんま無理すんなよ？」

「……………………」

　良い子である一平は、なんだか辛つらそうな老婆を労いたわった。まあもっとも、確実に駄だ目めな方向の労わりではあったが。

　鈍どん感かん主人公に強い憧あこがれを抱く一平は、当然自身の在り方もそうでなければならないと考えている。

　強くて、鈍にぶくて、頑張り屋で、女心が分からない。けれど泣いている者に手を貸さずにはいられない王道の主人公。

　それを意識して振ふる舞まおうとする間ま違ちがった少年は、やはり鈍感の方向自体が間違っていた。

「無理してぎっくり腰ごしにでもなったら大変だぞ？」

「……………………」

　リュリュの示した方向にテクテクと歩き出す二人。

　歩きながら一平は、急に泣きだしたり無口になったりする情じよう緒ちよ不安定なリュリュを気き遣づかう。おそらくドラゴンと戦せん闘とうになるというのに、こんな調子ではそこが老婆の死に場所になりかねないと思ったからだ。

「疲つかれたらすぐに言えよ？　足腰だって衰おとろえてるはずなんだし」

「……………………」

　さすがに出会って二日目で死なれるなど、リュリュ・シェンデルフェールの人生は野々宮一平を召しよう喚かんするためだけにあったとでもいうのか。

　勇者として、なにより主人公として、そんなのは絶対に認めない。

　少年は老婆の死亡フラグを叩たたき折るべく、一所懸命声をかけ続けていたのだ。

「お年寄りは頑張っちゃダメ。心臓麻ま痺ひとか脳のう溢いつ血けつとか──」

「やかましい！　さっきからなんなんじゃよもおおおおおお！」

　遂にキレた。

　執しつ拗ようにババア扱あつかいする一平は、乙女をたやすくキレさせた。

　優やさしさが相手を傷つける典型例といえよう。

「いや、なんか危険っぽいから折っとこうかと……」

「折れとるから！　もうこれ以上ないくらい叩き折られとるから！」

　折れるどころか、リュリュでなければ心が砕け散っていただろう。

「えええ!?　いつのまに死亡フラグ折れたの!?」

「なんの話じゃあああああああああああ！」

　死亡フラグは折れないが、リュリュの心をへし折りながら進んでいく。

　そして、大小様々な岩で視界が悪くなっている先に、ようやく一体のモンスターを発見した。

「あそこなんかいるぞ！」

「む？　どこじゃ？」

　一平はリュリュを岩いわ陰かげへと引き摺ずりこみ、そっと顔を出しながら指差す。

「ほら、あそこ！　白い犬？　みたいなのが岩に頭乗せてる！」

　目的のドラゴンではなかったが、初めてのモンスターエンカウントに興奮する一平。

　まだ少し距きよ離りはあるが、その視線の先には確かに岩に顎あごを乗せた、犬らしきものの姿があった。

「で、でけえ！　さすがモンスター！　象くらいあるんじゃねえのか!?」

　少年の体がブルリと震ふるえた。全体像は見えなかったが、周りとの目測で対象の大きさを想像した一平の体に戦せん慄りつが駆かけ抜ぬけたのだ。象並みの巨きよ体たいを持つ犬など、まさしくモンスターに違ちがいあるまい。

　かつて読んだヒグマと戦う犬達の、常じよう軌きを逸いつした戦闘能力を思い出し、武者震いとともに一平は死し闘とうを覚かく悟ご。

「ぉ……ッ！」

　自然と雄お叫たけびが漏れそうになったが、それを必死に吞のみこむ。

　爆ばく発はつさせるのは今じゃない。拳こぶしを叩き込むその瞬間にこそ、一気に爆発させるべきなのだ。


　──チッ、俺の中で暴れてやがる。こりゃいつまでも抑おさえてられねえぞ──



　一体何が暴れているのか？

　それは誰にも分からない。右手を左手で抑えながらニマニマと気持ち悪い笑えみを浮うかべている一平以外には、きっと誰にも分からない何かなのだろう。

　だが、そんな一平とは対照的に、リュリュは怪け訝げんな表情を浮かべていた。

「妙みようじゃな……」
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「ん？　なんか言った？」

　現げん役えきではないが、リュリュは元冒険者。

　しかも宮きゆう廷てい魔法師として何度か大型モンスターの討とう伐ばつを経験しているリュリュは、既すでに思考を戦闘用に切り替えている。老いたとはいえ元冒険者であるその身の感覚が、妙な違い和わ感かんを捉とらえていたのだ。

「この辺一帯には何もいなかったはずなんじゃが……」

「あいつだろ？　さっき魔法で調べたのがあれじゃないのか？」

「いや違う。目標はもっとずっと先にいたはずじゃ。まだ五分の一も歩いておらん」

　探査し終えてからいくらも経たっていない。まさかこの短い時間で移動したとでも言うのだろうか。

「距離を測り間違えたんじゃね？」

「失礼な！　そんな事あるわけないじゃろ！」

「実際いない所にいるんだろ？　ならミスったって事じゃん」

　リュリュが行使した探査魔法は一定以上の魔力に反応するというだけであり、個体の特定などができるようなものではない。しかし、もともと魔物とは生物として強力な個体であり、人間などよりも多くの魔力を垂れ流している。

　故ゆえに、探たん索さく・警けい戒かいのためには十分な空間魔法だった。

　リュリュは冒険者時代、この魔ま法ほうの範はん囲いと精度を磨みがきに磨きぬいてきたのだ。自身の命に直結する魔法をミスるなどあるわけがなかった。

「三十五年以上国の追手達から逃にげ続けてきたんじゃぞ？　探査魔法だけなら私が天下一じゃ」

「なにその説得力。ゴメン、全面的に俺が間違ってるわ」

　凄すさまじい説得力に、一平は素す直なおに謝罪した。

　かくれんぼ世界大会があればたやすく優勝できるであろう実力者が、こんな何もない所で失敗するほうがおかしい。

　だが、ではなぜあのモンスターは探査魔法に引っ掛かからなかったのか？

「……イッペー、今日はもう家に戻もどらんか？」

「はあ!?」

　リュリュの突とつ然ぜんの撤てつ退たい宣言に、一平は非難の声をあげる。

「イッペーは竜りゆうが見たかったんじゃろ？　あの魔物をなんとかしても、その先に竜がいるとはかぎらん」

　しかし、リュリュの中で警報がビービー鳴っているのだ。

　あれヤベー。超ちようヤベー。鬼おにヤベー。と、嫌いやな予感が止まらない。

「そりゃそうだけどさ……、あの犬そんなに強いの？」

　まあ確かに、ドラゴンを見るための冒ぼう険けんなのに、全く関係ないでかい犬なんぞと戦うのは違うかもと思わなくもない。

　しかし既にやる気になっていた一平は、ここで諦あきらめるのもなにか違うと感じていた。

「わからん。見た目はアーマーウルフに似ておるが、少々でかすぎる。感じる魔力も竜並みじゃ」

「ん？　竜並みの魔力感じるのに、魔法では捕ほ捉そくできなかったって事？」

　おかしな事を言ってくるリュリュ。

　それはつまり、魔法を無効化したという事ではないのか？

　あの巨体で魔法が効かないとなると、最悪のモンスターだと言わざるをえない。

「そうじゃ。もしかしたら特とく殊しゆな能力を持つ変種かもしれん」

「オイィィィ！　それってつまりレアって事じゃん！」

「は？」

　だがしかし、一平は歓かん喜きした。

　初めての冒険でドラゴンを探していたら、なんといきなりレアモンスターに遭そう遇ぐう。もはや主人公街かい道どうを驀ばく進しんしているとしか思えない。

「うっはあああああああああああああああああああ！」

　遂ついにキレた。

　ロマン回路が全力で回った一平は、そのまま雄叫びを上げて飛び出した。モンスターへ向かって一直線だ。

「レアモンゲットだぜえええええええええええええ！」

「なにしとんじゃあああああああああああああああ！」

　驚きよう愕がくのリュリュ。

　覚悟も、作戦も、互たがいの意思確かく認にんも何もかも無し。というか止める暇ひまもなく全力で魔物に向かって行く様は、リュリュには一所懸命自殺しようとしているようにしか見えなかった。

　お婆ばあちゃんが仰ぎよう天てんするのは当然である。

「ちょっ、待たんかああああああああ！」

　見た事も聞いた事もない魔物。ならば慎しん重ちようすぎるぐらいの行動を取らねば間ま違ちがいなく命を落とす事になるだろう。

　しかも魔物とは、強力な個体になればなるほど天てん井じよう知らずに魔力が上がっていく生き物なのだ。

　肌はだで感じた魔力など目安にすぎないというのに、セオリーを全すべて無視して突つっ込むとはどういう事か。

　ベテランだろうが駆け出しだろうが関係ない。というか冒険者とか一いつ般ぱん人とかすらも関係ない。頭の正常な人間ならば、正体不明の魔物に突とつ撃げきするなんて事自体がありえない。

　ゲーム脳という言葉を知らないリュリュは、驚愕の声をあげつつも、己おのれの勇者の後を追った。

「絶対逃がさねええええええええええええ！」

　一平は走る。

　走る走る走る。

「止まれアホオオオォォォォォォォ！」

　背後からの声など全く無視し、一平は力の限り走った。

　手足が軽い。馬ば鹿かみたいに軽い。

　チートの予兆を感じ取った一平は、口の端はしを吊つり上げながら爆ばく走そうする。

　ちなみにここで言うチートとは、召しよう喚かんされただけで手に入る、努力という文字に唾つばを吐はきかけた特殊能力の事だ。

「キてる！　いやキタ！　チートキタコレ！」

　うひょーと叫さけびながらひた走る一平。

　脳内麻ま薬やくがどっぱんどっぱん出まくっている少年は、疲ひ労ろうを感じさせない凄まじい体力を見せた。

　が、しかし、しばらく走った一平は、おかしな事に気がついた。

「…………あれ？」

　なぜか、モンスターに辿たどりつけない。

「は？　え？　え？」

　しかも目標の犬がどんどん大きくなっていくではないか。

「ええええええええええええええ!?」

　少年は混乱した。

　その場で立ち止まり、空間識失調を起こしたようにクラリと体が傾かたむく。

「よ、ようやく、止まっえええええええええええええ!?」

　ぶはあぶはあ、と息を荒あらくして追いついた、意外と健けん脚きやくな老ろう婆ばもまた同じく悲鳴をあげた。

　でかい。

　さっき発見したモンスターが、アホみたいにでかいのだ。

「な、な、な、なんじゃこの魔物は……」

　大小様々な岩が転がる代わり映ばえしない風景。

　大型モンスターである竜より大きな犬などいるわけがないという先入観。

「く、空間が屈くつ折せつしとるのに気づかんかったじゃと……ッ！」

　そして、空間魔法使いたるリュリュが違和感を覚えないほどに、大気の魔力に溶とけ込む高魔力体だった事。

　それらが視覚の錯さつ覚かくを起こしていたのだ。

　いまだ距きよ離りがあるにも拘かかわらず、その巨きよ体たいは目算で成体竜の四、五倍はある。

　リュリュの探査魔法は失敗していたわけでも、無効化されていたわけでもなかった。ただ単に、距きよ離り感かんがおかしくなるほど巨大だったというだけだ。

　ファンタジーとはいえ、あまりといえばあまりの生き物に、一平はポカンと電池が切れてしまっていた。

　リュリュは、長年の経験と知識から該がい当とうする存在を探す。

「まさか……」

　そして一つだけ思い至った。


「古代龍りゆう……」



「古代竜？　俺にはでっかい犬にしか見えないんだけど？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやかれたラスボス臭しゆう漂ただよう厨ちゆう二に単語。

　一平は瞬しゆん時じに反応した。

　暑い日も寒い日も繰くり返し鍛きたえられてきたオタクの魂たましいが、ここで立ち尽つくす事を許さなかったのだ。

「そっちの竜ではない。龍じゃ」

「？　どう違ちがうわけ？」

「龍とは存在の限界を超こえた生物の総そう称しようじゃよ」

「ああ、なるほど。つまりなんらかの条件をクリアすれば、犬だろうが猫ねこだろうが超強力な個体にクラスチェンジするのね」

　オタクエリートにとってこの程度の設定など物の数ではない。

「う、うむ……うん？　そう、なのか？　イッペーの理解は常人とはかけ離はなれすぎとって素直に頷うなずけないんじゃけど……」

　が、一平の嚙かみ砕くだいた認識はリュリュを不安にさせた。

　理解が早く正確な認識のはずなのに、どこか間違っている気がするのだ。第一、奇き行こうが激しすぎてとてもじゃないが安心できない。

　しかし、奇行に関してはどっちもどっちなので、リュリュもまた一平に安心される事はないのだろう。

　ちなみに、二人は巨大な白い犬に目を向けながら長々と話しているのだが、今のところ危険はなさそうである。まだ少し距離があるうえに、白い犬はでかい岩に顎あごを乗せて目を瞑つぶったまま寝ねそべっていた。規則正しく体が揺ゆれている事から、おそらくは寝ているのだろう。

「ちゃんと理解したっつの。存在の限界って事は、一番分かりやすいクリア条件は寿じゆ命みようじゃねえの？」

「なぁっ!?」

「魔力は寿命に直結しないって言ってたけど、もともと人間よりも強い魔力を内包してるモンスターには例外があるんだろ？」

「ななななな!?」

「種が持つ寿命の数十倍、数百倍生きた個体。それはもうそれ一個で完成した種だ。寿命自体が存在しないんだろうさ」

「じゃからなぜ分かるぅぅぅぅぅぅ！」

　わずかな情報から答えを導き出す。

　サブカルチャーに限って言えば、英才教育を施ほどこされた一平に隙すきなどなかった。

「古代龍ってのは、龍の中でもさらに長生きしてる個体の事じゃね？　それこそ伝説の中にしか存在しない個体って感じ？」

「ぅぅぅ……、本当に別の世界から召喚されたのか？　いくらなんでも洞どう察さつしすぎじゃろ……」

　リュリュはガックリと肩かたを落とし、この世界の説明役にすらなれない現実に打ちひしがれた。

　いきなり恋こい人びとは高望みだとしても保護者代わりにはなれると考えていたのに、どうも少年は一人でも生きていけそうだ。優ゆう秀しゆうすぎじゃろ、とリュリュは勘かん違ちがいを加速させていく始末だった。

「まあ、野々宮家の麒き麟りん児じと呼ばれてたしな」

　フフンと口を吊り上げ、調子に乗る一平。

　が、そう呼んでいたのは両親だけである。

「だから、リュリュのつらさも俺には分かる」

「……は？」

　しかも調子に乗った一平は、なんか無む性しようにカッコイイ事が言いたくなった。

「これでも天才の孤こ独どくは知ってるつもりだぜ？」

「ぁ……イッペー……」

　パチリとウインクする少年と、その行こう為いに顔を赤くする老婆。

　もちろん、度を越こしたオタクは孤こ立りつしやすいし、そんな安い言葉でときめくリュリュはちょろいというだけの話だ。

「にしても、なんでアレが古代龍だって分かるんだ？　ただの龍かもしれないじゃん」

「あ、ああ。私も確信があるわけではないんじゃが、現在ギルドで確認されている龍は四体。しかもその四体すべてが竜りゆう種じゃ」

　ドギマギしているのを悟さとられないように、リュリュは慌あわてて説明した。

　ウインク一つでイケてる男の仲間入りを果たしたと勘違いしている一平は、うはっ、やっぱギルドってあるんだ、という内心の歓かん喜きを押し殺してキメ顔を続けている。

「竜種以外で龍に到とう達たつした魔ま物ものなんぞ、古代の文ぶん献けん以外では見た事も聞いた事もない」

「あ、そっか。もともと強力な種だから、竜は自然界でも特に生き残りやすい。つまり龍になりやすい種族って事か」

「そういう事じゃ。さらに、龍に到いたった個体はその種の三～十倍くらいの大きさになるんじゃと。しかしアレは……」

　二人はあらためて巨大な犬を観察した。

「そうだな。どう考えても十倍二十倍どころの大きさじゃねえよ、アレ」

　異様にでかい。下手をすると宇宙怪かい獣じゆうだ。

　というか生物学的におかしいだろう。あんな巨体では自重で動けるはずがないのだから。

「きっと魔法的な何かで体重支えてるんだろうな……」

「……イッペー」

　テンプレだなぁと物思いにふけっていた一平に、リュリュはためらいながらも考えを述べる。

「ウルフ種の龍など聞いた事がない。だから最初、龍という可能性に思い至らなかった」

「しかも古代龍だし？　チュートリアルで裏ボス出てきたようなもんだよな」

　ゲームであるならばクソゲー以外の何物でもないだろう。

「ちゅーと……？　ま、まあとにかくじゃ、初めての冒ぼう険けんとしてはもう十分じゃろ、帰るぞ」

「……はあ!?　いやいや全然十分じゃねえよ!?」

　有う無むをいわさぬ言い方に面めん食くらう一平。

　まさしく、リュリュは一平の意見など聞くつもりはなかったのだ。

「いいや、十分じゃ。歴史上でも古代龍を見た者など数名じゃよ」

「……………………」

「お主は最初の冒険でいきなり伝説に出会った。そこらの冒険者とは違う星の下に生まれているのは確実じゃ」

　だから、ここで冒険は終しゆう了りよう。

　ドラゴンを見る事は叶かなわなかったが、そんなものが霞かすむ存在を見る事ができた。即そく物ぶつ的な報ほう酬しゆうは無くとも、一平の異世界最初の冒険は大成功で幕を下ろしたと言っていいだろう。

「じゃから、今日はもう帰るぞ」

　しかし、そんな当たり前の理り屈くつで目の前の少年が納なつ得とくするだろうか？

　ありえない。

　出会ってまだ一日しか経たっていないが、そんな事はありえないと分かってしまう。

　だからリュリュは、杖つえを構えた。一平に向けて。

「まあ、嫌いやがったところで無む理りやり連れて帰るんじゃがな」

　元冒険者として、人生の先達として、なによりも女として、リュリュは目の前の常識はずれの少年を死地に行かせるつもりはなかった。

　手て荒あらな真似まねはしたくないが、なんとしても連れて帰る。この頭がおかしいとしか思えない少年との楽しい掛かけ合いが、たった一日で終わってしまうなど絶対に認めない。

　リュリュの中で、ここで撤てつ退たいするのは決定事じ項こうだ。

「……………………」

　一方で一平には、リュリュの考えている事が手に取るように分かった。

　たとえクラスの女子の考えは分からずとも、ここは何千回何万回と夢想したファンタジー世界。そこで出会った女魔法使いが何を考えるのかなど、既すでに数百パターンはシミュレート済みだ。

「龍って強いんだよな？」

　故ゆえに、一平はムカついていた。

「数千年生きた存在じゃぞ？　その辺の竜なんぞ木こっ端ぱと同じじゃ」





　──このババア、俺が死ぬと思ってやがる──






「しかも古代龍となりゃ、今度は龍が木っ端と同じってか？」





　──異世界に来てたった一日で死ぬんだと確信しやがった──






「その通りじゃな。文献通りなら、人類総出でも戦せん闘とうにすらならんじゃろう」





　──その人類総出には、『野々宮一平』が数に入ってねえよ──






「伝説のレアモンスターに遭そう遇ぐうして逃にげだす？　地球の全ゲーマーに指さして笑われるんだけど？」

　一平は縦に大きく足を開くと、爪つま先さきのみで大地に立った。

「ここはカリエール大陸のベラン王国、その外れのラノワ高地。チキュウもげーまーとやらも知らん」

　少年が臨戦態勢に入るとみた女魔法使いは、体内の魔力を一気に練り上げ右手の黒杖に集めた。

「ババア。俺なんかじゃ古代龍りゆうに勝てないって決めつけたな？」

　爪先立ちを維い持じできるギリギリまで膝ひざを曲げた一平は、さらに上体を限界まで後ろに反らす。

　大事なのは角度。不自然な体勢でありながらも、それ故に優美さが洗練されていく。

「たとえ勇者が百人いても勝てん。古代龍とはそういう存在じゃ、小こ僧ぞう」

　リュリュは、黒杖により増ぞう幅ふくされた魔力を拘こう束そく術式へと組み込んでいった。

　しかしその顔に広がるのは怪け訝げん。

　一平のとる構えは、とても戦闘前の予備体勢には見えない。

「うっは、なんというテンプレなセリフ。勝利フラグが立ちますた」

　指を広げた左手のひらで顔を覆おおい、右人差し指を前方に突つき出す一平。

　角度。大事なのは何よりも角度だ。

　顎あご、首、肩、肘ひじ、手首、指先、腰こし、膝、足首、爪先。それらを無意味に、大げさに角度をつける。

「勝利など不可能……ってなんじゃそのポーズ!?　真面目まじめにやらんかあああああ！」

　リュリュは遂ついに叫さけんでしまった。

　ジョジョ立ちというものを知らないリュリュには、一平の臨戦態勢は看過できるものではなかったのだ。

　命がかかる緊きん迫ぱくした場面。ここでふざけるなど、命を蔑ないがしろにしているとしか思えない。

「コレが天乱八手の構えだ」
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「噓うそつけえええええええええええ！」



　が、一平は至し極ごく真面目だった。

　リュリュの怒いかりなど心外だといわんばかりに、その美しい姿勢は微み塵じんも揺ゆるがない。

「そんなおかしな構えがあるわけないじゃろ！」

「ふざけんな！　このカッコイイ構えのどこがおかしいんだよ！　ケンカ売ってんのか！」

「そんな体勢でどうやって咄とつ嗟さに動くつもりじゃ！　あまりに不合理じゃろうが！」

　リュリュの言い分はごもっとも。一平の構えには合理性というものが完全に欠けつ如じよしている。

　しかし──

「はっ！　合理だあ？　じゃあ今のリュリュの体勢は、合理を極きわめた最強の構えなんだな？」

「む？」

「最高で最強で理想の構えなのかって聞いてんだよ」

「……………………」

　一平の反論に応と言う事ができない。いや、できるはずがなかった。

　いくらなんでも自身の構えが理想形であり完成形であるなど、それは自信ではなくただの自うぬ惚ぼれでしかないのだから。

「自信を持って即そく答とうできないのか？　ならリュリュ、そこがアンタの限界だ！」

「な……ッ!?」

　爪先立ちで上体を反らすという、もはや空気椅い子す状態でプルプルしてくる足を無視し、一平は父の教えを思い出す。

　幼い己おのれに、厳しくも愛をもって説いた父。




『いいか一平。構えとは、動作前の体勢の事じゃない。効率化を極めたほうが強いのなら、人は獣けものに勝てないという事になる』

『じゃあ構えってなに？　なんのために構えるの？』

『構えとは儀ぎ式しきだ』

『ぎしき？』

『そうだ。己の内に眠ねむる、強大で強きよう靭じんな力を目覚めさせるための儀式』

『きょうだいできょうじんな力……』

『闘たたかいの前は誰だれでも震ふるえる。どんな強者でも戦闘は恐おそろしいものだ』

『ぼくはだいじょうぶ！　こわくないよ！』

『ハハハ、一平は強いな。だがな、一平。戦闘の前には必ず形作れ、無敵の自分を』

『むてき？』

『そうだ。かっこよくて、美しくて、天を乱すほどに最強の己を形作るんだ』

『さいきょうのおのれ……』

『それこそが──』




「天乱八手の構え！　故に最強の構えだ！」

　ズギャーン。という効果音は鳴らなかったが、驚おどろきに固まるリュリュの心には効果的に作用した。

　スゲエ、なんかスゲエ。

　よく分からないけど、なんか超ちようカッコよく見えてきた。

　え？　うそ、ホントに最強の構えなの？

　目を見開くリュリュの心は『スゲエ』一色。

　重心もバラバラ、というか動ける体勢じゃない上に、戦闘を馬ば鹿かにしてるとしか思えない滑こつ稽けいなポーズ。

　でも、超カッコイイ。

「そ、それが最強の構えだとしても、構えだけで勝敗は決まらん……」

　そう反論するも、リュリュの心臓はドッキンドッキン。構えた一平の姿が、もう格好良く見えて仕方が無いのだ。

　恐ろしきは日本のサブカルチャー。

　ファンタジー世界のファンタジーそのものである魔ま法ほう使つかいが逆に汚お染せんされてしまうなど、それはいったいどんな皮肉なのだろう。

　本物をすら蝕むしばんでしまうＪＡＰＡＮのサブカルチャーとは、もしかしたら世界を変えられる奇き跡せきの文化なのかもしれない。

「勘かん違ちがいするなよ、リュリュ。俺は最強の形を見せたかっただけで、リュリュに天乱八手を撃うつつもりはねえよ」

　俺を心配してくれてるんだろ？　と一平。

　頭から負けると決めつけられてムカつきはしたものの、いくらなんでも心配してくれた老ろう婆ばに拳こぶしを撃ちこめるわけがない。

　厳きびしくも優やさしかった父の教えは、少年の根幹に労いたわりというものを根付かせている。




『約束しろ、一平。天乱八手とは天を乱す拳。天災がごとき理り不ふ尽じんを打破するために生まれたのだ。故ゆえに幼よう稚ち園えんのお友達や、おじいちゃんおばあちゃんに撃ってはいかんぞ？』

『わかったよ父ちゃん！』




　ヤンキー三人にカツアゲされるという、まさしくどうにもならない天災を経験した男の言葉。

　当然、幼子の心にはなんの抵てい抗こうも無く染しみこんだのだ。

　そんな偉い大だいすぎる父との約束を胸に、一平は穏おだやかに告げる。

「もし万が一ここで死んでも、俺に悔くいはないぜ？」

　それが本心かどうかは分からない。ただ雰ふん囲い気きに酔よって、カッコイイセリフを言ってみただけかもしれない。

　しかし、その言葉は確実にリュリュの心をへし折りにかかっていた。

「私が悔いる。そんな事は許さん」

「ここで逃げだしてどうすんだよ。イベントをクリアしてくから面おも白しろいんじゃん」

「逃げれば命が助かる。ここで古代龍に挑いどむ事になんの意味があるんじゃ？　無む駄だに命を投げ捨てる行こう為いなど絶対に許さん」

　リュリュは正しい。

　冒ぼう険けん者としても人としても正しい、全くの正論だ。だからこそ、リュリュはその正論で耐たえる事を選せん択たくした。

　ここで説得できねば一平が死ぬ。でも無理やり連れて帰ればきっと嫌きらわれる。どちらも嫌いやだ。

　決定的な決別を避さけるために、リュリュは正論の盾たてにしがみついて耐えきるしかなかったのだ。

「じゃあリュリュは幸せだったのか？」

「……なに？」

　しかし、そんな盾など勇者の前では紙のようなもの。

「命を守るために三十五年以上も一人きりだったから、きっとリュリュはたくさんイベント逃のがしてきたんだぞ」

「ッ!?」

　リュリュを貫つらぬく衝しよう撃げき。

　リュリュの全身を、稲いな妻ずまが如ごとき衝撃が貫いた。

　リュリュは過去を後こう悔かいして生きてきた。しかしその後悔は、国を追われる原因となった城への誤ご爆ばくに対してだけだ。

　目の前の少年はその後の事を言っている。失敗した事にではなく、その後の生き方を非難しているのだ。

「魔ま法ほうで姿を変えられなかったとしても、名前を変えて生きていけばよかったんだ」

「……………………」

「そりゃバレる可能性は高いよ？　命の危険だって、隠かくれて生きるより格段に高いだろうさ」

　でも。

「楽しい事やりたい事、全部捨てたら大損じゃん。命がある事よりもはるかに損してるじゃん」

「……ぁ……ぅ……」

　綺き麗れい事を吐はく少年を睨にらみつけながらも、老ろう婆ばの胸には熱い物が止まらなかった。

　リュリュには分かる。ボロボロと涙なみだが止まらないリュリュには、一平の言っている事が分かってしまう。

　実際に大損こいた老婆には、幸せも思い出も、何もなかったのだから。

「ぞれでもっ！　いやなんじゃっ！」

　それは悲鳴だ。

「イッベーがいなぐなる！　ぞんなのは耐えられん！」

　この自分のせいで人生を台無しにした自じ業ごう自得ババアは、全力でわがままを叫んだ。

「なら一いつ緒しよに死んでくれよ」

　だから、一平は道を指し示す。

「……ぇ？」

　この身は勇者にして主人公。

「あのレアモンに負けて死んだら、リュリュも一緒に死んで？」

　泣いてる者に笑え顔がおで手を差し伸のべるなど、鼻くそほじるよりも簡単な作業だ。

「……うぁ……ぁ……ぁぁぁあああああああああああああああ！」

　リュリュは泣いた。年とし甲が斐いもなく、幼子のように泣き喚わめいた。

　こんな存在がいる。

　目の前に、天才ですら理解できない存在が、本当にいる。

　出会ってたった一日しか経たっていないのに、一緒に死んでくれなどと、頭がおかしいにも程ほどがあるだろう？

「ああああああああああああああああああああああああああああ！」

「うるせえな！　レアモン逃にげたらどうすんだ！」

　なのに、なぜか凄すごくうれしい。

　これが、勇者。

「ハイハイ。俺がカッコイイのはわかったから、いつまでもカバみたいに大口開けてないでとっとと行くぞ」

「なんなんじゃよもおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　いいだろう。人生をやり直すために命を捨ててやる。

　チップはクソみたいな命一つ。もし賭かけに勝てたのなら、その後はやりたい放題して生きてやる。

　リュリュの全身に活力が満ちていった。

　枯こ渇かつした精力など、噴ふき出る魔力の前には意味を成さない。

　まずはあの古代龍りゆうをブチ倒たおして魔石を奪うばう。

　伝説の古代龍の魔石ともなれば、千回若返ってお釣つりがくるに違ちがいない。

　若返ったら、ずっとこの勇者の傍そばにいればいい。死ぬ時は一緒だと、そう言ってくれたのだから。

　リュリュの止まっていた時間が動き出した。

　動かしたのは異世界の少年。

　最強のコンビが初めて挑むモンスターは、世界最強の古代龍。激戦は必至だった。

　ちなみに、命の危機のような精神に多大な負ふ荷かがかかっている状態で優やさしい言葉をかける事を、洗脳という。

　一平の行った事がただの悪質な洗脳だという事に気づかない二人。それはきっと、とても幸せな事に違いなかった。

























「で、でけえ……」

　一いつ平ぺいとリュリュは、ようやく古代龍の下もとに辿たどりついた。

　その距きよ離り、歩ほ幅はばにして約十歩。

　古代龍は大きかった。一平が呆ぼう然ぜんと呟つぶやいてしまうくらいに大きかった。なんかもう笑えるくらいの大きさである。

　そんな怪かい物ぶつに最接近した二人は、巨きよ大だいな岩を枕まくらにしているこれまた巨大な犬を側面から見上げていたのだが、あまりに巨大すぎて頭部が見えない事にポカン。自分達の目測をはるかに超こえる巨体に面めん食くらう。

　しかしそれも仕方なかった。至近距離で相対してみて初めてわかったのだ。もはやウルトラの人を急いで呼びに行かなければならないレベルな事に。

　犬は怪物どころか、普ふ通つうに怪かい獣じゆうだった。

「え？　なにコレ？　うちの近くの●ＡＭＡＤＡ電機よりでかくない……？」

　自宅の近所に数年前にできた日本の家電販はん売ばい最大手の建物を思い出し、まさかな、と呟く一平。

「……いやいやいや、やっぱでかいよ!?　近所のＹＡ●ＡＤＡよりもでかいってコレ！」

　少年の記き憶おくにある、総面積五千平方メートルを誇ほこる三階建ての巨大建造物は、目の前の犬より二回りほど小さかった。

　あまりにも常じよう軌きを逸いつしたモンスターに、一平は悲鳴をあげる事しかできない。

「そのヤマ●とやらが何かはわからんが、相手は数万年を生きる存在じゃ。身じろぎ一つで潰つぶされる事を忘れるな」

　そう忠告を飛ばすリュリュは、恐きよう怖ふで体が小刻みに震ふるえていた。

　全身が冷や汗あせまみれ。命を捨てる覚かく悟ごを決めたのに、眼前の存在相手には人間の覚悟なんぞ無意味に思えて仕方が無い。

　このぐーすか寝ねている獣けものがこちらに気づいた瞬しゆん間かん、間ま違ちがいなく消し飛ばされる。そんなイメージが頭から離はなれないのだ。

「ハッ、上等。ちょうど寝てるし、先制ダメージでピヨらせてやるぜ」

　リュリュの忠告を聞いた一平は、大きな口を叩たたく。

　己おのれを鼓こ舞ぶするために努めて軽い口調で返したのだが、しかし、拳こぶしを握にぎった瞬間その全身がブルリと震えた。

　期待、恐怖、不安や興奮等がない交ぜになり、一平は初めてプレイする格かく闘とうゲームの時のように気持ちが高こう揚ようしていたのだ。

　つまり、遂ついに力を解き放つ時が来たという事。





　──相手は伝説の古代龍、相手にとって不足なし──






　寝ている古代龍にとっては不足がありまくるであろうが、少年のその意気や良しだ。

　一平はゆっくりと構えをとる。

「待て、イッペー」

　が、しかし、それを遮さえぎる声。

「初手は私に譲ゆずってくれんか？」

　リュリュ・シェンデルフェール。自じ称しよう天才魔ま法ほう使つかい。

「え～？」

　気勢を殺そがれた少年は不満の声をあげるが、せっかく獲え物ものが寝ている大チャンスなのだ。魔法使いにとっては最大威い力りよくを叩き込む絶好の機会といえよう。

　リュリュは、よく見ろと一平を促うながす。

「やはり元はアーマーウルフのようじゃ。全身のいたるところが甲こう殻かくに覆おおわれておる」

「んん……？　あ、ホントだ」

　一平が目を凝こらして見ると、なるほど、白いその巨体は同色の鎧よろいに包まれているではないか。

「もはや硬かたいという言葉が馬ば鹿か馬鹿しくなるほどの防ぼう御ぎよ力じゃろうよ」

「……だから？」

「私の切り札なんじゃが、防御力を無視できる魔法がある。うまくいけば一いち撃げきじゃ」

　と天才は言っているが、さすがに一撃で倒せるなどと本気で思ってはいなかった。なにせ相手は伝説の魔物だ。

　しかし、先制である程度の傷を負わせる事ができればその後が楽になる。自明の理。

　自称天才の発言とはいえ、確かに魔法使いの火力を最大限利用するなら今しかないだろう。

　大魔法を使う場合どうしてもタイムラグが生まれてしまう以上、戦術としてはリュリュの提案は正しかった。下級魔法ならば即そく時じ発動も可能だが、そんなものは普通の野の良ら竜りゆうにだって効きはしないのだから。

「ああ、そっか。大おお技わざだからタメがいるのね。リミットゲージＭＡＸで戦せん闘とうを開始したいと」

　一平はあくまで格ゲー感覚。しかし間違っているわけではない。

「う、む？　そ、そう……じゃ？　と、とにかく、古代龍に通用しそうな魔法を撃うつ機会なんぞ初っ端ぱなだけじゃろう」

　一平がなにを言っているのかよくわからなかったが、言いたい事はなんとなくわかったリュリュ。

　たった一日で段々と一平の言葉を理解しだしたあたり、本当に天才なのかもしれない。

「ん～、まあいいぜ。攻こう撃げき魔法も見てみたいし」

　ニュアンス的には間違っていないだろうと生返事をするリュリュに、一平はＧＯサインを出した。

　ここで使う以上、今から繰くり出されるのはリュリュの最強魔法に違ちがいない。もしかしたらまったき虚きよ無むでも喚よび出して、ギガがスレイブしちゃったりするのかも。最悪でもスターがライトでブレイカーくらいはするはずだ。

　自身の知っている魔法少女達の必殺技に想おもいを馳はせつつ、一平はこれから生で見る事になるだろう攻撃魔法にｗｋｔｋワクテカが止まらなかった。

　異世界に来て初の戦闘。開始のゴングはド派手なほうがいい思い出になるのは間違いない。

「よし、いけリュリュ！　人は人のまま古代龍りゆうを超えられると証明してやれ！」

　せっかくだから、ついでにカッコイイセリフを交ぜてみた。

　なんの脈みやく絡らくもなく使われた言葉にウンコほどの価値もなかったが、それでも命を賭とした一撃を放つリュリュには効果があった。

「人は人のまま古代龍を超えられる、か……。いいじゃろう！　この天才が証明するとしよう！」

　ちょろいリュリュは一気にテンションＭＡＸへ。全身から白銀の魔力を迸ほとばしらせ、杖つえを構える。
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「おお!?」

　限界まで練り上げられた魔力が螺ら旋せんを描えがきながら黒杖へと収束していく様を見て、一平は感かん嘆たんの声をあげた。

　エフェクトがそれっぽくて、なんか格好良かったのだ。

　分かりやすい演出に、一平のテンションもグングン上じよう昇しようしていった。

「ぬぅぅぅ……ッ」

　リュリュの額には玉の汗。

　いくつもの術式を起動させながら膨ぼう大だいな魔力を制せい御ぎよする。

　リュリュは確信していた。今、この瞬間、リュリュ・シェンデルフェールは魔法使いの頂点に到とう達たつしていると。

　リュリュが固定させた空間、それは古代龍の首。巨大な白犬の首回りを光の魔ま法ほう陣じんが取り囲む。

「うっは！　スゲエ！　リュリュ、スッゲエエエ！」

　それは首輪だった。いや、ギロチンと言うべきか。

　位相をずらし、空間を離り剝はくさせる魔法は、少年の心をわし摑づかみにしていく。

　動く標的には使えず、加減も利きかず、恐おそろしく使い勝手の悪い魔法だったが、決まれば必殺。

　もはや命などいらぬとばかりに全魔力をそそぎ込み、リュリュは杖を振ふり抜ぬいた。

　同時に力ある言葉を叫さけぶ。

「断エスパス裂クーパー！」

　パキン、と甲かん高だかい音を立て、魔法陣は砕くだけ散った。

「……………………」

「……………………」

　戦場が静せい寂じやくに包まれる。

「……………………」

「……………………」

　世界に響ひびくのは、ぶはあぶはあと息のあがった老ろう婆ばの吐と息いきだけ。

　犬はまだ、寝ていた。




　　　　※




「────はっ!?　一平が強大な敵へ立ち向かってるような気がする！」

　日本時間、午前十一時ジャスト。野の々の宮みや家のリビング。

　それは虫の知らせだったのか、それとも深い親子の絆きずなゆえか。

　先ほどまで訪問していた警官から聞き込み調査の結果を聞き、なんの手て掛がかりも得られず落ち込んでいた父は、凄すさまじい第六感を発揮した。

　少しでも悲しみを癒いやすためにアニメディスクをデッキへ挿そう入にゆうしようとしていた太たい平へいは、その果てなき愛故ゆえに我が子の危機を察知したのだ。

「い、いかん！　まずは地道なレベル上げが基本なのを忘れたか、一平！」

　太平は焦あせる。

　ライトユーザーとはいえネトゲで培つちかった膨大な戦闘経験値が、息むす子この無む謀ぼうともいえる行動に悲鳴をあげさせた。

　異世界へと旅立ってまだ二十四時間も経過していないのだ。レベルもスキルも職業も、新ニユー参ビーを脱だつするにはまるで時間が足りていない。

　父の焦りは妥だ当とうといえた。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　故に、吠ほえる。

　野々宮太平、男の咆ほう哮こう。

　太平は、己が魂たましいを爆ばく発はつさせた。

　先ほどからやたらと芝しば居いがかった口調であるが、太平の理想の父親像とは『厳格な父』だ。それも、海より深い優やさしさをもって子を導く、巌いわおが如ごとき威い厳げんの塊かたまり。

　よって、一平と接する際に口調がおかしくなってもなんら変ではなく、子こ煩ぼん悩のうな太平が頑がん張ばって子育てしているという証左にすぎない。

「けりゃああああああああああああああ！」

　そんな、一人息子をまっすぐ育てるために偉い大だいな壁かべたらんと演じてきた男は、命と妻子とパソコン、そしてマイホームの次に大事なアニメディスクを投げ捨て、窓をぶち破る勢いで庭へと飛び出す。

「届けえっ！　この父の愛いいいっ！」

　そして全身の血管がぶち切れそうなほど大地を強く踏ふみ締しめ、両手を空へと大きく広げた。

　それは、愛いとしい我が子を救うために、地球中の元気を送ろうとする父の姿だった。

「絶望に立ち向かう我が子までっ！　届けええええええええええええええええ！」
















　しかし吹ふっ飛んだ。

　緑りよく髪はつツインテールが美しい電子の歌うた姫ひめコスのオバハンの、助走をつけた大変危険なドロップキックを食くらい、偉大な父はもんどりうって宙を舞まう。

「お隣となりの青あお木きさんがビックリしちまうだろうが！」

　お隣の青木家は、小さな息子一人娘むすめ二人の、幸せ五人家族だ。

　あまりのダメージと妻の怒いかりで腰こしが抜けてしまった太平だったが、彼の愛はきっと一平に届いたに違いない。その愛は、愛の歌姫デイーバをＧＥ☆ＫＩ☆ＤＯ☆させてしまうほどの想おもいなのだから。届かなければ怒おこられ損である。

　ちなみに、警察による一平の捜そう査さはいったん棚たな上あげになる事が決定された。

　あまりに早い捜査中止であったが、これは別に警察が怠たい慢まんだというわけでは決してない。周辺捜査だけでなく、クラスメイトを含ふくめた交友関係への聞き取り調査等もきちんと行われてはいたのだ。

　結果、出てきた証言の一部がこれ。

『野々宮っすか？　たまに見えないテロリストと戦ってますけど』

『あれ？　創造主と二週間戦い続けて相あい討うちになったのいつだっけ？』

『かめはめ波の練習で野々宮の右に出るヤツはいないっスね』

『野々宮の悩なやみですか？　空から女の子が降ってきた時、どうすれば優しくキャッチできるか凄すごく悩んでましたよ』

『ナデポで俺のヒロインを探す。とか言いながらたまに女子の頭なでて殴なぐられてますけど、ナデポってなんなんですかね？』

『いい奴やつなんですけど、ちょっと頭が……』

　とまあ、あまりに斜ななめ上の一平の私生活が、捜査員達のやる気を悉ことごとくへし折ってしまったのだ。

　太平が回収した別れの手紙とあわせて、警察は一平の失しつ踪そうを、『思春期の厨ちゆう二に病患かん者じやによる突とつ発ぱつ的な家出』と断定したのである。

　お小こ遣づかいがなくなったら帰ってきますよ、と笑え顔がおで報告してくれたおまわりさん。そんな優しいおまわりさんがたくさんいる日本の警察は、きっと世界一に違ちがいない。

　まあ、当たり前といえば当たり前の結果ではあるが、いかに日ひ頃ごろの行いが大事なのかという好例でもあるので、皆みなさんも普ふ段だんの言動には十分に気をつけましょう。

「ううぅ……一平ぃぃ……」

「もぉ。一平は大だい丈じよう夫ぶですよぅ。テンランハッシュもあるじゃないですかぁ」

「それ現実で使えないからぁぁぁ……」




　　　　※




「あー、リュリュさん？」

「ん？　なんじゃ？」

　リュリュの息が整い、汗あせを拭ぬぐうのを待ってから、一平は疑問を口にした。

「リュリュさんの魔ま法ほうであの犬、どうなったんスか？」

「死んだ」

「ええ!?　死んだんスか!?」

　天才魔法使いの返答にビビる一平。

　そりゃそうだ。あまりにあっけない。あっけなさすぎて一平にはノーダメージにしか見えなかったのだから。

「見とったじゃろ？」

「いや、見てましたけど……」

　見ていた。バッチリ見ていた。それはもう、一平はドキドキしながらリュリュの最強魔法をその目に焼き付けていた。

　サブカルエリートが本物の攻こう撃げき魔法を見み逃のがすなどあるわけがない。

「ヤツの首の空間を切り離はなしてやったんじゃぞ？　首を刎はねられたら生物は死ぬ、当たり前の事じゃ」

　その時、死んだはずの古代龍りゆうが大きく身じろぎした。

　そしてブシッと鼻を鳴らす。

　ブシッブシッと鳴るたびに大気が揺ゆれるのだが、どうやらクシャミのようである。

　リュリュと一平はいきなりの突とつ風ぷうに驚おどろき岩の陰かげに隠かくれるも、巨きよ大だいな犬は何事もなかったように再び惰だ眠みんを貪むさぼりだした。

「リュリュさん、今動きましたよ？」

「……………………」

「アレ生きてますよね？」

「……あれ～？　ちと制せい御ぎよが甘かったかの？」

　どうやら術の制御が甘かったらしい。

「……………………」

「無意識に手加減したんじゃろうか？」

　しかも手加減までしてしまったようだ。

「……………………」

「……………………」

　無言で見み詰つめあう二人。

「…………ダメ魔法使いが」

「ッ!?」

　ボソリと呟つぶやいた一平は、「あ～あ、ガッカリ」と吐はき捨てながら準備体操をし始めた。

「なにが天才が証明するだよ、気づいてすらもらえてねえじゃねえか……」

「……………………」

　腰を左右に捻ひねりつつ手をブラブラと。運動の前に体をほぐすのはアスリートの基本だ。

「空間切り離すって、そんなの効くわけないじゃん。犬の魔力が空間に干かん渉しようしてる事さえわからなかったくせに」

「……………………」

「切り札っていうくらいだから極大消しよう滅めつ呪じゆ文もんでも使うのかと思ったよ」

　ヤレヤレと肩かたを竦すくめながら屈くつ伸しん。

　怪け我がをしないように柔じゆう軟なん性を高める事の有効性は、科学的にきちんと立証されている。

「虚きよ無むの端たん末まつを喚よびだすとか、せめて空間内の物質崩ほう壊かいくらいできないもんかね。自じ称しようぉッ、天才なんだからさ」

　自称に力を込める一平は、間ま違ちがいなく酷ひどかった。

「…………うるさい」

「もうリュリュは下がってて。お年寄りはムリしちゃダメって言ったでしょ？」

「うるさいわ！」

　やっぱりキレた。

「なんなんじゃよその言い草!?　こっちは命を賭かけたんじゃぞ！」

　心どころか魔法使いとしてのプライドまでへし折ろうとする一平に、リュリュは涙なみだを浮うかべて激げき怒どした。

「命賭けるだけで偉えらいなら、道路を横切る猫ねこはみんな偉い大だいだっつーの」

　なぜ彼らは命いのち懸がけで道を渡わたろうとするのか。車が近付くのを待ってから飛び出す彼らは、きっと生来のギャンブラーに違いない。

「畜ちく生しよう共の行動と古代龍に挑いどんだ私の姿が同じじゃと言いたいのか!?」

「じゃあ今の魔法になんか意味あったの？」

「……………………」

　酷すぎる。

　しかし、一平にも情状酌しやく量りようの余地はあった。

　魔法。それも攻撃魔法だ。

　異世界の天才魔法使いが、思わせぶりな前まえ振ふりで、ド派手な演出とともに、最強魔法を放つ。

　アニメの描びよう写しやならば天地が爆ばく裂れつしててもおかしくない。

　にも拘かかわらず、現実は静かなもの。古代龍どころか周りの岩にさえ傷一つ付いていなかった。

　つまり一平からしてみたら、大事な思い出の一ページ目でいきなり肩すかしをくらった状じよう況きようなのである。たとえ魔法が効かなかったとしても、もっとこう……他ほかにやりようはなかったのか。

　異世界に来て最初の戦せん闘とうのオープニングがあまりにもショボい結果に終わり、一平はひどく落らく胆たんしていたのだ。

「ほら、あとは俺がやるからさ。お婆ばあちゃんは端はしっこのほうに行ってて？」

「……ぶえっ……ぶええっ……」

「もうカバのモノマネはいいから、ね？　ほら、あっちのほうで、ね？」

　優やさしく肩を抱だき、隅すみっこの岩陰を指さす一平。

　ぶえぇぇぇと泣く老ろう婆ばを先導する姿は、まさしく正しい介かい護ごの形といえるだろう。

「リュリュはその辺の小石の数をかぞえててよ。あとで何個あったか教えてね」

　優しい言葉のはずなのに、なぜこんなにも酷いのか。

　まあ、呼吸ごとお引き取りください、と喉のどから出かかっているのを我が慢まんしているので、もしかしたら十分優しいのかもしれないが。

「……ちょっと制御をミスれば死んどった……命賭けたんじゃ……クソ……世界はクソ……クソじゃッ……」

「さて、次は俺の番だな！」

　ブツブツと世界に呪じゆ詛そを撒まくお婆ちゃんを岩陰に隠し、一平は気持ちを切り替かえた。

　ダメ魔法使いが犯罪以外で役に立たない事など、最初からわかりきっていたではないか。

「すうぅぅぅぅぅ……、はあぁぁぁぁぁぁ……」

　一平は深く息を吸い、そして同じように吐く。

　この瞬しゆん間かん、隣となりでいじけている老婆の姿は意識から消えた。

　異世界召しよう喚かん物のファーストバトル。

　しかも相手は裏ボスくさい。

　さらにこちらは丸腰まるごしで、主人公が持つべき聖せい剣けんはまだ手にしていない。


　──だからどうした──



　口の端はしを吊つり上げた一平は、ゆっくりと無敵を形作っていく。

「いくぜ……ッ」

　膝ひざを曲げた左足を一歩、体を巻き込むように右前方に出す一平。

　伸のばした右足を軸じくに、胸を反って腰を突つき出した。

　顎あごを引いた視線は、捩ねじれたくの字の体勢を支える左腰と平行に。

　角度。全すべては角度だ。

「天てん乱らん──」

　指先までピシリと伸ばされた左手のひらを頭頂に向け、その指先を垂直に受け止める右手のひらもまた美しく伸びている。

　角度こそが美なのだといわんばかりに、両りよう肘ひじは外側に大きく張っていた。

　カッコよく、美しく、天を乱すほどに最強の己おのれ。

　それを一平は形作った。

「──八はつ手しゆ！」

「ちょっとまてえええええええええええええええええ！」

　じっと一平に目を向けていたリュリュが、たまらず待ったをかける。

「違うじゃろ!?　それさっきと全然ポーズ違う！」

　そう、一平の構えは、先ほどリュリュに見せたものとは全く違っていたのだ。

「やっぱり噓うそだったんじゃな!?　純情な乙おと女めを騙だまし──」

「リュリュ」

　騙された。また男に騙された。格好良いと思えた自分はアホだった。と騒さわぐ老婆に見向きもしない一平。

「無敵の己は心が決める。故ゆえに構えは天てん衣い無む縫ほう」

　既すでにその身は最強へと。

「……ぇ？」

　無敵、最強、最高、理想。

　どれも言葉としては存在しているが、そんなものこの世にありはしない。

　存在しない無敵を描えがけるのは、やはり目に見えない心のみ。

　──千変万ばん化かの心もて、最強無敵の型となす。されば、それは天衣無縫──

　それは天乱八手の生みの親、野々宮太平が難しそうな言葉を辞書から抜ばつ粋すいし、無意味にカッコよくした無む駄だ口伝。

「だからリュリュはババアなんだ──よ！」

「ッ!?」

　リュリュの視界から一平が消えた。

　なんと信じられない事に、チート発動。

　いったい何が起こったというのか。現実で使えるはずのない武術が発動しているではないか。

　父の無敵の愛が奇き跡せきを起こしたのか、それとも別の要因か。

　一平の父、野々宮太平の編み出せしさいきょーの脳内ぶじゅつ、『天乱八手』が異世界で産うぶ声ごえをあげる。

「なっ！」

　リュリュが慌あわてて視線を古代龍りゆうに向けると、風を切り裂さく一平が犬の左前足に拳こぶしを繰くり出す瞬間だった。

「天てん・撃げき！」

　ズガンと鳴り響ひびく轟ごう音おん。

　リュリュは目を見開いた。

　天乱八手・撃。略して『天てん・撃げき』。

　殴おう打だ技や蹴しゆう撃げき技を含ふくめた打だ撃げきを司つかさどる、天乱八手の基本技である。

「おおおおおおおおおおおおおおお！」

　殴なぐる殴る殴る。そしてたまに蹴ける。

　一平は雄お叫たけびをあげて、嵐あらしが如ごとき攻こう撃げきを繰り出した。

　だが、残念ながら、現実にはサンドバッグ一つ叩たたいた事のない少年に技ぎ巧こうなどというものはなかった。

「とりゃああああああああああああ！」

　蹴る蹴る蹴る。そしてたまに殴る。

　が、駄だ目め。犬は微び動どうだにしない。

「キョエエエエエエエエエエエエエ！」

　とっておきのグルグルパンチ。

　奥の手の連続地じ獄ごく突づき。

　破れかぶれのハイテツ、ローテツ、ミドルテツ。（※テツ＝蹴り）

　しかし、やはり駄目。怪かい鳥ちようのような奇き声せいをあげ攻撃するも、全くダメージを与あたえられない。

「ちぃっ！」

　埒らちが明かないと感じた一平は、いったん戦闘を仕切り直すべく大きく後ろに跳とんだ。

　さすがは伝説の古代龍。その硬かたさは半はん端ぱではなかった。攻撃が効かないどころか、攻撃した手足のほうが痛いとはどういう事か。

「くっそー、生半可な攻撃じゃ通らねえ……」

　痛む手足をさすりながら愚ぐ痴ちを垂れるも、巨きよ大だいな犬は全く気づかずぐーぐー寝ねている。

「まさか、チートじゃないなんて事……」

　あまりに届かない現実に、一いつ瞬しゆん一平の心に不安がよぎった。

　しかしすぐに頭かぶりを振って否定する。

　天てん涯がい孤こ独どくを選んだのは己自身。誰だれよりも自分を信じてくれた、愛する両親はもういない。




『いいか、一平。もし異世界に行ったら絶対に迷うな。己を信じてまっすぐ進め。父さんもそうする』

『そうよぉ、一平。母さんも迷わず逆ショタハーレム作るわぁ』




　ならば、己を信じて信じて信じ抜ぬく。

　愛する両親の教えを胸に、誇ほこり高く生きるのだ。

「イッペー！　もういいじゃろ！」

　迷いを振り切った一平に、リュリュの制止の声が飛んだ。

　リュリュは、ここが限界だと判断したのだ。

　一平の力は見た。

「相手が悪すぎる！　やはり人の力でどうにかなる相手ではなかったんじゃ！」

　いや、速すぎてよく見えなかった。

　しかし古代龍までの距きよ離りを一瞬で潰つぶす速度、そして攻撃時の轟音は、少年の凄すさまじい実力を連想させた。

「第一、イッペーには武器がないではないか！　本来の戦い方は剣なんじゃろ!?」

　おそらくそこらの冒ぼう険けん者では太刀たち打ちできまい。

　だからこそ、こんな勝ち目もなく意味もない戦闘で無残に散らすわけにはいかない。この少年は必ず歴史に名を残すのだから。

「装備を整えねば話にならん！　ここは出直すんじゃ！」

　噓だ。出直すもなにも、もうここには二度と来ないし、行かせない。でまかせだろうがなんだろうが、この勇者と一いつ緒しよに生きて帰る。

　一平の傍そばまで駆かけ寄り、リュリュは必死で捲まくし立てた。

「頼たのむイッペー！」

　賭かけには負けた。でも命は助かりそうだ。

　こうなると、半端に叩き起こすだけの力がなかった事は僥ぎよう倖こう以外の何物でもない。

　しかし、いつ目を覚ますかわかったものではなかった。

　ならば幸運が続いているうちに逃にげる。もうそれしかない。これ以上はただの自殺だ。

　リュリュの焦あせりは懇こん願がんだった。

「へっ」

　そんなリュリュを、一平は笑い飛ばした。

　攻撃が通らない。

　毛ほども傷つけられない。

　まるで気づくそぶりもない。

　おまけに黒こく聖せい魔ま光こう剣けんも使えない。

　──だから？

「『閃せん』と『覇は』を使う！　リュリュは下がってろ！」

「なっ!?　イッペー！」

　リュリュの悲鳴を無視し、一平はクラウチングスタートの体勢をとる。




『閃は脳のリミッターを外す。しかし多用は禁物だぞ、一平。限界を超こえた速力は多大な負ふ荷かをその身に掛かける』




「天てん・閃せん──」




『全身を一個の弾だん丸がんとする覇は、決して人に撃うつな。交通事故と変わらぬ衝しよう撃げき力りよくはたやすく人を殺してしまう』




「──天てん・覇は！」




　そして爆ばく音おん。

　一平の全速は空気を切り裂いた。

　もしもう少しリュリュが一平に近かったら、その身は発生した衝撃波に巻き込まれていたに違ちがいない。

　あまりの轟音に耳を塞ふさいだリュリュが見たもの。

















　それは古代龍りゆうの甲こう殻かくに尻しりを突つき刺さす、両足を抱かかえ込んだ一平の姿。
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　音を置き去りにした一平渾こん身しんのヒップアタックは、信じられない事に、破は壊かい不能の甲殻を砕くだいていた。

「く、砕きおった……ッ！」

　リュリュは今起きている現実が信じられなかった。

　文ぶん献けん通りならば、古代龍とはその身が世界の魔ま力りよくを循じゆん環かんさせる機関に等しいはず。だからこそ、神にも匹ひつ敵てきする魔力を行使できるのだ。

　にも拘かかわらず、一平は砕いてみせた。

　それはつまり、『野々宮一平』は世界を砕けるという事。

「天を、乱す……ッ！」

　天乱八手。武神野々宮太平が力の結けつ晶しよう、『ぼくのかんがえたさいきょーのぶじゅつ』。

　その威い力りよくを目まの当たりにしたリュリュは、辺りに散らばる甲殻の破は片へんを呆ぼう然ぜんと見み詰つめていた。

「ふへ……ふひ……」

　とそこに、顔面をエヘッヘエヘッヘと歪ゆがませる一平が。

「イッペー！」

「あへ……へは……」

　半開きの口とハの字になった眉まゆを張りつけ、内うち股またになった一平がヨロヨロとこちらに向かってくるではないか。

「イ、イッペー？」

「ケ、ケツ……」

　一平は、泣いてるんだか笑ってるんだか分からない複雑な表情を浮うかべたまま、その場で四つん這ばいになった。

「イッペー！」

「ケツがあああああああああああああ！　ケツ割れたあああああああああああああ！」

　ア────────ッ！　とのたうち回る。

　いや、実際には痛すぎて身動き一つできないのだが、その悲鳴はまさしくのたうっていた。

「なんじゃと!?　早く見せるんじゃ！」

　魔法で空間から塗ぬり薬を取り出したリュリュは、電光石火で一平の元へと向かう。

　それが一平の身を案じているからなのか、それとも合法的セクハラからなのかの判断はつかない。

「さわんなボケエエエエエエエ！」

　一平もまた、痛みからなのか貞てい操そうの危機からなのかは分からなかったが、リュリュの手当てを拒きよ否ひした。

　しかし今は戦せん闘とう中。

　リュリュは元冒ぼう険けん者として、無理やり一平のズボンを脱ぬがす事を決意。もちろんパンツも一いつ緒しよに脱がし、両手で少年の尻に優やさしく薬を塗りたくるつもりだった。

　生死がかかっているとはいえ、乙おと女めがこれだけの覚かく悟ごを決めねばならないとは、現実のモンスターハントがいかに苛か酷こくなのかがうかがえよう。

　だがその時、不意に二人の体が影かげに覆おおわれた。

「ぁ……」

　リュリュが視線を上げたその先には、真しん紅くの瞳ひとみを持つ巨きよ大だいな獣けものの顔があった。

「ぁ……ぁ……」

　終わった。

　リュリュは諦あきらめた。

　自身の魔力は空。一平は動けない。

　ゆっくりと近づいてくる古代龍の紅眼は、リュリュの全身から生きる意志を悉ことごとく奪うばいさってしまった。

　ペタリと腰こしを地面に落とした老ろう婆ばにとって、口を開けて迫せまってくる古代龍は死神以外の何ものでもない。

「せめて、イッペーだけでも……」

　ケツがぁケツがぁ、と喚わめいている一平だけでも救えないかと頭をめぐらせるが、生を諦めたリュリュには何も思いつかなかった。

　圧あつ倒とう的な死を前に思考する事すらできない。

　リュリュの呟つぶやきは、神に慈じ悲ひを乞こうているだけの弱者の妄もう言げんにすぎなかった。

　ベロリ。

「痛いっだああああああああああ！」

　悲鳴をあげたのは、一平。

　ベロリベロリ。

　なぜか、古代龍が一平の尻を舐なめまくっている。

「ちょっやめっ……、今は触さわっちゃダメェェェェェェ！」

　でかい犬に尻を舐められる一平は、痛みから逃のがれようと尻を激しくふった。

　なんという獣じゆう姦かんプレイ。できる事なら、らめぇぇぇぇと叫さけぶくらいの遊びが欲しかった。が、尻に深刻なダメージを負った今の一平にそんな余よ裕ゆうがあるはずもない。

「うううぅぅぅ……うん？」

　しかし、痛みを堪こらえていた一平はハッと気づく。

「あれ？　痛くない」

　這はいつくばっていた一平は、恐おそる恐る己おのれの尻に手を伸のばした。

　なんと、犬の唾だ液えきでズボンごとベチャベチャになってはいたが、尻の痛みが綺き麗れいさっぱり消えているではないか。

「……………………」

　リュリュは、その光景を呆然と眺ながめていた。

　喰くわれると思っていたら、なぜか一平が尻を舐めまわされていた。皆みなさんには何を言っているのか分からねー事はないだろうし、催さい眠みん術だとか超ちようスピードだとか、そんなチャチなもんじゃ断じてねえ事もお分かりいただけているだろう。

　しかし、リュリュには分からなかったのだ。

　一平の怪け我がを古代龍が癒いやしたのは見ていたのだが、働かない頭ではそれが理解できない。

「……………………」

「……………………」

　もちろんリュリュだけでなく一平もまた、古代龍が自身の左前足をペロペロと舐めている様を無言で見続けるしかなかった。

「……………………」

「……………………」

　古代龍の前足を舐める行こう為い。それはとても毛け繕づくろいに似ている。

　いや、実際そうだったのだろう。一平が砕いた甲殻がみるみる復元していくのだから。

「……………………」

「……………………」

　舐め終えたでかい犬は、一つ大きく欠伸あくびをすると、また寝ねに入ってしまった。


「……古代龍って温おん厚こうなんだな」



「……………………」

「あんなに攻こう撃げきしても怒おこらないなんて……」

「たぶん攻撃されたと感じていないんじゃろう……」

　ぐーぐーと寝る強大な犬を、遠い目をしながら揃そろって見上げる二人。少年と老婆の胸に沁しみ込むこの寂せき寥りよう感はいったいなんなのか。

　それは命を賭かけて戦った者のみが知るべきものであり、またそれ以外が知ってはいけないものなのだろう。

「……そっか。超強いな」

「……うむ。古代龍は超強い」

　こうして、一平とリュリュの最強タッグは、初戦を惨ざん敗ぱいで終えた。

　もっとも一平は、「怪我治してくれたし今日は引き分けにしてやる」などとうそぶいていたのだが。

　やはり伝説の古代龍は強かった。

　手も足も出なかった二人は、砕け散ってばら撒まかれていた古代龍の甲殻を拾い集める。それが高純度の魔ま力りよく塊かいだった事は、なに気なく手に取ったリュリュの、あわ～と慌あわてる姿が証明していた。

　回収した破片を空間魔法で粗あら方かた収納したリュリュは、欠片かけらの一つから魔力を引き出し、転移魔法を発動させた。

　後に残ったのは、当然ぐーぐー寝続ける古代龍のみ。

　寒い季節に、地熱の高いラノワ高地で日向ひなたぼっこしていた犬の眠ねむりを妨さまたげる者は、もうどこにもいなかった。

























「う～……う～……」

　古代龍との激戦から丸一日。

　一いつ平ぺいはベッドの上でうめき声をあげていた。

　さすがに死し闘とうを繰くり広げた後の疲ひ労ろうは凄すさまじく、一平にはそのまま出て行けるような体力は残されていなかった。

　汚よごれた服の洗せん濯たくもしなければならなかったし、風ふ呂ろにも入りたいし当然腹も減る。一平はもう一日だけリュリュの家に泊とまる事にしたのだ。

　しかし明けて翌日。

　一平の体は、いきなり全力で天てん乱らん八はつ手しゆを使ったために、その反動で全身筋肉痛になっていた。

　肉体にかなり負担のかかる（という設定の）『天てん・閃せん』まで使ったのだから仕方あるまい。

「ヤベエ、今ババアに襲おそわれたら抵てい抗こうできねえ……」

「どんな痴ち女じよじゃ！　病人を襲うような外げ道どうじゃと思っとったんか！」

　現在、一平は昼食をとっている。しかもリュリュの手ずからである。

　つまり、一平はリュリュにアーンをしてもらっていたのだ。

　勿もち論ろん最初は断固拒否。

　しかし、痛みに震ふるえる一平の指では、スプーンを持つ事すら困難だった。

　まさか憧あこがれの、『ハイ、アーン』をババアに奪われてしまうとは。しかも初体験なのだから余計にやるせない。

　頰ほおを染めながらスープを飲ませてくる老婆のあまりの気持ち悪さに、一平の心も体も悲鳴をあげっぱなしなのである。

「俺は忘れない……、動けない俺の全身に薬を塗りまくったババアの顔をな！」

「しょうがないじゃろ！　痛い痛い泣き喚いとったんじゃから！」

　遺い憾かんな事に、既すでにソフトペッティングは済んでいた。

　これが少年の心をどれだけ傷つけたのかは、良い子の皆さんならばお分かりいただけるだろう。

　そんなギリレイプだと主張する一平に、リュリュは激しく反論。

　しかし、真っ赤になった老婆の顔には喜色が浮うかんでいるのだから、どう考えても有罪だった。

　当然それを見た一平の背筋を怖おぞ気けが貫つらぬいたのだが、動かない体では逃にげる事もできない。

　パンツ一枚で包帯だらけの一平が警けい戒かいするのは当たり前といえた。

「まあ、今日は一日休んどれ。高い薬じゃし、明日あすには回復するじゃろ」

「治ったらすぐ出ていくから！」

　ゆとりにもほどがある。

　いかに警戒しているとはいえ、看病してくれている人物に対しさすがにこの態度はない。他人への口の利きき方が全くなっていない一平は、少し反省するべきだろう。

「あした絶対出ていくからな！」

　しかし、六十五歳の変態老婆に体の面めん倒どうを見てもらうというこの状じよう況きようは、思春期の少年から優やさしさを悉く奪い去っていた。

「それでかまわん」

　だが、リュリュの口から出たのは了りよう承しようの返事。

「じゃが、勝手に出て行くなよ？　イッペーに渡わたすものがある。餞せん別べつに凄すごいものをくれてやろう」

　ニッコリ笑う老婆には、もう過去を後こう悔かいして泣いていた面おも影かげなど欠片も存在していなかった。

　きっと一平との出会いが、リュリュを大きく変えたに違ちがいない。


「リュリュ自身じゃねえだろうな？」



「……………………」

　リュリュは笑え顔がおのまま固まった。

「あの犬の破は片へん、スゲエ魔力がこもってたんだろ？　もしかして若返られそうなんじゃねえのか？」

「……………………」

　もはやチンピラである。

　目の前の老ろう婆ばがまるで信用できない一平は、その声も視線も、これでもかというほどにとんがっていた。

　まあそれも仕方あるまい。

　若返ったところでババアはババア。しかも犯罪者というオマケ付き。

　元のしわくちゃなババアの姿を知っているというのに、若返ったからなんだというのか。

　これからスタイル抜ばつ群ぐんの美女美少女達が選よりどりみどりなのだ。

　それなのに、なんでこんないつキングボンビーに変身するか分からない老婆にとり憑つかれなければならない。

　犯罪ババアが本当に美女に変身したとしても、こんなダメ魔法使いと行動するなどデメリットがでかすぎる。

「ついてくんなよ？」

「……………………」

　一平は徹てつ底ていしていた。リュリュの考えなんてお見通しだとばかりに先手を打つ。

　しかしこれは当たり前。勇者とは誰だれにでも優しい存在ではあるが、決して甘やかす存在ではない。

　傷付き打ちひしがれた者に手を差し伸のべた後は、一人で歩けるように見守る者の事である以上、一平は心を鬼おににして突つき放すべきなのだ。

　若返って人生をやり直す。応おう援えんしよう、とても良い事だ。頑がん張ばって青春を取り戻もどしてくれ。一人で。

　一平は、徹底していた。

「絶対ついてくんなよ？」

「さて、そろそろ術式の最終調整に戻らねば」

　皿の載のったトレイを手に、リュリュはいそいそと部屋をあとにする。

　いつまでも病人にかかわっていられるほど、お婆ばあちゃんは暇ひまではないのだ。

「絶対連れてかねえからな！　エロババア！」

　これは酷ひどい。

　いくら警けい戒かい心しんむき出しとはいえ、なぜここまで酷い言葉が吐はけるのだろう。

　もし裁判になればどう考えても一平の負けである。

　だが、しかし──。しかし、信じられない事に、ここは一平が正しかった。

　なんとこの時点で既に、ババアは今夜の入浴を計算し終えていたのだ。




　──今日中にイッペーが全快する事はないじゃろう──

　──じゃが、夜には自力で立ち上がれるくらい回復するかもしれん──

　──風呂に入ろうとするかは半々じゃが、もちろんちゃんと沸わかす──

　──私から勧すすめるのは厳禁じゃ。警戒されるだけじゃしな──

　──風呂に関しては一いつ切さい言わず、しかも私が先に入浴を済ませておく──

　──さらに、術式を調整するとでも言って部屋に籠こもれば警戒も薄うすれるじゃろう──

　──フフ。元宮きゆう廷てい魔法師第五位の頭脳を甘く見てもらっては困るぞ、イッペー？──

　──これは痴ち漢かんでも犯罪でもない。病人が怪け我がをせんよう手助けする、言わば介かい護ご──

　──ああ、そうじゃ。私はイッペーを心配しているだけなんじゃよ──

　──ま、まあさすがに全ぜん裸らは恥はずかしいし？　ま、まだ体を許すつもりはないからタオルを巻くんじゃけど！──

　──なーに背中を洗うだけじゃ！　肩かたから尻しりのラインを洗ってあげるだけじゃよ！──

　──体の自由が利きかんイッペーのバスタイム。このリュリュ・シェンデルフェール、ベストを尽つくす事に躊ちゆう躇ちよはせん（キメ顔）──




　うめき声をあげる一平に薬を塗ぬりながら考えていたのがこれ。

　最低だった。

　酷いというより最低だった。

　都合の良い大義名分を振ふりかざし、己おのが欲よく望ぼうを満たそうとする様は完全に有罪であり、そりゃいたいけな少年が怯おびえるのも無理はない。

　本当に恐おそろしいエロババアである。

　今すぐ逃げろ、と全力で警戒を呼び掛かけたいところだが、残念ながらこの家にいるのは犯罪者と被ひ害がい者しやの二人のみ。

　しかも、これほど周しゆう到とうな罠わなを張り巡めぐらされては間ま違ちがいなく引っかかってしまうだろう。

　もはやハイエナの群れに囲まれたインパラ状態なので、一平がリュリュに襲われるのは確定してしまっている。

　とても残念だ。こんな事にめげず、彼には強く生きていってもらいたい。

「ごちそうさま」

　そして遂ついに来てしまった夜。

　ババアのアーンを回かい避ひしたい一平は、ベッドで食べたとはいえ自力で夕食を終える。

　そう、リュリュの計画通りに。

　ここからババア渾こん身しんのプロジェクト、〝合法じゃから！〟がスタートする。

　だが、まあ、しかし、男と老婆の入浴シーンを描びよう写しやするのは如何いかがなものか。

　まさしく誰得なのか分からないので、ダイジェストでどうぞ。




「う～、痛いってー……。だいぶマシになったけど、体バキバキでうまく動けねえ」

「そ、そうじゃろうと思って背中を流しに──」
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「キャ────────────────ッ！」

「ど、どうしたんじゃ!?」

「どうしたもこうしたもあるかああああああああああああああああああ！」

「ちょっ！　いくらなんでも叫さけびすぎじゃろ!?」

「馬ば鹿かなの!?　死ぬの!?　というか迅じん速そくに死んでよおおおおおおおおおおおおおお！」

「いやいやいや！　介護じゃって！　イッペーが心配なんじゃって！」

「絶対許さない！　訴そ訟しようも辞さない！」

「介護じゃから！　これただの介護じゃから！　だから犯罪ではないんじゃよ！」

「ふざけんなババアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

「ほ、ほれ！　ちゃんとタオルで隠かくしておる！　問題は無いじゃろ!?」

「キモすぎィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ！」

「酷い事を言うな！」

「酷いのはテメエだああああああああああああああああああああああ！」

「……うっふ～ん」

「オエエエエエエロロロロロロロロ！」

「ヒィッ！　ホ、ホントに吐きおった!?」

「ゲボロロロロロロロロロロロロ！」

「うぎゃあ！　ス、スマン！　正直スマンかった！　膝ひざをついて謝るから！」

「谷間を見せようとするんじゃねええええええロロロロロロロロ！」




　なぜベストを尽くしたのか。

　リュリュが頑張れば頑張るほど、なんか色んなものが酷かった。

　そして、さらに明けて翌朝。

　ファンタジー印の魔ま法ほうの薬が効いたのだろう。一平の筋肉痛はすっかりなくなっていた。

　目が覚めた一平はさっそく全身の動きを確かく認にんし、問題がない事に顔を綻ほころばせる。

「行くか」

　体中の包帯を外し、急いでパーカーと学生服を身につけた一平は、ソロリソロリと部屋を滑すべり出た。

「あのババアは相当上位の変態だ。これ以上ここにいたらヤベエ」

　昨日の悪夢はマジモンのトラウマだ。どう考えても逃にげ出すべき。このままだと絶対に碌ろくな事にならない。

　空腹を抱かかえた一平は、変態ババアに取り憑かれるくらいなら飢うえたほうがマシだと判断したのだ。

　だが。

「ずいぶん早起きじゃな、イッペー」

「ヒィィィッ!?」

　一平は忘れていた。お年寄りは朝が早いという事を。

　早朝こっそり部屋を出たら、真横に老ろう婆ばが立っている。こんな恐きよう怖ふ体験に出合ってしまっては驚おどろくのも無理はない。チビらなかっただけたいしたものだ。

「も～、イッペーはせっかちさんなんじゃから」

「なっ!?　か、体が動かねえ!?」

　突とつ然ぜんの怪かい奇き現象に一平は悲鳴をあげるしかない。

　だが安心してほしい。別に金かな縛しばりではない。

　さすがの老婆も死んでいるわけではないので、霊れい現象を起こす事は不可能である。

「まあ私も？　楽しみすぎて？　ぜんぜん寝ねとらんのじゃけど？」

　しかし、怪奇現象の方がマシなのではと思うほど、リュリュのテンションは常じよう軌きを逸いつしていた。

　右手に黒こく杖じようを持ったままクネクネと体を揺ゆらす老婆の姿は、いくらなんでも醜しゆう悪あくに過ぎよう。肉眼で見てもいいとはとても思えない。

　明らかにおかしいリュリュに貞てい操そうの危機を感じ取った一平は、当然全力で抵てい抗こうする。

「は、はなせババア！」

　が、徹てつ夜や明けでテンションがガン上げされていたリュリュは、既すでに拘こう束そく魔法を五重展開していた。

「ほれ、こっちじゃイッペー」

「チクショウ！　はなせえええええええええええ！」

　拘束した一平を浮ふ遊ゆうさせ、老婆は悲痛な叫びをあげる少年を魔法の実験室へといざなう。

　もはや一平の貞操は風前の灯火ともしびだった。

「見よ、これぞ我が魔道の結けつ晶しよう」

　そこは、一平が召しよう喚かんされた部屋だった。

　空間魔法で拡張されただだっ広いその部屋には、召喚のとき同様、巨きよ大だいな光の魔ま法ほう陣じんが設置されている。

「ここから先は一いつ滴てきの力も無む駄だにできん。そこで黙だまって見とれ、私の勇者」

　拘束魔法を解かれた一平は、その光景に圧あつ倒とうされた。

　それはまさしくファンタジー。

　浮遊したリュリュが、光を放つ魔法陣の中心へ向けて滑っていく。

「魔力は十分。後は私が制せい御ぎよしきれるかだけじゃ……」

　一平は固かた唾ずを吞のんで見守っていた。

　なぜなら、あの魔法装置の中心点で黒杖をかまえる老婆が、その命を賭かけているのが分かったからだ。邪じや魔ましてはならない。


「私はやり直す」



　それはリュリュの決意の言葉。


「私の勇者と共にゆく」



　一平が与あたえた最後の勇気。

　命も、体も、魂たましいも。老婆を表す全すべてを代価に、陣が無数の光で満たされる。

　幻げん想そう的な光の乱らん舞ぶは、信じられないほど美しかった。

　しかし、とても危険な美しさ。


「釣つり合うだけの体が欲しい」



　それは願い。


「共に生きる時間が欲しい」



　それは祈いのり。


「イッペーと一いつ緒しよに、遊びたい」



　想おもいの全てを込めて。


「回ルヴイ帰エン」



　魔法が完成し、無数の光の玉が次々とリュリュを貫つらぬいていく。

　魔法陣が光の帯となり、老魔法使いの体に何重にも巻きついた瞬しゆん間かん、甲かん高だかい音を立てて光は全て吹ふき飛んだ。

　静まり返った静せい寂じやくの中、大魔法を行使したリュリュの身がドサリと床ゆかに落ち、ピクリともしない。

「リュリュ！」

　一平はたまらず駆かけだした。

「くっそ！　やっぱテンプレ通りに死んじまった！」

　最後まで酷ひどい一平。

　一平は慌あわててリュリュを抱だき起こす。

「うおおおおおおおお!?」

　そして驚きよう愕がくした。

「ぅ……ぁ……イッペー……？」

　一平の腕うでの中から聞こえるか細い声。

　もちろん、リュリュはちゃんと生きていた。一瞬気絶していたようだが、さすがにここで死んでは死に切れないだろう。

　一平が予想したリュリュの死亡フラグ。

　遂ついにそれが折れた瞬間だった。

「リュリュ！　アンタ若返ってるぞ！」

　そう、一平が驚愕したのはそこだった。決してリュリュが生きていた事を驚いたわけではない。

「なんじゃと!?　成功したのか!?」

　一平の叫びで完全に覚かく醒せいしたリュリュは、全力で跳はね起きた。そして、腕を捲まくりながら己おのれの手を凝ぎよう視しする。

「ハハ……ハハハ……」

　皺しわひとつない。

　ペタペタと顔を触さわれば、つるつるピチピチの肌はだ触ざわりだった。

「やった……やったぞイッペー！　私はやったんじゃ！　やった────ッ！」

　リュリュは全力で歓かん喜きして一平に顔を向けた。

　もちろんそれは輝かがやくような笑えみ。

　望みが叶かない、光り輝く未来が己を待っているのだ。そりゃうれしいだろう。

　幸福の絶頂の中、天才魔法使いは子供のようにはしゃいだ。

「……………………」

　しかし一平は、そんな喜ぶリュリュをポカンとした顔をして凝視し続けていた。

「？　イッペー？」

　当然訝いぶかしむリュリュ。

　一緒に喜んでほしいのに、なぜこの少年は馬鹿みたいに口を開けて黙っているのだ。

「なんじゃ、どうし──ッ！」

　だがリュリュは即そく座ざに気がついた。気づけてしまった。魔法使いとしてではなく、女としての経験から察する事ができたのだ。

　一平の表情。それに似たものを何度も見た事がある。

　十代、二十代の時、己を見てくる男の表情は大たい抵ていそんな感じだった。間ま違ちがいない。

　ポカンと呆ほうけている一平の顔は、あまりの美しさに目を奪うばわれてしまっている顔。

　いかん。いたいけな少年を一瞬で虜とりこにしてしまった。これはテンションが上がる。

「ぁ……イ、イッペー？」

　リュリュは一気に鼓こ動どうが跳ねた。

　自身が赤くなっているのが分かる。顔が熱い。

　昨夜、何度も考えていた。そしたら眠ねむれなくなった。

　若さを取り戻もどせたならきっとうまくいく。きっと好きになってもらえる。

　美しさには自信があった。男達からチヤホヤされて調子に乗った事もあるのだから。

　恋こいも結けつ婚こんもいつでもできると、リュリュが男そっちのけで趣しゆ味みと化していた魔法にのめり込んだのは、そうした理由もあった。

「リュリュ……」

　そんな真っ赤になってモジモジするリュリュへ、一平は溜ため息いきのように名前を呼んだ。

　そして徐じよ々じよに、そう徐々に一平の顔が輝きだす。

「リュリュ」

「な、なんじゃ、イッペー……」

「若返りすぎ」

「……は？」

　瞬間、腹を抱えて馬ば鹿か笑いする一平。

「リアルｗｗバーローｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ」

「へ？　へ？」

　うひゃひゃひゃひゃと、ｗ（草）を付けてしまうほどに一平の笑いは止まらない。（ｗとは笑いの度合いを表すネット記号。しかし使いすぎると、『おう、ウゼーから草生やすんじゃねーよクズ』などの信じられない暴言で心を折られるので、良い子の皆みなさんは二つくらいしか使ってはいけません）

　一平は見た目は子供で頭脳は大人な名めい探たん偵ていを思い出し、ギャグで体を張るなバーローｗｗ、ちっちゃくなっちゃったってかバーローｗｗ、そんな大人修正してやるバーローｗｗ、もう勘かん弁べんしてくださいよバーローｗｗ、とスーパーバーロータイムへと突とつ入にゆうしていた。

　どうやらツボったらしい。

　そんな呼吸困難になるほど笑い転げる一平の姿に、リュリュは慌ててローブの胸むな元もとに顔を突つっ込む。

「なんじゃコレェェェェェェェェェェ!?」

　そう、リュリュは己の理想に届かなかった。後一歩、届かなかったのだ。

「無い!?　私のナイスバディがどこにも無いんじゃけど!?」

　リュリュは幼女にクラスチェンジしていた。

[image: ]

　パンパンと胸を叩たたくも、そこに膨ふくらみは欠片かけらもない。代わりにお腹なかがぽっこりしている。

　完全無欠の、完かん璧ぺきな幼児体型だった。

「ダメ魔ま法ほう使つかいｗｗｗｗ」

「誰だれがダメ魔法使いじゃ！」

「オマエだオマエ」

　ツボに入ってしまった一平は、爆ばく笑しようが全く止まらない。

　そりゃまあ確かに、あれだけいろいろ想いを込めた言葉を吐はいたのに、結果がこれではあまりにも残念すぎる。

　あれはどう考えても命を賭けた告白だった。一世一代の乙おと女めの告白だ。しかしわずか一分で黒歴史。

「お前なんなの？」

「……………………」

　一平は笑いが止まらなかった。


「元冒ぼう険けん者で、元宮きゆう廷てい魔法師で、現在進行形のテロリストで、性犯罪者で、ヒキコモリで、六十五歳のババアで、今はロリ」



「……………………」

　リュリュはもう泣きそうだ。

「お前どんだけ設定増やすんだよ、ロリババア」

「……………………」

　今までずっと『アンタ』と呼んでいた代名詞が、『お前』に変わった。

　一平の中で、少しだけリュリュの立ち位置が変化したのかもしれない。

「そろそろ行こうぜ、リュリュ。次の冒険は、冒険者ギルドで依い頼らいを受ける事だ」

　笑顔で旅立つ。


〈了〉









　あとがき







　はじめまして、吉よし川かわ兵へい保ほと言います。

　およそ一年前、某ぼう巨きよ大だいネット小説サイトから、角川スニーカー文庫様の編集Ｋ氏に拾って頂きました。

　まずはＫ氏に多大な感謝を。

　それではあとがきに入りたいと思いますが、さて、何を書けば皆みな様さまに喜んでもらえるのだろう……？

　分からないのでＫ氏に「あとがきって何を書けばいいんです？」と相談したところ、「オールＯＫ」と言われました。

　なん……だと……？

　馬ば鹿かな、何を言っている。

　政治批判から私の妄もう想そうエロ話まで、何を書いてもいいと言うのかッ!?

　オッパイ派のロマンチスト共に、尻しり過激派の私が蒙もうを啓ひらかせることなど造作も無いのだぞ……ッ！

　Ｋ氏、あなたは編集としてとても優ゆう秀しゆうではあるが、少々迂う闊かつだったな。

　許可が出た以上、私は好きなようにやらせてもらう。

　というわけで『やっぱチョロインでしょ！』が生まれた理由と、その裏話を語りましょう。







　数年前にネット小説というものを知り、無料ということで毎日狂くるったように読んでいました。

　そしてある日、兵保はふと思います。

「最強物超ちようおもしれー。〝ご都合主義の最低系〟とか馬鹿にされるけど、やっぱ主人公が強いとスカッとするわー」

　これが原点。

　いろんなジャンルを読んで、一番好みだったのが主人公最強物だったんですね。

　ヘドが出るほどムカつく敵キャラをボッコボコにする主人公。兵保の心は躍おどりまくりです。

　しかし、大好きな最強物でも不満な点はありました。

　それは、主人公が結構頻ひん繁ぱんに苦戦することです。

「がああああ！　クソキャラの罠わなにハマってんじゃねえよ！　つーか敵キャラ強く設定しすぎだろコレ!?」

　そう、兵保は圧あつ倒とう的戦力で敵を叩たたくことに無上の喜びを感じる下種げすだったのです。

　物語は山あり谷あり。

　振ふり幅が大きければ大きいほど見せ場が盛り上がります。

　分かってます。

　ええ、ちゃんと理解しています。

「くう～！　この悪党が！　主人公になり代わって俺おれが指先ひとつでダウンさせてやるう！」

　それでも読みたかった。

　ヤマとか展開とか物語の流れとか、そんなの関係ねえ圧倒的主人公無む双そうが読みたかったんです。

　でもまあ、そういう小説って意外と少ないんですよね。

　敗北、苦く悩のう、辛しん酸さん、葛かつ藤とう。ここらへんのワードはキャラの成長には不可欠ですし、敗北や挫ざ折せつがあるから物語にメリハリができるわけですし。

「あ～、もんのすげえ強つええ絶対無敵主人公とかどっかいねえかなあ……」

　とまあ、そんなことを考えながら最強物を漁あさる日々。

「ああ！　無いなら自分で書けばいいんじゃね!?」

　この結論に到とう達たつするまでそう時間はかかりませんでした。

　しかし、中学の読書感想文ですら満足に書けなかった兵保にはハードルが高すぎです。

　最初は既き存そんの作品の二次創作をチョロチョロと書き、某小説投とう稿こうサイトに投稿しては感想をもらったりしていました。つまり修業したんですね。

　それで丸三年くらい経過した後、「そろそろオリジナル最強無敵主人公物書いてもいいんじゃね？」と勢い任せに書いたのが『やっぱチョロインでしょ！』です。







　ここから裏話。

　実は、最初は学園バトル物で書くつもりでした。

　当時はアニメとか商業小説の主流が学園物だったんですよ。

　しかし、某巨大ネット小説サイトでの主流はファンタジーでした。

　せっかく書くならたくさんの人に見てもらいたい。ならファンタジーでいくか。

　そんな軽い気持ちでジャンル変へん更こう。

　とりあえず六話くらいのプロットを一週間くらいかけて考え、自分だけの物語を生み出すためにいざ出しゆつ陣じんしました。

　そのプロットがこれ。




『第一話』召しよう喚かんの渦うずに飛び込んだら城下町で迷まい子ご

一人目のヒロイン登場。




『第二話』ギルドでボコられる

ルイーダの酒場的な対応をとる。

女戦士、女魔ま法ほう使い、女僧そう侶りよを募ぼ集しゆうしてひんしゅくを買う。




『第三話』初めてのクエストで死に掛かける

いきなり素す手でで討とう伐ばつクエスト。魔法少女に助けてもらう。（二人目のヒロイン）




『第四話』初心に帰って採取クエ

見習い冒ぼう険けん者（ロリ）と仲良くなる。魔力の使い方を教えてもらう。（三人目のヒロイン）




『第五話』採取クエをこなしつつ修業。

ロリと主人公が大量の狼おおかみに襲おそわれる。死に掛けるも撃げき退たい。身体強化習得。




『第六話』調子に乗って討伐クエ（丸腰まるごしで）

ドラゴンと遭そう遇ぐうして死に掛ける。

一人目のヒロインに助けてもらう。




　こんな感じのプロットでしたが、以降は覚かく醒せいしてドラゴンぶっ飛ばすわ、冒険者の団体ぶっ飛ばすわ、国と戦争して軍隊ぶっ飛ばすわ、もう最強無敵の超絶主人公を書こうと夢中でキーボードを叩きました。

　まあ、もうお気付きでしょうが、全然話違ちがうんですよね……。

「？？　あれ～？　なんか考えてたストーリーじゃないぞ……？　どうなってんだコレ？　？？？」

　勢いで二話書きあげた兵保の心中はハテナマークだらけでした。

　オリジナル小説を書くことはとても難しい。

　キャラがプロット通りに動かないのはもちろん、展開の整合性を合わせようとするとストーリー自体が変更されていく。

「……ま、まあ、最強主人公が書ければいいか。幸い話は面おも白しろいし……」

　お分かりいただけたでしょうか。

　そうです。兵保は作者であると同時に読者でもあったのです。書き終わるまでどんな話なのか兵保自身にも分からないのです。

『やっぱチョロインでしょ！』の一読者としては楽しみですけど、作者としては失神しそうなほど恐おそろしい。

　毎日禿はげ上がるほどガクブルしていますが、この作品が面白いと思ってくれた皆みな様さま……いえ、つまらないと思った皆様も、もっともっとがんばりますので応おう援えんよろしくお願い致いたします。







　最後に謝辞を。ヒロインがアレなのにも拘かかわらず、嫌いやな顔一つせず素敵なイラストをお描かき頂きましたイラストレーターの犬いぬ江えしんすけ様、そしてヒロインがアレなのにも拘らず、嫌な顔一つせず装そう丁ていを担当して下さったデザイナーの菅すげ田た様、大変ありがとうございました。そして、もちろんこの本を手にとって下さった皆様にもお礼申し上げます。

　一いつ所しよ懸けん命めいがんばりますので、これからもお力ちから添ぞえ頂ければと。


吉川　兵保　　
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